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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








　第一話　美少女幽霊、再び










　最後の授じゆ業ぎようが終わると、外はすっかり赤くなっている。烏からすが間ま延のびした鳴き声を上げて西の空へ飛んでいく。同時に葵あおい学がく園えんの校こう舎しやには、授業終しゆう了りようを告つげる鐘かねが鳴り響ひびいた。


　あちこちの教室から、教科書、ノートをしまう音が聞こえてくる。和かず樹きの在ざい籍せきする二年Ｂ組でも、居い眠ねむりしていた生徒は起き出し、気の早い者はすでに帰り支じ度たくを済すませていた。


　帰き宅たく前には簡かん単たんなホームルームがある。担たん任にんの伊い庭ばかおりは、手て早ばやく試し験けんの予定を告つげた。


「……というわけだから、勉強はちゃんとやっとけよ。カンニングの方法ばかり考えてないで、その分年表の暗記にでも頭を使え。あとで苦労するからな。はい終わり」


　日直が号ごう令れいをかけ、授業が終わった。


　生徒たちはぞろぞろ外へ出ていく。かおりも出ようとして、ふと顔を上げた。


「そうだ……式しき森もり」


　呼よばれた和樹は振ふり向いた。


「はい」


「しきもりー」


「はい！」


「しーきーもーりー」


「はい!!」


　かおりは教きよう壇だんを離はなれると、和樹の席までやってきた。手にした出席簿ぼで、頭のあたりを叩たたく仕し種ぐさをする。


「こら。もっとでかい声で返事をしないか」


「してますよ！」


「全然聞こえなかったぞ」


「仕方ないじゃないですか。こんな姿すがたなんですから」


　和樹は自分の身体からだを指ゆび差さした。


　もちろんそこに身体はある。だが、実体は存そん在ざいしていなかった。


　彼は幽ゆう霊れいであった。


　和樹は病気になった夕ゆう菜なを、自分の命をかけて救すくった。そのとき塵ちりとなって消えるはずだったが、どういうわけか霊れい魂こんだけになってしまったのである。


　お化けになった和樹は、ひとしきり頭を抱かかえ、恐おそる恐る授業に出た。


　クラスの反はん応のうは様さま々ざまであった。現げん代だい日本において、幽霊の存在はポピュラーではないものの認にん知ちされている。だから毛け嫌ぎらいはされなかったが、受け取り方に差があった。


　単たん純じゆんに、和樹のことが見える者と見えない者がいるのである。たとえ見えても、近ちか寄よらないと声さえ聞こえない人もいる。どうも親しん密みつさによって差が出るらしい。


　かおりは見えたり見えなかったり派はであった。


「どうもやりづらいな。キミ、いつまでもそのままなのか？」


「さあ……」


　正直に言った。


「紅あか尉い先生は、塵を集めれば元に戻もどるんじゃないかって言ってましたが」


　肉体が塵になったのなら、集めて魂たましいと混まぜればいい。理り屈くつではあったが、肝かん心じんの塵が飛び散っていて、どこに行ったか分からないのだ。


　かおりが渋じゆう面めんを作った。


「紅尉か……あの男、信用できるのかね」


「なんか新しい研究テーマができたとか、世の中はまだまだ奥おくが深いとか言ってました」


「まったく……。そうだ、宮みや間ま」


「はい」


　隣となりで聞いていた宮間夕菜が返事をした。前まえ髪がみがぴょこんと跳はねる。彼女は、和樹のことがはっきりと見え、いままでと変わらずに接せつしている。


「キミら二人、生せい徒と会かいの連中が探さがしていたぞ」


　夕菜が首をかしげる。


「なんでしょう」


　かおりは顎あごをしゃくり、窓まどの外を示しめした。


「向こうの旧校舎、知ってるだろ」


「はい」


　旧校舎は葵学園創そう立りつ当初に使われた建たて物ものである。最近は老ろう朽きゆう化かが進み、取り壊こわされることになっていた。


「なんか問題が起こっていて、そのことで話があるらしい。調ちよう査さするとかなんとか」


「え？　でも、旧校舎なんてわたしたちではどうにも」


「生徒会からの要よう望ぼうだ。というか、風かぜ椿つばきだな」


「玖く里り子こさん、生徒会の役員じゃないですよ……」


「彼女が裏うらの権けん力りよく者しやだと言うことくらい、誰だれでも知っている」


　風椿玖里子は、葵学園でかなりの人じん望ぼうと人気を誇ほこっており、権力も同じくらい握にぎっていた。つい先さき頃ごろ行われた生徒会の改かい選せんでは、玖里子の指名した生徒が楽々トップ当選を果たしており、しばらくは無む風ふう選挙が続くと囁ささやかれた。


「一応、ウチの校風は自じ治ちだからな。生徒会が調査をするとなったら、学校側も認みとめる。生徒会室で待ってるそうだ」


　行ってきたらどうだ、と言われ、二人は生徒会室に向かった。どんな用よう件けんだか見当がつかなかったが、呼んでいるのならしょうがない。


　玖里子は中にいた。万まん年ねん筆ひつでなにか書き物をしている姿は、どこかの女社長か、やり手弁べん護ご士しのように見える。


　二人が入ると、彼女は、手て招まねきをして椅い子すに座すわらせた。


「どう、和樹。幽霊には慣なれた？」


「慣れませんよ」


　和樹は反はん射しや的てきに答えた。死んだ実感がないので普ふ通つうに暮くらそうとするのだが、物は摑つかめないし食事はできない。親したしい人間にしか姿も見えなければ声も聞こえないのだ。なんとなく死し亡ぼう届とどけを出していないのだが、これでいいのかと本気で疑うたがうときがある。


「ふーん。こういうのって、時間かかるものなのかしら」


「知りませんよ」


「まあいいわ。ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど」


「なんですか」


　警けい戒かいしながら訊きく。今までの玖里子の頼みときたら、取り引きの材料にしたり押おし倒たおしたりと、ろくなことがない。


「旧きゆう校こう舎しやを知ってるでしょう。ボロいから取り壊す予定なんだけどさ。どういうつもりか、居い座すわっている連中がいるのよね」


「え？　学校の敷しき地ち内ないじゃないですか」


「そうなんだけどね。どこからか流れてきちゃったのよ。夜中に大おお騒さわぎして、近所からも苦く情じようが出てるの」


　確たしかに、夜よ逃にげなどで無人になった家に、第三者が住み着くことがある。校舎というのはさすがに珍めずらしいが。


「そうですか」


「でね、あんた行ってきてくれない？」


「え、行くって、なにを……」


「交渉ネゴシエーシヨン。話をつけて、追い出す役」


　和樹は目を丸くした。


「なんで僕ぼくが」


「あいつら幽ゆう霊れいなのよ」


「ゆ、幽霊なんですか」


　思わず自分自身を指差す和樹。玖里子は首しゆ肯こうした。


「そう。それもたくさん。みんな呪のろわれたり取りつかれるのやだから、腰こしが引けちゃって。警けい察さつも『死者はうちの管かん轄かつじゃない』とか言いだすし」


「僕だって管轄外ですよ！」


「でも同じお化けでしょ。向こうも警けい戒かいしないんじゃないかしら」


　玖里子はさらっと言った。和樹は口を半開きにしている。なんとまあ、自分だけでなく他にもお化けがいたとは。しかもそこに乗り込こんでいけ、というのだ。


「幽霊の団だん体たいさん、なんですか」


　夕菜がつぶやく。


「そう」


「前にもこんなこと、ありましたね」


「うん。だからあんたたちを呼んだの。知り合い同士、うまくまとめて」


　知り合い？　と訊き返すより先に、部へ屋やに誰だれかが入ってきた。扉とびらを開けず、通りぬけて。


　その、派は手でな赤いドレスを着た少女は、和樹の前に立った。


「久しぶりじゃな」


　幽霊の少女、エリザベート・フォン・ノインキルヘンは言った。





　　　　○





　神しん聖せいローマ帝てい国こくの貴き族ぞくで伯はく爵しやく位を継ついだ少女は、相変わらず古風な喋しやべり方をしていた。以前とは違ちがい、表情はやや柔やわらかい。


「シキモリが幽霊になったと聞いたが、元気そうで重ちよう畳じよう」


「ありがとう……。で、どうしてここに」


「わらわは幽霊たちの代表、全ぜん権けん大たい使しなのじゃ」


　エリザベートは胸むねを張はった。


「なんでまた」


「ここの幽霊たちとは以前より知り合いだったのじゃが、住じゆう居きよが取り壊こわされそうになったと聞いてな。わらわに仲立ちを頼んできたのじゃ。年上で、この国に長いからの」


　彼女は肉体を失ってから三百年以上になる。日本に来る以前は世界各地を見けん聞ぶんしていたので、知ち識しきもあった。


「同じ幽霊同士。力になることもあろうかと。それにこの学まなび舎やと敵てき対たいする気はないのじゃ」


「こっちはそうもいかなくて」


　玖里子が口を出す。


「あそこ壊したあと、部室棟を建てるつもりなのよ。ただでさえ宿なしの部が多いんだからさ。生徒会としたら、なにがなんでも立ち退のいて欲ほしいわけ」


　和樹と夕菜はうなずいた。


「お互たがい立場があるから、話は平行線じゃ。だがしょせんは他人の土地、幽霊たちは追い出され、散ちり散ぢりになるのかと思っていたら、シキモリも魂たましいだけになったと聞いた」


「僕、旧校舎に未み練れんないけど」


「学び舎の人間で幽霊は他におらん。話を通すのには適てき任にんじゃ」


「そうかなあ……」


　和樹は複ふく雑ざつな気分だった。


　普ふ通つう、人間だろうと幽霊だろうと、そうそう外交官の真ま似ね事ごとはしないだろう。しかも一いつ介かいの学生が。なんか死んだ途と端たんに面めん倒どうが増ふえたような気がする。こっちとしては、どこかに消えた塵ちりを探さがすほうがよほど有ゆう益えきなのだが。


　そんなことを考える和樹を、エリザベートがじっくりと眺ながめていた。


　なんとも言えない視し線せんに気づく。


「ど、どうしたの」


「おぬし、幽霊になって初めて気づいたが……結けつ構こういい男だの」


「え？　からかわないでよ」


「からかってなどおらぬ……いや、これはなかなか」


　彼女は、和樹の顔を覗のぞきこんだ。


「もしや、美び形けいの部ぶ類るいに入るのではないか？」


　和樹はかぶりを振ふる。


「身体があったときから、もてたことなんかないって」


「見てくれなぞ関係ない。あんなのはただの入れ物じゃ。魂たましいだけになって、おぬしの心の清きよらかさが現あらわれるようになったのだ。どうだ、わらわに臣しん従じゆうの誓ちかいをせぬか」


「え、え？」


　慌あわてた。つぶらな瞳ひとみで見つめられ、どきりとする。彼女がすっと近寄った。


　その前に、夕菜が目を吊つり上げて立ち塞ふさがった。


「ちょっと、変なこと言わないでください」


「む。前とは違い、今度は本気じゃ」


「やめてください。和樹さんはいずれ元に戻もどります」


「肉体は消えたのであろう」


「塵を集めれば戻ります。探しますから」


「塵……？　ふむ……」


　夕菜の台詞せりふに、エリザベートが会話を止めて、考えこんだ。


「……あのさ、本ほん題だいに戻もどりたいんだけど。校舎の方」


　玖里子が注意を促うながす。


「妥だ協きよう点てんを見つけましょうよ」


「忘わすれておった。それじゃ。しかし、わらわとしてもクリコの顔は立てたいが、幽ゆう霊れいたちの気持も分かるしの……おお、ちょうどよい。校舎に来ぬか」


　エリザベートが、ぽん、と手を叩たたいた。


「壊すにせよ壊さないにせよ、一度校舎を見てわらわの仲間とあったほうがよい。ミヤマもクリコも来るとよい。特にシキモリは新入りだしの」


「和樹さんも玖里子さんも人間です。ここでいいじゃないですか」


「連つれていきたいのじゃ」


「なんですかそれは」


「……いいではないか」


　なぜか彼女は顔を赤くした。


　意味もなく、夕菜はむっとした。


「……すごーく、嫌いやなんですけど」


「あら、あたしはいいけど」


　玖里子が呑のん気きそうに言う。すでに立ち上がっていた。


「さすがクリコじゃ、話が早い」


「えっ……でも、和樹さんは」


「僕は……えっと」


　突とつ然ぜん話を振られて、戸と惑まどった。答えないでいると、エリザベートが話し始めた。


「よしよし。なにも悪いようにはせん。気のいい奴やつ等らばかりじゃ。参まいるぞ」


　幽霊の少女が、和樹の手を摑つかんで引っ張ぱった。


「え、うん」


「エリザベートさん、和樹さんの手を握にぎらないでください」


「いちいちうるさい女よの。ほれ」


「腕うで組くむなんてもっとだめです！」


　叫さけび出した夕菜を尻しり目めに、エリザベートは和樹を引っ張って行った。





　　　　○





　一行は、旧きゆう校こう舎しやの下まで来た。


「……今にも崩くずれそうだ」


　和樹が見上げながら言った。木もく造ぞうの校舎は、ペンキも色いろ褪あせており、木が腐くさっている。解かい体たいをしなくても、自然と崩ほう壊かいしそうだ。


「霊が集まるところは墓はか場ばか廃はい墟きよと相そう場ばが決まっておる。居い心地ごこちはいいぞ。おぬしも幽霊なら分かるであろう」


「僕、まだ日が浅あさいから」


　初心者だし、とつぶやいて、校舎に入った。


　さすがに解体中だけあって、内部は電気も通っておらず暗かった。まだ運び出していない机つくえや椅い子すがあり、紙し片へんや木もく材ざいも散さん乱らんしている。


　一行はエリザベートを先頭に進む。年代物の廊ろう下かが、しきりと軋きしんだ。腐くさりかけた階かい段だんを上っていく。所々穴あなが空あいていて危あぶなかった。


　いつのまにか、最上階に来ていた。


「ここじゃ」


　階段を上り切ったところにある教室に入った。廊下の一番手前にある。


　中は机と椅子が放ほう置ちしてあるものの、がらんとしていた。窓まどが板で打ち付けてあるせいか、暗く、湿しめっぽい。


「誰だれもいないように見えるけど」


　玖里子があたりを見回しながら言う。


「確たしかにそうじゃがの」


　ぱんぱん、とエリザベートが手を打った。


　ぼうっと、明かりが灯ともった。と言っても電気ガスの明かりではない。消えかけの蠟ろう燭そくのような、弱い光だ。それがいくつも点ついていく。


　夕菜が軽い悲鳴を上げた。


　廃はい校舎の住人が勢せい揃ぞろいしていた。老ろう若にやく男なん女によ様さま々ざまだが、どの顔も青白く、生せい気きのない目をしている。頭がない者もいた。


「ひええええ」


　和樹は同じ幽ゆう霊れいなのに、腰こしを抜ぬかしそうになった。
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「あー、これ。新入りと人間が怯おびえておる。もっと明るくせい」


　光量が上がった。


　幽霊たちは、壁かべ際ぎわにずらりと並ならんでいた。


「ずいぶんいるわねえ……」


　玖里子が感心して見み渡わたす。彼女が一番落ち着いていたが、さすがに驚おどろきは隠かくせない。


　エリザベートは、嬉うれしそうに言った。


「紹しよう介かいしよう。わらわの仲間たちじゃ。この男は元ベラルーシの革かく命めい家か。ミンスク地下組そ織しきのリーダーだったのじゃが、革命決起当日、ウォッカの飲み過すぎで寝ねすごした。怒おこった仲間の手で秘オ密フ警ラ察ナに密みつ告こくされて、銃じゆう殺さつされたのじゃ」


　胸に銃じゆう弾だんをいくつもめりこませた男が笑い声を上げた。


「こっちの男は明みんの官かん僚りようだった。出しゆつ世せした途端、讒ざん言げんによって平へい民みんに落とされ、土に埋うめられたのじゃ。頭はよいのじゃが、世渡りが下へ手ただ」


　裾すその長い服を着た男が、袖そでに手を入れながら一礼した。


「この世の無む念ねんを、エリザベート様に拾ひろっていただきました」


「本当は大臣の奥おく方がたに手を出したのが見つかったのじゃ。魂たましいだけ残っておるところを見ると、よほど未練があるのだな」


　ばつの悪そうな顔をする男を無む視しして、エリザベートは説明を続けた。他にもイタリアの銃じゆう器き密みつ売ばい人にん、オスマントルコの盗とう賊ぞく、タイの麻ま薬やく栽さい培ばい人にんなど、世界中の幽霊がそろっていた。ただ、個性豊かと言えば聞こえはいいが、ろくな人間がいない。しかも全員、首に縄なわの跡あとがついていたり、額ひたいに穴が空あいていたりする。


「しかし……国際色豊かというか……節せつ操そうのない集しゆう団だんというか……よく集まったねえ」


　立ち直った和樹が頭を振る。


「世界中の幽霊がここに住み着いておる。もとよりこの国は、中国と並んでお化けには寛かん容ようじゃ。しかも開国してから東西の文ぶん物ぶつが流れこんでおる。自然と我われらも集まったというわけじゃ」


　老ろう朽きゆう化かしているうえに、広い旧校舎は、彼らにとって恰かつ好こうの住居だったらしい。近きん隣りんからの幽霊もあわせて、楽しくやっていたのだという。


「それを、あのブルジョア学校は弾だん圧あつしようというのだ」


　革命家が拳こぶしを震ふるわせた。


「幽霊の人じん権けんも認みとめないで出て行けの一点張り。我々プロレ幽霊がどんな迷めい惑わくをかけた。夜中に人ひと魂だまが出現したり、大声で悲鳴を上げるだけではないか」


「それがいけないと思うんだけどな……」


「せっかく集まった仲間たちだ。ここにいる権利がある。我々に自由を！　幽霊に人権を！」


　拳を振り上げる。幽霊たちが気き勢せいを上げた。


　エリザベートは片かた手てで制せいしながら、


「わらわも以前、住む家では苦労したからの。今は困こまってないが、彼らに協力することにしたのじゃ」


「でも学校が認めなかったら？」


「籠ろう城じよう戦せんをする、と言っておる」


「さようです」


　明の役人の瞳ひとみが、妖あやしく光る。


「古来より、守り手は攻せめ手より有ゆう利りと言われます。しかも我らは兵ひよう糧ろうの心配がいりません。戦せん地ちを選んだとき、天てん運うんはすでに決しました。これぞ兵へい書しよの『戦地に処おりて戦いに趨おもむく者は佚いつし、後おくれて戦地に処りて戦いに趨く者は労ろうす』というもの」


「仲間にはヴォーバン元げん帥すいの薫くん陶とうを受けた者もおるしの。戦いになっても持ちこたえる自信はある……が、さすがに戦争は時代錯さく誤ごじゃ」


「そうだよねえ……」


「そこで話なのだがの」


　エリザベートがぱんぱんと手を打った。幽霊たちがぱっと分かれる。


　中央に梅うめ酒しゆを漬つけるくらいの、大きなガラス瓶びんが置いてあった。中には、薄うすいピンク色の砂すなのようなものが詰つまっている。


「……なにそれ」


「分からぬか。この前、向こうの校舎の方から、風に乗って飛んできたらしい。床ゆかで山になっていたので、物の扱あつかえるやつが瓶の中にしまっておいた。どうやら一か所に集まろうとする性せい質しつがあるらしいの」


「とすると……」


「塵ちりとなったおぬしの肉体じゃ」


　文字通り跳とび上がった。半分諦あきらめていたものが、こんな近くにあったとは。


　和樹の気持ちを見み透すかしたように、エリザベートは笑った。


「でまあ、おぬしに返してもいいが、やはり取り引きじゃな」


「分かったよ！　どんな」


「まずこの校舎の存そん続ぞく。幽霊たちの権利を認みとめい。あとシキモリとクリコにはわらわの家臣となってもらう」


「なんで！」


「生前であったが、おぬしは世界一の魔ま術じゆつ師しじゃ。クリコは財ざい閥ばつの娘むすめ。役に立つ」


「わたしはどーなんです」


　と、夕菜が訊きくと、


「おぬしなどいらん」


　馬ば鹿かにしたようにエリザベートが答える。


「体内に虫を飼かうようなものじゃ。反はん抗こう的な者は必要ない。シキモリとクリコがいれば足たりること。さあ、どうするか今すぐ返事をせい」


　無む理り難なん題だいに和樹は仰ぎよう天てんした。さすがの玖里子も驚き、夕菜にいたっては怒いかりで口が利きけなくなっている。エリザベートは涼すずしい顔。幽ゆう霊れいたちは幽霊たちで、「レーニン以来の雄ゆう弁べん家か」「蘇そ秦しん、張ちよう儀ぎの弁べんもエリザベート様に及およびますまい」と誉ほめそやしていた。


「さあ、どうする」


「ええっと……」


「どうもこうもありますかっ！」


　夕菜が激げつ昂こうして叫さけんだ。


「そんなの認められませんっ！　校舎も和樹さんも、取られてたまるもんですか！」


「相変わらず、聞き分けのない女じゃな」


「こっちの台詞せりふです！　前と同じじゃないですか」


「今度はしくじらん」


「どうしていつもそうなんです。人まで取っちゃうなんて──」


「惚ほれたからの」


　いきなり、沈ちん黙もくが支し配はいした。


　一いつ拍ぱくおいて、全員が「は？」と訊き返す。


「わらわは、惚れたのじゃ」


「惚れた……？」


「実は以前から……その、あこがれておった。好すいた人間の近くにいたい気持ちは、古こ今こん東とう西ざい変わらぬであろう。その姿すがた、横顔……ああ、わらわが交こう渉しようなんぞをしてるのも、常つねに側そばにいたかったからじゃ。できうれば、その腕かいなに抱いだかれ、朝まで夢ゆめ見み心地ごこちでいたいとすら思っておる。なんと魅み惑わく的なことか」


　エリザベートは、とろんとした目つきで喋しやべった。顔は上気して、頰ほおが熱を持っている。


　夕菜は嫌いやな予感がした。


「あの、それって誰です」


「決まっておろう」


　エリザベートは、ちらりと和樹たちの方を見た。


「みなまで言わすな」


　顔を赤らめる。


「……あーっ、この！」


　彼女の頭のヒューズが飛んだ。エリザベートを睨にらみつける。


「勝手なこと言わないでください！　まだ子こ供どものくせに……」


「年は関係ない」


「関係あります！」


　夕菜は、幽霊たちが後あとずさるほどの大声で怒ど鳴なった。


「何な故ぜ、そなたの許きよ可かを求めねばならぬ。恋れん愛あいとは自由なものであろ。フリーじゃ」


「くっ……」


　夕菜の頭に血が上った。


「だいたい、お化けが人を好きになるなんて、そんな……」


「なにを言うか。そなたもシキモリを好いているのであろう。わらわとさして違いがあるとは思えん」


「和樹さんは違います！　これから元に戻もどるんです。わたしが戻すんですから！　余よ計けいなことはさせません！」


「余計？　これは異いなことを」


「絶ぜつ対たいに許しませんから。ここから出ていってください。さもないと」


「どうする気じゃ」


「決まってます」


　夕菜は腕うでを伸のばし、人差し指を突つきつけた。


「勝負です、エリザベートさん！」


　周囲がざわついた。後ろから玖里子が、彼女の袖そでを引っ張る。


「……あのさ、取り壊しの話をしてるんだけど……」


　夕菜は手を振り払った。


「女の意い地じです。これ以上の暴ぼう挙きよ、許しません！」


　宣せん戦せん布ふ告こくであった。力ずくで優ゆう劣れつを決しようというのだ。和樹は目を丸くする。当初の目的は、どこかへ消えようとしていた。


「……ほう」


　ドレスの少女は、呆あきれたような、感心したような声を出した。


「わらわの恋こいの邪じや魔まをする、というわけか」


「邪魔はそっちです。容よう赦しやはしません」


　夕菜の瞳ひとみが燃もえている。彼女の身体から青白い炎ほのおが立ち上っているように見えた。魔力が溢あふれていそうだ。


　エリザベートは不ふ敵てきに笑った。


「ならば受けよう。わらわが自伝を執しつ筆ぴつするときの、インクの染しみにでもなってもらおうかの」


「わたしが勝ちます！」


「ふっ、愚おろかな。わらわこそ若わかくして死んだが、我が家は遥はるかカール大たい帝ていの御み世よにまで遡さかのぼるドイツの名門。東洋の平民ばらに倒されるほど堕おちてはおらぬ」


「失礼なこと言わないでください。わたしの家だって由ゆい緒しよくらいあります。没ぼつ落らく貴き族ぞくに馬ば鹿かにされたくありません！」


「ほほう。言うてくれるわ。ならば古式に則のつとって、決けつ闘とうといくかの」


「そんな悠ゆう長ちようなことはしません！」


　彼女は予よ備び動どう作さなしで、右手から火か球きゆうを放った。


　幽ゆう霊れいの少女は命中寸すん前ぜんでジャンプし、攻こう撃げきを避よけた。光の玉が爆ばく発はつして、辺あたりがきらめいた。


「ほ。不ふ意い打ちとはやってくれる」


「うちは相場の裏うら取り引きと盗とう掘くつで財ざいを成なしたんですっ！」


　今度は両手を上げた。光が生まれ、球になる。上空に浮うかぶと、加か速そくをつけてエリザベートに飛んでいった。


　少女は避けもせず、左手一本で受けた。配はい電でん盤ばんがショートするような音を立てて、光球が破は裂れつする。


　エリザベートは傷きず一つない。幽霊たちが歓かん声せいを上げた。


「大したことないの。ボヘミアの叛はん徒との方がよほど手て応ごたえがあったわ」


「ならば窓から投げ落としちゃいますっ！」


　夕菜が火か炎えんを何本も出しゆつ現げんさせた。炎の塊かたまりは空中でいったん停てい止しし、掛かけ声ごえと共に襲おそいかかる。


　エリザベートの眼がん前ぜんに、黒い球が浮かんだ。火炎が引き寄せられるように集まり、闇やみの中に吸きゆう収しゆうされる。


「今度はこっちじゃ！」


　少女が腰こしを落とす。手先が青白く燃もえたかと思うと、轟ごう音おんがして雷らい光こうが伸のびた。


　夕菜がかわせたのは偶ぐう然ぜんに近い。背はい後ごの壁に命中して木もく造ぞう校こう舎しやを揺ゆるがし、焦こげ跡あとと穴あなを開けた。


「くっ！」


　彼女は腕を伸ばし、さらに火炎を巻まき起こす。それを鞭むちのように使ってエリザベートを襲うが、意外と動きが速く、なかなか捕らえられない。


「ええい！」


　癇かん癪しやくを起こして、炎を球にし、全方位に発はつ射しやした。火か炎えん弾だんがあちこちに飛とび交かう。和樹と幽霊は、慌あわてて伏ふせた。


　校舎がひとしきり振しん動どうした。崩くずれそうな音を立てる。さらに着弾したところに、炎が燃え移うつっていた。


　玖里子が急いで消し止める。と、手を引っ込めた。火炎弾がかすめたらしい。エリザベートが振り返って、動きを止めた。


「そこです！」


　ひときわ大きな火炎を生み出し、夕菜は投げつけた。


　エリザベートは受け止めず、ジャンプしてかわした。そこへ下方から別の一いち撃げき。ジャンプの頂点を狙ねらって撃うつ。


「やるな！」


　少女は両手を広げて下に向けた。衝しよう撃げき波はが火球に直撃。


　轟音。空中で爆ばく発はつし、部屋が真っ白になる。夕菜とエリザベートは弾はじき飛ばされた。和樹も玖里子も、衝撃で立っていられない。


　校舎が妙みような軋きしみをあげて、傾かたむいた。


「……ねえ、ここ、崩れるんじゃない？」


　玖里子が伏ふせたままつぶやく。気のせいか、床もへこんでいるようだ。


　和樹は半身を起こした。


「ねえ！　もうやめなよ！　引き分けでいいじゃないか、引き分け！」


　このままだと校舎が倒とう壊かいし、学校の勝ちだが下した敷じきになってしまう。和樹と幽霊は怪け我ががないかもしれないが、人間は大変だ。


　だが二人は再ふたたび空中に浮うかび、お構かまいなしに戦せん闘とうを続けていた。しかも激はげしさを増ましている。


「ねえってば！」


　聞こえていない。そのうち、どちらかが放った光球が流れ弾になった。しかも、塵ちりの詰つまった瓶びんに向かっている。


「あーっ！」


　和樹と玖里子と幽霊全員が声をあげる。ぱかーんと景気のいい音がして、ガラスが飛び散った。同時に腹はらに響ひびく振しん動どう。壁がゆっくり倒れてきて、床ゆかに亀き裂れつが走った。


　度たび重かさなる戦せん闘とうに耐たえられなくなった教室は、内側にへこむように崩くずれていった。着地した二人の上に、壁がのしかかる。


「危あぶない！」


　和樹は傾かたむいた床を蹴けった。頭から飛び込むように、二人を抱かかえようとする。


　その床が、いきなり陥かん没ぼつした。


「うそーっ！」


　夕菜とエリザベート、それに和樹は穴に吸すい込まれ、板切れ、机や椅子と共に下の階へ転落していった。


　どすんっ。


　激しい衝撃がして、和樹の意い識しきが一いつ瞬しゆん遠くなった。


　むりやり集中して、気を失わないようにする。穴の上から玖里子の声が聞こえるが、よく分からない。落ち着いて、精せい神しんが落ちつくのを待った。


　周囲を見ると、掃そう除じ用具や書類、ダンボールが散さん乱らんしていた。それがクッションになったようだ。


　玖里子と幽霊たちが、穴から下りてくる。隣となりでは、エリザベートが目を回していた。落下のショックというより、戦闘によるものだろう。


　起き上がろうとしたが、身体が重い。よく見ると、長ちよう髪はつの少女が上に乗っていた。


「夕菜……？　夕菜！」


　和樹は彼女の身体を揺すった。


　やがて、夕菜はうっすらと目を開けた。


「……和樹、さん」


　意識はある。思わず息をついた。見た目にも傷きずはない。慌てることもないだろう。


「どうしたの？」


　玖里子が訊きいた。


「戦闘で床が崩れたんです。それで僕の上に夕菜が落ちたのがよかったみたいで」


「そうじゃなくて、あんたの身体。今、夕菜ちゃんを摑つかんでなかった？」


　言われて和樹は、自分の両手をしみじみと見た。そういえば、彼女を揺ゆすっていたような……。


　見ると、床にガラス瓶の破は片へんが散らばっていた。


「塵を吸い込んだみたいね」


「とすると……」


　破片を拾ひろってみる。摑めた。


「和樹さん、身体が……」


「戻もどった!?」


　手を握にぎった。身体を起こした夕菜の目が、輝かがやいている。


「やった！　これで……」


「ちょっと待って」


　玖里子が指を差した。


「ここ、どうなってんの」


　和樹の足がかすれていた。半はん透とう明めいになっていて、茶色い木の床が見えている。前よりも幽ゆう霊れいっぽくなった気がした。


　玖里子が触さわろうとした。が、足ではなく床を撫なでてしまった。


「まだ不完全ね。あんたが触さわれるようになっただけじゃないかしら」


「でも残りがあれば！」


「どこに？」


　ガラス瓶は粉こな々ごなになっている。しかも戦闘の余よ波はで壁に大穴が開いていた。そこから外に飛び散ったのは明めい白はくだ。


「うわああああ……」


　悲鳴をあげる和樹。


　夕菜もしばらくしょんぼりしていたが、やがてエリザベートを睨にらみつけた。


　彼女は立ち上がった。髪かみはほつれ、服もぼろぼろになっているが、出しゆつ血けつはしていない。


　ゆっくりと、エリザベートの方へ近寄る。


「よくも瓶まで壊しましたね……覚かく悟ごしてください。報むくいを受けてもらいます」


　手のひらが魔ま力りよくで光る。戦闘でハイになったのか、目つきが異い様ようだ。


「許ゆるしません……蒸じよう発はつさせて祈き禱とうして封ふう印いんして、二度と復ふつ活かつしないようここに神社を建てます。賽さい銭せん箱ばこを特別大きいのにして、維い持じ費ひに使った残りはデート代にしますから……」


「ちょ、ちょっと待った」


　和樹が飛び出した。


「夕菜、なにも殺すこと……って、もう死んでるけど、とにかくそんなことしなくてもいいじゃないか」


「駄だ目めですっ。ここで倒さないとわたしたちの生活に百年の禍か根こんを残します！」


「だって、悪あく意いがあったわけでも」


「悪意です！　和樹さんに手を出すなんて、絶ぜつ対たいに許さないんですから！」


　彼女の全身が燃もえ上がった。怒いかりが魔力に変わり、そのまま叩たたきつけられんとする。
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「……待て」


　突とつ然ぜん、エリザベートが目を覚ました。


「いまシキモリのことを言ったのか」


「当たり前です！」


「いつ、わらわがシキモリに手を出すと言った」


「え？」


　和樹と夕菜は、思わず動きを止めた。顔を見合わせる。


　エリザベートが起き上がる。


「なぜわらわがこの男に思いを寄よせねばならぬ。悪い男ではないが、ブランデンブルク侯こうの四よん男なんの方がまだましじゃ。なにを勘かん違ちがいしていた」


　考えてみれば、はっきりと和樹だとは言ってなかった気がする。


「じゃあ、誰だれのことが好きなんですか」


「決まっておる」


　彼女は視し線せんを、一人の女じよ性せいに向けた。


「あ、あたし!?」


　玖里子が心しん底そこ驚いて、自分自身を指差す。


「そうじゃ……燃え上がった心は、もう消すことはできん」


「ちょ、ちょっと待ってよ。同どう性せい愛あいに興きよう味みがないっていうか……なんていうの、違ちがうんじゃない？」


　彼女らしくないうろたえぶりだ。完全に狼ろう狽ばいしている。


「愛があれば、そのようなことは物の数ではない。中ちゆう世せいでもあったこと」


「だって、あんた子供だし、あたしペドじゃないし、これってヤバくない!?」


「クリコはわらわのことが嫌きらいか？」


「そうじゃなくて！　変よこれ、ねえ！」


　しかし幽霊たちは目に涙なみだを浮かべて、口々にたたえていた。


「さすがはブルジョア階かい層そうなのに労働者よりも労働者的な同志エリザベート。まさに革命的結けつ婚こんだ」


「人生とは長ちよう江こうのようなもの。最初は急ですが後に緩ゆるやかな流れとなります。お幸しあわせに」


　革命家と役人が、祝いわいの言葉を口にする。


　和樹と夕菜も、一いつ緒しよになって目め頭がしらを押おさえた。


「こんな形で決着するなんて……ほっとした」


「よかったですね」


「よくないわよ！」


　玖里子の言葉の語ご尾びが震ふるえている。腕うでにエリザベートが寄より添そう。というか取りついた。


　夕菜はもちろん、玖里子のことを無視した。


「帰りましょう、和樹さん。邪じや魔ましちゃ悪いですよ」


「邪魔してよ！」


「うん。あとは二人に任まかせよう」


「任せないでえー！」


　ぞろぞろと、崩れかかった教室を出ていく。誰もが晴れやかな顔をしていた。残された玖里子の声だけが、空しく響ひびき渡わたった。


「待って置いてかないでよ！　あたしここにいたくないわよ！　幽霊じゃなくて人間なんだから！　一人でなにさせる気よ！　きゃーっ、なんか首くび筋すじが冷たーい！　あーん！　待ってってば、ねーえ！」


　和樹たちはにこやかに手を振って、校舎を出て行った。





　　　　○





　結局。


　校舎は半壊のまま残された。生徒会の人間が、いきなりこの問題から遠ざかり始めたので、責せき任にんの所しよ在ざいは曖あい昧まいになったまま。幽ゆう霊れいたちは今も夜になると、ドンチャン騒さわぎをおこなっている。


　和樹は「自分からは触ることができるが、他人は触れない」という中ちゆう途と半はん端ぱな存そん在ざいになり、かおりに呆あきれられた。


　そして玖里子だが、数日学校を休んだあとは、いつも通りに振ふる舞まっている。


　ただ見る人が見ると、肩かたの辺りに少女の霊が取りついているそうである。




　第二話　贈り物を手に










　夜の私し立りつ葵あおい学がく園えん彩さい雲うん寮りよう。朝夕は生徒たちが騒さわぐ音でにぎやかなこの寮も、今は静まりかえっていて物音一つしない。月明かりだけが煉れん瓦がの壁へき面めんを照てらしていた。


　二階十一号室に住む生徒、式しき森もり和かず樹きはふと目を覚ました。


　彼は肉体を持っていない。いわゆる幽ゆう霊れいである。魔ま法ほうを使い切ったせいで、身体からだは塵ちりになって消えていた。今は魂たましいだけしかない。だが、「人間らしさも持っている」中ちゆう途と半はん端ぱなお化けでもあった。


　彼が人間に復ふつ活かつするには、飛び散った塵を回かい収しゆうする必要がある。当然探さがしているわけだが、ついこの間、旧きゆう校こう舎しやを巡めぐる騒そう動どうで塵の一部を吸きゆう収しゆうし、ほんの少しだけ人間に戻もどっていた。


　戻ると言っても手足がパーツみたいにくっつくわけではない。旧校舎の事じ件けんでは、「物を摑つかむ」ことができるようになった。どうやら徐じよ々じよに人間としての機き能のうを回かい復ふくしていくらしい。


　実はそれ以外にも、眠ねむ気けを覚えるようになっていた。これは思いのほか都つ合ごうが良かった。以前はまったく眠くなく、夜中が退たい屈くつで仕し方かたなかったのである。誰だれかを起こして遊び相手になってもらうのも迷めい惑わくになるし、かといって散さん歩ぽをすると幽霊がいると騒がれた。寝ねるのは格かつ好こうの暇ひまつぶしであった。


　しかし今は目が覚めていた。静かなはずの寮で、物音がしていた。


　といっても自室からではない。床ゆか下した、つまり一階から聞こえている。


　和樹は身を起こした。布ふ団とんから乗り出し、畳たたみに直ちよく接せつ耳をつける。物を倒たおすような、壊こわすような音だった。


　そのとき、部屋のドアがきしみを上げて開いた。びっくりして振ふり向く。


「和樹……さん」


　宮みや間ま夕ゆう菜なが、恐おそる恐る顔を出していた。ここは本来男子寮だが、和樹が関わったある事じ件けんのせいで、女子寮である朝あさ霜しも寮りようと廊ろう下かがくっついてしまっている。彼女の部屋はちょうど真向かいにあった。


「どうしたの、こんな夜中に」


　彼女は小さく手て招まねきをした。


「来てください……誰だれか下にいるみたいなんです」


　和樹は立ち上がり、ドアから出た。夜中なので小声で話をする。


「誰かって、どこ」


「食堂か……調理室のあたりです」


　どちらも一階にあった。施錠してはいるが、ときおり生徒が実習の練習で使うことがあるため、鍵の置き場所は誰でも知っていた。


「今は実家に帰ってもいい期間じゃないですか。だから滅めつ多たに人はいないはずなんですけど……」


　夕菜が不安そうな顔をする。一いつ緒しよに見に行って欲ほしいと言われ、和樹は承しよう諾だくした。もし幽霊のたぐいなら一員として話ができるだろうし、寮の生徒だったら問題はない。侵しん入にゆう者しやならそのときだ。


　二人は静かに階かい段だんを下りた。


　調理室の方にぼんやりと明かりが見えた。誰かが扉とびらの前にかがんで、じっと中の様子をうかがっている。


　その姿すがたに見覚えがあった。


「玖く里り子こさん」


　和樹は近づいて声をかけた。


「しっ」


　風かぜ椿つばき玖里子が扉の向こうを注ちゆう視ししながら、人差し指を口に当てた。


「なにしてるんですか。こんな夜中に」


「いいから」


　彼女は言葉を遮さえぎると、再ふたたび注意を中に向ける。和樹は肩かたのあたりをちらりと見た。


「エリザベートはいないんですか？」


「なんかお化けの集会があるとか言って、どっかいっちゃったわ。あたしは楽でいいけどね。それより、ちょっと静かにしてて。あんたたちも見ていいから」


　彼女は扉の隙すき間まを少しだけ広げた。和樹と夕菜は音を立てないようにして覗のぞく。


　厨ちゆう房ぼうが見えた。照明はついているものの、あまり明るくない。がたがたと音がする。


　人ひと影かげが動いた。女の子がまな板に向かって、なにかやっていた。


「あれ……」


　和樹が口を開きかけて、慌あわててつぐむ。


　小こ柄がらな、日本人形みたいな顔立ちをした少女が、包ほう丁ちようを振ふるっていた。時々前まえ髪がみを搔かきあげ、難むずかしい顔をしながら手元を動かしていた。調理台の上には肉や野や菜さいが散さん乱らんしている。


「凜りんちゃん？」


　神かみ城しろ凜だった。玖里子がうなずく。


「もう二時間くらいになるんじゃない」


「珍めずらしいな。夜なのに」


「ずっと悩なやんだりつぶやいたり、忙いそがしかったわよ」


「料理が好きなのかな」


「なにか企たくらんでいるのかも」


「企みって……犯はん罪ざい者しやじゃあるまいし」


「どうかしら。あたしにはコックの真ま似ねをしているようにも見えないけど」


　さきほどから凜がさばくたびに、肉や野菜はまな板の上ではなく周囲や足元に飛び散っていた。さらにその外には、変なふうに折れ曲がった調ちよう理り器き具ぐが転がっており、どういうわけか血のりが壁や天てん井じようにまでついていた。まるで調理室というより殺さつ人じん鬼きの犯行現場である。


　この凄せい惨さんな有あり様さまに、和樹と夕菜は声も出ない。


「分かったでしょ。料理を作っているにしては壮そう絶ぜつすぎるわよ」


　言ってるそばから、凜がタコを取り出した。ゆっくり動く八本の足に、容よう赦しやなく包丁を振り下ろす。


　タコの足は厨房中にばら撒まかれ、へばりついた。彼女は気にしているのかいないのか、胴どう体たいをむりやり鍋なべの中に押し込み、コンロのスイッチをひねる。


　火か炎えん放ほう射しや器きみたいな音がして、炎ほのおが立ち上った。タコが断だん末まつ魔まの墨すみを吐はき、コンロが真っ黒になった。


「拷ごう問もん……？」


　夕菜がつぶやく。


　凜は鍋に蓋ふたと漬つけ物もの石いしを載のせて脱だつ走そうを防ふせぐと、野菜に取り掛かかった。といっても、むやみやたらに切っているようにしか見えない。そのうち面めん倒どうになったのか、手でむしり始める。いびつな形に化けた野菜の断だん片ぺんが、うずたかく積み上げられた。


　ごぼごぼと音を立て、鍋が泡あわを吹ふいた。彼女は慌てて漬物石を弾はじき飛ばすと、塩のつもりで砂さ糖とうを入れようとした。間ま違ちがいに気づかず、おまけに大皿を引っかけて食器の雪崩なだれを起こす。隣となりでは野菜の上に横よこ倒だおしになったコショウ瓶びんが、せっせと中身を流していた。


「どんどん凄すごくなっていくわね」


　玖里子の顔がいささか青い。凜はコショウ漬けになった野菜の山を、全部ボウルに突つっ込こんだ。上から薄はく力りき粉こを、コンクリートミキサーのように流し込こむ。そのままオーブンに入れた。冷れい蔵ぞう庫この中から、今度は魚と肉を取り出す。


「魚、おろせるのかな」


「あの子ってなんで包丁を逆さか手てで持つのかしら。あ、突き立てた。すごい音」


「わたし、曲がった包丁を見るの、生まれて初めてです」


　魚が骨ごと切せつ断だんされ、奇き妙みようにねじくれていく。口がぱっくりと裂さかれ、尾ビレに嚙かみついていた。料理ではなくホラーのオブジェだ。


「どこの芸げい術じゆつ祭さいに出しゆつ展てんするつもりなんだろ」


「和樹って結けつ構こうひどいこと言うわね。でも、あれ食べる気かしら」


　玖里子が首をかしげる。夕菜が訊きいた。


「でも、どうして凜さんがお料理しているんですか」


「さあ。あたしが見たら、もうここにいたから」


「声をかけたらいいじゃないですか」


「そうなんだけどねー。なんか凄く真しん剣けんだから、入りづらくてさ」


　確たしかに、凜の表情はあくまで真ま面じ目めだった。やることはほとんどが失敗だが、そのたびに再さい挑ちよう戦せんをしている。諦あきらめることを知らない。その雰ふん囲い気きだけは良く伝わってきた。


「……ずいぶん熱心ですね。でも、自分で食べる感じじゃないですよ」


「そうね。誰かに作ってあげるのかしら」


　豪ごう快かいな音がして、三人はびくっと身を震ふるわせた。オーブンが煙けむりと炭たん化かした物体を吐はき出していた。


　凜は舌した打うちをすると、元は野菜だった黒い塊かたまりをポリバケツに捨すてた。魚も巻まき添ぞえを食って投げ込まれる。まな板には肉だけが残った。


　その肉も、乱らん暴ぼうに切り刻きざむ。和樹はうっとうめいた。


「……凜ちゃん、肉や魚に怨うらみがあるのかな」


「嫌いやな思い出でもあるのでしょうか」


　と、夕菜が答える。


「前世は牛のヒレ肉に殺ころされたのかもよ。ほら、今八つ裂ざきにした」


「ひどい、窓まどガラスに叩たたきつけてます。あそこまでしなくても」


「あ、剝はがした。今度は丸めている」


「指の間からあんなに血が……なぶりものにする気です」


「ボウルの中に入れたけど、あそこ、さっき魚のはらわたを入れてたよ」


「調ちよう味み料りようをかけすぎで溢あふれてます。窒ちつ息そくさせるなんて」


「なんで包丁でかき回すんだ？」


「ひどい……もう見ていられません」


　夕菜が顔を覆おおってよろめいた。扉にもたれかかる。ばたんと音がした。


　凜がこっちを向いた。


「……誰だ!?」


　三人は狼ろう狽ばいした。今になってささやき声になる。慌てたためか、全員足がもつれて寄よりかかった。


（なにやってんのよ夕菜ちゃん！）


（和樹さん、そっち行ったら扉抜けちゃいますよっ）


（夕菜夕菜、倒れるな！）


　人間二人と幽霊一人の重さで扉が開いた。厨ちゆう房ぼうの床ゆかにごろごろ転がる。


　散らばった野菜や肉の上をいくらか滑すべって、ようやく止まる。落ち着いてから、恐る恐る顔を上げた。


　爛らん々らんと光る二つの瞳ひとみがあった。怒いかりの顔でこっちを睨にらんでいる。手には柳やなぎ刃ば包ぼう丁ちようを握にぎり締しめていた。日本刀を持っているより迫はく力りよくがあった。


　彼女はゆっくりと近づいてきた。


　三人は恐きよう怖ふで腰こしを抜かした。この場から逃にげ出そうとして、また転ぶ。


「待った待った凜ちゃん落ち着いて！」


「きゃーっ、和樹さん前が見えません。どいてください！」


「ねえちょっと、扉が開かないわよねえ！」


　凜が寸すん前ぜんまで近寄った。小こ柄がらな身体が大きく見える。和樹たちは本気で死を覚かく悟ごした。


　包丁が大きく振りかぶられようとして──


　からんと音がして、落ちた。


　呆ぼう然ぜんとする三人の前で、彼女は深々と土ど下げ座ざをした。


「頼たのむ。私を……女らしくしてくれ！」





　　　　○





　話によると、彼女は弁べん当とうを作っていたのだという。しかも自分が食べるためではなく、他人にあげるものであった。そのため、夜中にわざわざ調理室を開けて、料理をしていたのだ。


「それが……なかなかうまくいかなくて、失敗ばかりしている」


　凜は小さくなって話していた。和樹は改あらためて調理室の中を見み渡わたす。この惨さん状じようでは「なかなかうまくいかない」どころではない気がする。


「このままでは完成するのがいつになるか分からない。弁当は一人で作るものだが、今の私では無理だ。だから手伝ってもらおうかと……」


「はあ……なるほど」


　三人は納なつ得とくをする。


「それは構かまいませんけど……」


　夕菜が訊いた。


「どなたにお弁当を上げるんですか」


「えっ……なぜそのようなことを」


「だって、男性女性とかその人の好みとかありますし」


　凜は口ごもった。ややあって小さな声で言う。


「……先せん輩ぱいです」


　先輩、というからには部ぶ活かつだろう。彼女は生物部に所しよ属ぞくしていた。


「女性の方かた？」


　凜は下を向いてしまい答えない。玖里子がああ、と言って手のひらを叩たたいた。


「生物部長の難なん波ば光みつ明あきじゃない？」


「え、男!?」


　意外な気持で、彼女の顔を見る。


　凜が頰ほおを染そめた。


「せ、先輩は今度転校するのだ。御ご両りよう親しんがいないのだが、遠くの親しん戚せきに呼よばれたらしい。それで、なにかプレゼントはないかと思ったんだが、どうせなら弁当にしようと」


　つっかえながら説明をする。


　和樹はまだ驚おどろきが抜けず、ぽかんとして聞いていた。男を寄せつけず、ストイックで自分の鍛たん錬れんにしか興きよう味みのない凜が、男に弁当を作るとは……！


「いい考えかもね」


　玖里子が納なつ得とくをする。


「ありきたりなプレゼントより、好こう印いん象しようを与あたえるかもよ。でも難波君ってさ。物もの静しずかで、誰にでも優やさしいタイプじゃない。こう言っちゃなんだけど、凜みたいな気が強い女の子は苦手なんじゃないの？」


「う……それを言われると……」


　たじろぐ凜。どうやら心当たりがあるようだ。


「確かに、それほど部長と話したことはないんです。いつも静かでなにかに没ぼつ頭とうしていますし、私の方をあまり見ませんでした。それにどうも先輩は、女らしい女が好きらしくて……。私は、そういうのを意い識しきしたことがないので、自分がそうなのか自信がないんです。だから、女らしさを教えて欲ほしくて……」


「でもこの有あり様さまじゃ、手弁当で女らしさを見せるには限げん界かいがありそうね。夕菜ちゃん、料理教えるのにどれくらい時間がかかるかしら」


「それはそれなりに……。難波さんが引っ越こすのはいつなんですか？」


「……明日」


　三人は驚おどろいた。時計の針はりは、そろそろ十二時を回ろうとしている。


「時間がないじゃないですか！　無理ですよ」


「そこをなんとか。先輩は明日、昼ごろ学校に寄るそうです。もう学がく籍せきはありませんから、来ないかもしれないのですが、もし会えたら渡そうと……」


　再び彼女は土下座をした。


「夕菜さん、玖里子さん、式森。どうかお願いします。私に女らしさを教えてください！」


　凜がここまでするのは珍めずらしい。よほどせっぱ詰つまったのだろう。必ひつ死しさがうかがえた。


「こりゃ呑のん気きに弁当作っているわけにはいかないわ」


　玖里子が言った。


「ちょっとやそっとの特とつ訓くんだけじゃどうにもならないわよ。料理じゃなくて、雰ふん囲い気きで相手を虜とりこにしてしまえばいいんだわ」


「でも、どうやって……」


　和樹の台詞せりふに、玖里子はにやりと笑った。


「ま、あたしに任まかせなさい」





　　　　○





　四人は和樹の部屋に集まった。真ま夜よ中なかなので音が外に漏もれないように、夕菜が魔ま法ほうで部屋に結けつ界かいを張はった。


　玖里子を中心に、車くるま座ざになって座すわる。年上の彼女が、自然と教きよう師し役やくになった。


「だいたいさ、凜って、偽にせ者ものの巫み女こみたいな服着たりするでしょう」


　いきなり言われて、凜は眉まゆをひそめる。


「偽者って……」


「あんな服で注し連め縄なわみたいなもんぶら下げて歩くから、きついとか冷たそうとか思われるのよ。あんた、化け粧しようしたこともないでしょう」


「ええ、まあ」


「だめよ。せっかく素そ材ざいがいいんだから、磨みがかない手はないわ」


「はあ。つまり化粧をしろ、と」


「それだけじゃだめ。服ふく装そうも会話も、全部気をつかうの。難波君に忘わすれられないくらい好印象を与えないとね。ちょっと待ってて、着き替がえとってくるわ」


　玖里子は部屋を出て行った。


　しばらくしてから戻もどってくる。両手で抱かかえるくらいの服と、肩かた掛かけの大きなバッグを持ってきた。大掛かりな荷物に、和樹が驚おどろく。


「なんですかそれ」


「凜を変身させるための道具一式よ。和洋中ちゆう華か、どんな衣い装しようでもあるわ」


　玖里子がちょっと自じ慢まんをする。言われてみると、普ふ通つうのブラウスからスーツ、どこかの民族衣装まであった。


「なんでこんなに持ってるんです」


「男を籠ろう絡らくするのに色々必要で……ま、あまり突っ込まないで」


　彼女は持ってきた服を広げた。ためつすがめつしてから、一着を取り上げる。


「夕菜ちゃん、着替えさせるから手伝って。和樹は外出てて」


「わ、私は着替えると言った覚えは」


「女らしくなるんでしょうが。和樹、廊ろう下かで待っててね」





　追い出され、しばらく廊下にいた。待つことしばし。「いいわよ」と声が聞こえる。


　部屋に戻もどると、中国少女がそこにいた。


「うわ……」


　思わず歓かん声せいを上げる。凜は刺し繡しゆうの入った赤いチャイナ服を着ていた。身体に張はりついていて、ラインが浮き出ている。髪かみ型がたはいつものままだが、拳けん法ぽうの構かまえをさせたら似に合あいそうだ。


　夕菜が、嬉うれしそうな顔で言う。


「和樹さん、可か愛わいいと思いません？」


「うん。かなり……」


　首しゆ肯こうした。漫まん画がに出てくる格かく闘とう少女みたいだ。


「いいじゃない」


　玖里子は満まん足ぞくそうに、


「一回で決まったわね」


「はあ……しかし」


　凜は自分の足を眺ながめた。


「もう少しなんとかなりませんか。動きにくいのですが」


「ぴたっとしちゃったからねー。横のところ、切る？」


「どこですか」


「ここらへん」


　玖里子が膝ひざの横に指を当て、上まで線を引く。凜が顔を赤くした。


「そんなに切ったら、めくれてしまうではありませんか！」


「そうね。丸見え」


「やめてください！」


「でもそうすれば、難波君の眼は釘くぎ付づけよ。無む防ぼう備びだから気き絶ぜつさせる絶好の機会」


「そんなことはしません！　これは脱ぬぎます」


「……嫌いやなの？」


「嫌です！」


　きっぱりと彼女は言った。玖里子は「いいのに」とか口の中で文もん句くを言いながら、次の服を物色する。


　やがて灰はい色いろの、時代がかった制服を広げた。男おとこ物もののようだ。ボタンが二列に並ならんでいる。凜に渡された。


「なんですかこれは」


「プロイセン軍大たい尉いの服」


「軍服なんか着れますか！」


　凜が騒さわぎ出した。


「不勉強ね。こういうの好きな男は多いわよ。ブーツでも履はけば、踏ふみつけて欲ほしいって集まってくるわ。丈たけを縮ちぢめなきゃならないけど、そこはなんとか……」


「断ことわります！　先せん輩ぱいはそういう方ではありません！」


　彼女は本気になって抗こう議ぎをした。


　その後も玖里子は、様々な衣装を持ってきて着せようとした。だが凜は看かん護ご婦ふ姿に首を振り、メイドに顔を青ざめさせ、バニーガール姿に半泣きになって文句を言った。


　和樹、夕菜もそれなりに口を出し、試し行こう錯さく誤ごの上、結局葵学園の制せい服ふくがいい、ということで落ち着いた。


　着替えも終わり、凜は早くもげっそりとした顔で畳たたみに座すわりこんでいた。


　和樹と夕菜も疲つかれた顔をしている。こんな調ちよう子しでやっていると、夜が明けてしまいそうだ。玖里子だけが元気であった。


　その彼女が、ふと凜に訊いた。


「そういえば、あんた眼鏡めがね持っていなかったっけ」


「持ってますが」


　彼女は遠えん視しである。玖里子は指を鳴らした。


「それよ。眼鏡を活いかさない手はないわ。なんでかけないのよ」


「わずらわしいので……」


「馬ば鹿かね。ああいうタイプは眼鏡っ娘こに弱いのよ。眼鏡をかけて、大人しい女の子のふりでもすりゃ一発で落ちるわ。自室だろうとホテルだろうと、連れ込み放ほう題だいよ」


「だから、私はそんなことをしたいわけでは！」


「なに言ってんの。さあさあ、早くかけたかけた」


　凜は渋しぶ々しぶ、眼鏡を取り出した。銀のフレームを耳に引っかける。


　玖里子は彼女の顔をしげしげと観かん察さつした。和樹と夕菜も覗のぞきこむ。


「悪くない……けど、いまいちインパクトにかけるわね」


「そうなのですか」


「ちょっと貸して」


　玖里子は眼鏡を受け取った。全体は銀色で、タマゴのようなレンズになっている。ボストン型というやつだ。


「あんたを難波好みにするには、この眼鏡じゃだめね。これじゃ、ただの視し力りよくの悪い女の子よ」


「それは事実ですから」


「だめだめ。眼鏡をかけた女と眼鏡っ娘の間には深くて大きい溝みぞがあるのよ。ここを自じ覚かくするだけで勝しよう率りつが三割わり変わるわ」


「何度も言ってますが、そんなことをしたいわけではなく」


　その言葉を無む視しして、玖里子はカバンをあさった。ケースをいくつか探さがし出す。蓋ふたを開けて中を確かく認にんしてから、凜に渡した。


「まずはこれね」


　楕だ円えん形けいになった眼鏡だった。フレームはない。レンズに直接穴あなを開けて、ツルを支ささえている。


「これをかけるのですか？」


「うん。度が入ってないから、平気なはずよ。さて……」


　と言ったまま無言になる。和樹もじっと見てから、首をかしげた。


「……なんか、凜ちゃんぽくないっていうか」


「意地悪そうに見えますね」


　夕菜も言う。凜のややきつ目の顔立ちが、眼鏡のおかげで強きよう調ちようされていた。性せい格かくの悪いＯＬが高校生に化けているみたいだ。


「ちょっと失敗だったかしら」


　凜が憮ぶ然ぜんとする。


「なんですか失敗って」


「似に合あう似合わないがあるからさ。やっぱりこれは女教師用ね」


　玖里子は一人で納なつ得とくした。再ふたたび眼鏡ケースを開ける。


「教師とか女じよ医いにかけさせるとしっくりくるのよ。難波が年上好みなら、まだうまくいくんだけどね。次はこれ」


　真しん円えんの眼鏡が凜に渡された。伊だ達てだろうが、分ぶ厚あついレンズがはまっている。


「うっ……これは」


　玖里子が思わず腰こしを引く。和樹は驚き、夕菜は口元に手を当てた。


「凜ちゃんのいいところが……」


「玖里子さん、別なのを……」


　口々に勝手なことを言った。凜がかけているのはいわゆる「瓶びん底ぞこ眼鏡」で、ファッション性もなにもないものだった。素す通どおしとはいえ厚あついレンズのおかげで瞳ひとみが奇き妙みような形になり、似合わないことこの上ない。


「冗じよう談だんだったら……いけるかしら」


　しみじみと玖里子が言う。和樹が言葉を繫つないだ。


「作り物の鼻とか付けたら、宴えん会かいにぴったりだね」


「和樹さん、せめて誕たん生じようパーティーくらいに」


「遊ばないでください！」


　凜が怒おこり出した。眼鏡を外はずす。


「私はあなたたちの着せ替かえ人形ではありません！」


「ごめんごめん。あと一回だけ。ね」


　玖里子が手を合わせ、拝おがむ仕し種ぐさをする。それから別の眼鏡を取り出した。


　今度は黒いセルロイドのフレームでできていた。レンズは四角。


　不ふ機き嫌げんそうな顔をして、凜がかける。その顔を見て、玖里子は「ふむ」とか「ほお」とか言った。


「らしくはないけど……いいんじゃない？」


　フレームの大きさがいいのか、顔にぴったりとあっていた。形も悪くない。


「本が好きそうに見えますね」


　夕菜の感かん想そうに、和樹もうなずいた。


「詩し集しゆうを読んでそうだ」


「凜、ちょっと立って」


　玖里子に言われて彼女は立ち上がった。背が低いので、余よ計けいに文学少女っぽい雰ふん囲い気きがある。


「少しだけうつむいて……そう。それで足元を見る。両手は前で組んで」


　伏ふし目がちになった。肩かたもなで気ぎ味みになる。


「……いけるわね」


「いけるんですか？」


「古典的だけど、こういうのがくるって男も多いからね。夕菜ちゃん、凜の髪かみを三つ編あみにして」


　言われた夕菜は背はい後ごに回った。背せ中なかの中心に垂たれるように、丁てい寧ねいに編んでいく。出来あがると、先せん端たんをリボンで止める。


　玖里子はおさげ髪の少女になった凜を、じっと観かん察さつした。


「言う通りにして。顔を上げる。ほんのちょっとだけ上を向いて。そう、そこで首を少しかしげる」


　凜は言われた通りにした。玖里子が満足そうに手を叩たたく。


「いいわ！　これよこれ！　文学少女のできあがりよ。こうして見ると、ウチの制服着てるのも利り点てんだわ。眼鏡でおさげで制服なんて、通り魔まに機き関かん銃じゆうを持たせるようなものよ。通行人なんて皆みな殺ごろしね！」


　どういう譬たとえだ、と和樹は思った。とはいえ、確かに今の凜には可か愛わいらしさがあった。いつものような、男を排はい除じよするアクが消えている。


　もっとも当人は分かっていないらしく、目をしばたたかせているだけ。


「じゃあ最後の段階。会話の練れん習しゆうよ。和樹、凜の前に立ってくれる」


「えっ。はい」


　言う通りにした。正面で向かい合う。凜の方が背は低い。


「いい、凜。会話がスムーズに行けば、相手は離れられなくなるわ。和樹を難波君だと思うのよ」


「先輩と式森では大変な違いが……」


「それがいけない。剣道でも素す振ぶりだけでは上達しないでしょ。相手があってこその練習よ。じゃ、凜はあたしと同じことを喋しやべって」


「はい」


　彼女は納得して返事をした。玖里子が軽く、咳せき払ばらいをする。


「じゃあいくわよ。『お兄ちゃん』」


　玖里子を除のぞく三人は、派は手でに転てん倒とうした。


「なにこけてんの」


　顔を真まっ赤かにして、凜が喚わめいた。


「なんですかお兄ちゃんって！　先輩は肉にく親しんではありません」


「関係ないわよ。難波君は兄弟姉妹いないはずよ。そういう男にこの手しゆ段だんは有ゆう効こうなの。むしろ兄弟がいると使えない方法ね」


「いくらなんでも、お兄ちゃんは変です！」


「いけるって。可愛らしい妹に食いつく男は凄すごく多いんだから。ほら、和樹の目をしっかり見て。ほら」


　凜は不満気な表ひよう情じようをしながら、もう一度向かい合った。和樹もじっと彼女の瞳ひとみを見み詰つめる。


　凜の顔面が、あっという間に赤くなる。そこへ容よう赦しやのない玖里子の言葉。


「はいスタート。『お兄ちゃん』」


「お……兄……ちゃん」


　彼女はかなりたどたどしく、同じ台詞せりふを繰くり返した。


「『凜は、ずっとずっと前から』」


「り、凜は……ずっと……ずっ……と、前……から」


「『お兄ちゃんのことが大好きでした』」


「お兄……ちゃん……の、こと……が……だ、だ、大、す……」


「『お兄ちゃんも凜のこと好きだよね、ね』」


「お……兄ちゃん……も……凜のことが……す、す、す……できるかー!!」


　ついに彼女は、日本刀を抜ぬいて暴あばれ出した。





　　　　○





　会話の特とつ訓くんが思ったよりも長引いた。凜の抵てい抗こうが激はげしかったせいである。


　今は休きゆう憩けいをしていた。玖里子と夕菜は調理室に向かった。肝かん心じんの弁べん当とうの準じゆん備びをするためである。


　和樹はちらりと壁かべ掛かけ時計を見上げた。五時を回っている。新しん聞ぶん配はい達たつがくるころだ。


「もうこんな時間だ……」


「そうだな。ずいぶんやってる」


「あとはお弁当だね」


　それを聞いて、凜がため息をついた。


「ちゃんとできるか不安だ。できたとしても、先輩に渡せるかどうか……今になって、どきどきしている」


「凜ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだよ」


　和樹は言った。ぼんやりと窓の外を眺ながめる。東の空が、うっすらと明るくなっていた。


　なんとなく、手持ちぶさたになった。会話を繫げようとして、訊く。


「先輩、難波さんだっけ。どういう人なの」


「見たことないのか」


「あるけど、話をしたことはないから」


「そうだな……」


　凜はしばらく黙もつ考こうした。


「特とく徴ちようは……ないな」


「ないって、そんな」


「背せは普ふ通つう。顔立ちも普通。いい男ではない。静かで、控ひかえめ。成せい績せきは悪くないらしいが──そういえば、お前に似にてるな」


　彼女は苦笑した。和樹もつられて笑う。


「でも、どこか惹ひかれるところがあったんじゃないの」


「それはまあ。だけど勘かん違ちがいするな……先輩に恋れん愛あい感かん情じようを抱いだいているわけではない。いや、嫌きらいでもないんだが……その、説明しづらいな」


　彼女は唇くちびるを嘗なめて、言葉を捜さがした。


「先輩は真しん剣けんなんだ。そこが、いい」


「真剣なの？」


「ああ。実験でも観察でも、先輩は一人でじっと作業をしている。顕けん微び鏡きようを覗のぞいたり、記録をつけたり。日が暮くれるまでそれだけをやっていて、終わるまでなにも言わない」


「それじゃ話しづらいじゃない」


「そうだ。黙だまっているから声のかけようがない。私も最初はどうしていいか分からなかった。他の部員も同じことを言っていたが……ある日、気づいた」


　少しだけ言葉が切れた。


「先輩は真剣なんだ。あの人は自分のやっていることに凄すごく集中して、没ぼつ頭とうしている。他のことがほとんど目に入っていない。本当に目の前のことだけを、真剣に見ている。どんな細かいことにも熱心で──そのときの表情がいいんだ」


「表情なの？」


「表情というか、横顔だな。真剣さとか熱心さとか情熱。そういうものが伝わってくる。ああいうのをいい顔だというんだろうな。それに実験が終わった時がとても嬉うれしそうで、子こ供どもみたいにはしゃぐ。あまりに無む邪じや気きだから、こっちまで笑ってしまった。ああいうのを見てしまうと、非ひ難なんする気になれん」


　和樹は、分かったような分からなかったような顔をした。


「そういうもの？」


「そうとも。先輩は生物が大好きで、本当に情熱を持っている。よこしまな気持はまったくない。あの横顔を見れば誰でも分かる。引っ越こすことになって、生物部を去るのが本当に寂さびしそうでな。なにかしてあげたくなったんだ」


「ふーん」


「先輩だけがそういう人ではない。お前だってそうだぞ」


「え、僕ぼく？」


「覚えていないか、夕菜さんが病気になった時のことを。お前は助けようとして本当に真剣だった。諦あきらめる気はまったくなくて、自分の命までかけた。誰にでもできることではない」


「そ、そんなことないよ」


　和樹は顔が熱くなるのを感じた。凜に褒ほめられるとは思ってもみなかった。あのときは、ただそれしか考えられなかっただけで、先のことなど想そう像ぞうもしなかった。自分の命のことは考こう慮りよもせずに、無む我が夢む中ちゆうで魔ま法ほうを使った。


　凜は懐ふところから、透とう明めいな小こ瓶びんを取り出した。和樹に差し出す。


「ほら」


　思わず受け取った。中には、薄うすいピンク色の灰はいのようなものが入っている。


「これ……」
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「部活の最中に見つけたものだ。紅あか尉い先生に訊きいたら、式森の塵ちりだといわれてな。少量だが、お前にやる」


　意外だった。褒められるだけではなく、塵までくれるとは。しかも相手は、自分のことを嫌きらっているはずの少女である。


「本当は、お前が死んだままの方がいいのだが、今日つきあわせたからな」


　いつもと違わない口調だったが、ほんの少しだけ感かん謝しやの念ねんが混まざっているような気がした。


「あ……ありがとう」


　なぜか彼女が頰ほおを赤くした。


「馬ば鹿か、礼などいらん」


「でも、嬉しかったし」


「喜ぶな」


　凜が日本刀を手に取った。鯉こい口くちを切る。


「いいか、このことは忘わすれろ。私から何かをもらったなどと、余計なことは言うなよ」


「そう？　言ってもいいんじゃないかな」


「だめだ！　特に夕菜さんや玖里子さんにはひとことも漏もらすな。ばれたら末まつ代だいまでの恥はじになる」


「少しくらいなら」


「やめろ！」


「えー、でも」


「絶ぜつ対たいにするな！」


　二に尺しやく二に寸すんの刀が抜かれた。鈍にぶく光る切きっ先さきが、和樹の喉のど元もとに突きつけられた。彼女は首くび筋すじまで真っ赤にしながら叫さけんだ。


「よほど命が惜おしくないらしいな！　この剣は悪あく霊りようも断たつことができるぞ。試ためしてみるか!?」


「お、怒おこらないでよ！」


　和樹は後あと退ずさりながら両手を挙げた。


　遠くから、雀すずめの鳴き声が聞こえた。





　　　　○





　それから弁べん当とう作りが、夜が明けるまで続いた。夕菜の指し導どうのもと、玖里子と和樹も手て伝つだって、いくつかの失敗があり、ようやく完成した。ある意味感動的な光こう景けいだったが、夕菜が「味の保ほ証しようは、その……」と口ごもる出来だった。


　凜は一いつ睡すいもせずに学校へ行った。夕菜は少しだけ寝ねてから登とう校こうし、和樹は昼まで熟じゆく睡すいしてしまった。玖里子に至いたっては起きる気け配はいがない。


　和樹は起きてから、少しだけ朝食をとった。凜からもらった塵のおかげで、空くう腹ふくを覚えるようになっていた。食しよく欲よくが戻もどったようだ。


　それから学校に行った。時間を気にしながら、小走りになる。学校はもう昼休みのはずだ。難波が来ているかもしれない。


　校門が見えた。半分だけ開いている。人だかりがあった。


　といっても、それほど人数がいるわけではない。男女は半々で、一人の生徒の周囲に集まっている。その顔に見覚えがあった。


　生物部部長の難波光明だった。周りにいるのは部員たちのようだ。皆、別れの言葉を口にしている。


　和樹はほっとした。凜は「先輩は来るかどうか分からない」と言っていたが、ちゃんと学校に来たようだ。


　難波が生物部員に手を振ふった。こっちに歩いてくる。和樹は邪じや魔まにならないよう、わきにどこうとして、


「……ん？」


　目を凝こらし、難波の手の中を見た。





　凜は楓かえでの樹きの下にいた。手には弁当の包つつみを持ち、校門の方を向いて、立っていた。


　和樹は彼女の姿を認みとめると、走って近づいた。


「凜ちゃん！」


　彼女がうつむいた顔を上げる。


「式森か……」


「なにやってんの！　難波さんに弁当渡してないじゃないか。早く追いかけないと！」


「いや、いい……」


「なんで！」


「私にも……分からん」


　凜はふたたびうつむいた。


「もちろん渡そうと思った。だからここで待っていたし、どう言おうかも決めていた。何度も練習をしたし、授じゆ業ぎよう中ちゆうもずっと考えていた。でも、先輩の姿を見つけたら……」


　彼女は泣き笑いのような顔になった。声も小さくなった。


「渡せなくなったんだ……。先輩の笑顔を見たら、足が動かなくなった。他のみんなは先輩と話をしているのに、私はずっとここにいた」


「……凜ちゃんは話をしなかったの」


「した。先輩がここまで来てくれた。弁当は……どうしてだろう、とっさに背中に隠かくしてしまったんだ。そのまま挨あい拶さつをした。それで終わりだ」


　少女は前を向いた。


「……自分の馬鹿さ加か減げんに腹はらが立つ。そのくせ、ここから離はなれられないんだ。こうしていれば、先輩がこっちを向いてくれるかもしれない。この弁当を見つけてくれるかもしれない。もう一度近づいてきて、受け取ってくれるかもしれない。そう思って、待っているんだ」


「でも、もう行っちゃうよ」


「分かっている。だけど、もう一度、もしかして……」


　あとは無言になった。和樹も答えず、隣に並ならんだ。


　風が吹ふいて、彼女の髪かみがかすかに揺ゆれた。彼女は部屋のときと同じく、眼鏡をかけ、三つ編あみにしていた。


　何人かの生徒が校門を通り過ぎる。校庭や中庭から、明るい声が聞こえてくる。なんの変へん哲てつもない、平日の昼休み。


　二人は無言のまま、校門の向こうを見つめていた。


　鐘かねが鳴った。長い昼休みが終わったことを告げていた。もう誰も、戻ってこなかった。


　凜がふっと息を漏もらした。


「こなかったな」


「うん」


「もう……ここにはこないよな」


「……うん」


　彼女は包みに目を落とした。桜さくらの模も様ようを散らした布ぬのに包まれた、小さな弁べん当とう箱ばこ。


「昨日の大おお騒さわぎも、無む駄だになってしまったな……。夕菜さんと玖里子さんには悪いことをした」


　包みを眺ながめていた。右手に持って、くるくる回す。桜の花が散ったように見えた。


「式森、いるか？」


　そのまま、和樹に渡わたした。


「えっ……」


　なんとなく、弁当箱を受け取った。凜が照てれたような笑みを浮うかべていた。


「幽霊が食えるかどうかしらんが、捨すてるのももったいない」


「…………」


　無言で布の結び目を解といた。平たい弁当箱と割わり箸ばしがあった。


　左手を下に添そえ、蓋ふたを開ける。白くないご飯と、黒くなったおかずが目に入った。


「お前、食べられるのか」


「凜ちゃんのくれた塵で、食べられるようになった」


　和樹は箸を割り、おかずをつまんだ。口に運ぶ。


「どうだ」


「……まずい」


　苦かった。焦こげている上に味つけが目め茶ちや苦く茶ちやで、元がなにかも分からない。


　凜が嫌いやな顔をする。


「遠えん慮りよのない奴やつだ」


「だってまずいよ、これ」


「世せ辞じでいいから褒ほめてみろ」


「無理だよ」


　そのままおかずを口に運び続ける。ご飯も食べた。味わいながら、嚙かみ締しめて飲み込んだ。


「なんだかんだ言って、食べているじゃないか」


「お礼だよ。塵をくれたから」


　ご飯を搔かき込こむ。粒つぶが残らないよう、箸でつまんで口に入れる。


　じっと眺ながめていた凜が、ふと、柔やわらかい表情をした。


「……お前、いい奴だな」


「そう？」


「ああ」


　和樹は食べ続けた。最後まで、食べた。
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　第三話　玖里子、恋をする？










　式しき森もり和かず樹きは走った。半はん透とう明めいの幽ゆう霊れいで生なま身みの人間とは違ちがうものだから、壁かべや扉とびらもお構かまいなしに抜ぬけていった。


　葵あおい学がく園えんの校こう舎しやは大きいが、それほど複ふく雑ざつな構こう造ぞうになっているわけではない。階かい段だんを下りると、一直線の廊ろう下かを全力で疾しつ走そうしていく。生徒が何人か振ふり向くが、関心を払はらわない者の方が多い。和樹は徐じよ々じよに実体化してきているが、まだ個人で見え方に差があった。


　後ろも振り返らずに走る。このままいくと非ひ常じよう階段に突つき当たるが、そこが狙ねらいだった。彼は幽霊だから足音がしない。だから階段の上に行ったか下に行ったか、すぐには分からないはずだ。時間が稼かせげるし、いざとなったら外に逃にげられる。


　鉄てつ製せいの扉が見えた。もうすぐだ。


　突とつ然ぜん前方に、折おり畳たたまれた紙し片へんが現あらわれた。浮ふ遊ゆうしたまま開いていく。紙は、大きな人の形をとった。


「ひ……」


　和樹は思わずうめき声を漏もらす。紙の人形はやはり紙製の長ちよう剣けんを手にしている。剪紙成兵ジエンジチエンビン。紙片に命を吹ふき込こむ魔ま法ほうだ。


　紙人形はもう一体空中に出しゆつ現げんして、前方を塞ふさいだ。


　じりじりと迫せまってくる。紙の剣でも切れ味は良さそうだ。


　幽霊のくせに背せ筋すじが寒くなり、後ろを振り返った。


　女じよ性せいが一人立っていた。長身だが、制服とマッチした肢し体たい。両りよう腕うでを組み、やや薄うす笑わらいを浮うかべて、和樹を見ていた。


「く……玖く里り子こさん」


「あーら、和樹君。どうしたの？　いきなり走り出しちゃって」


　風かぜ椿つばき玖里子は、妖よう艶えんさの混まじった声で言った。


「だって……その……最近運動不足だし、体育の成せい績せきもよくないし、だから走ろうかと」


「廊下を走るのは良くないわよ」


　ゆっくりと近づいてきた。合わせるようにして、紙人形も距きよ離りを詰つめた。


「それに、あたしを見ていきなり逃げなくてもいいじゃない」


「だってだって！」


　和樹はわめいた。


「玖里子さんがまた変なことをしようとするから……」


「あたしが？　なんで？　どうして？」


　彼女はさも意外、という顔をした。


「どうしてじゃないですよ！　僕ぼくが寝ねていたら、いきなり布ふ団とんに入ってきたじゃないですか。しかも『幽霊でも感かん触しよくは分かるはずよ』とか言って、む、胸むねを触さわらせようとして……」


「愛あい情じようの表れじゃない」


「どこがですか！　昼休みも無む理り矢理女子トイレに連つれ込こもうとするし……」


「和樹ったら、人の見ていないところがいいって言うから」


「見てるからやめてくれって言ったんですよ！　やめてくれが重要なんです！」


「もう……どうしてこの気持ち、分かってくれないの」


　玖里子は悲しそうに頭を振った。


「あたし、いつも胸が張はり裂さけそうになるくらい、あなたのことを想おもっているのよ」


　潤うるんだ瞳ひとみになる。目の奥おくに、悲しみが宿やどっていた。


　和樹はついふらっとしそうになり、急いで意い識しきを取り戻もどした。この目つきは妖艶な流し目と共に玖里子の得とく意い技わざだ。これだけで五十人近い中年男を虜とりこにしたという噂うわさがある。ローンを抱かかえたサラリーマンですら、気がついたら金を渡していたというから半はん端ぱではない。


「絶ぜつ対たい騙だまされませんよ！」


　催さい眠みんを振り払うように、大声を出した。彼女の瞳がすっと元に戻る。


「いいじゃない。あんた死んでんだし」


「嫌いやです。だいたいなにが目的なんですか！」


「今のうちにあたしのものにしとけば、身体が戻っても言うこと聞くでしょ」


「それがやだって言ってるんですよう！」


　半泣きで叫さけんだが、玖里子は手で合あい図ずをして紙人形を接せつ近きんさせた。彼女も目の前まで近寄る。


「覚かく悟ごはいい。痛いたいのは最初だけなんだから……って、あんた幽霊だったわね」


　彼女の目が妖あやしく光った。舌したなめずりまでしている。


「さあ大人しくしなさい。そうすれば、あたしが持ってるあんたの塵ちりをあげるから」


　和樹は意外な顔をした。魔法を全部使い切ったときに、彼の身体は塵となって飛び散っている。それを集めれば元に戻ると言われているが、どこにあるかが分からなかった。


「風椿財閥ウチの研究所まで飛んできたのがあったのよ。言うことさえ聞けば、手に入るわよ」


「ほ、ほんとですか!?」


「あたしは噓うそをつかないわよん」


　しかし彼女の顔は、明らかに笑っていた。


「うわーっ、やっぱり騙す気なんだー！」


　抵てい抗こうしようとする。が、四方をすっかり囲かこまれていた。おまけに紙人形には霊れい魂こん封ふうじの呪じゆ文もんが書いてあるらしく、力が抜けてくる。


「ああ……」


「そうそう。そのまま眠りなさい……ゆっくりと、夢ゆめの世界に……」


　不意に、破は裂れつするような音がした。


　紙人形が発はつ火かし、燃え上がっている。みるみるうちに炭たん化かして、粉こな状じようになった。


　玖里子は舌打ちをした。


「……いつもいいところで邪魔をするのね」


「なに言ってるんですか」


　背はい後ごに宮みや間ま夕ゆう菜なが立っていた。両手を腰こしに当てて、玖里子を睨にらんでいる。彼女も全ぜん力りよく疾しつ走そうしてきたのか、肩かたで息をしていた。


「走っているんでなにかと思ったら……。ほんとーに、こりないんですね」


「夕菜ちゃんもね。幽霊の男なんか、あきらめちゃいなさいよ」


「それはこっちの台詞せりふです。わたしは和樹さんの身体が戻っても、戻らなくてもあきらめません」


　彼女は右手を頭上に掲かかげた。紙人形を燃もやしたザラマンダーが、再ふたたび集まってくる。手が真まっ赤かに光っていた。


「和樹さんに手は出させませんから」


「あら、久しぶりにやる？」


　玖里子もポケットから霊れい符ふを取り出した。ふざけてはいるが、彼女も学校では指ゆび折おりの魔ま術じゆつ師しだ。夕菜と真正面から対たい峙じした。


　廊下が緊きん迫ぱくの度どを増ましていく。静まりかえったが、空気は熱くなっていた。張りつめるような、殺さつ気き。


　二人の女性が、同時に呪じゆ文もんを唱となえ──


　拍ひよう子し抜けするような電子音がした。


　ふっと気が抜けた。玖里子はタイムの合図に左手を挙げると、胸のポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出した。


　元がん来らい、遠えん距きよ離りの連れん絡らくは念ねん話わが多た用ようされていたが、貴き重ちような魔法回数が減げん少しようする上に、精せい神しん状じよう態たいによって通話が困こん難なんになる欠点があった。その不ふ便べんさを補おぎなうために、近年携帯電話の普ふ及きゆうが始まっていた。


　彼女は「FIFA ANTHEM」の着メロを止めると、左耳に当てた。


「もしもし？　……はい、あたし。……ええ……明日？　もちろん覚えているわよ。……うん……えっ、今日も？　用はないけど……これからなの？　……もう……強ごう引いんね」


　和樹は身を乗り出して耳を傾かたむけた。夕菜も、いったいなにごととばかりに聞いている。玖里子の口く調ちようが、普ふ段だん聞かないような甘あまいものになっていた。


　自分でもそれに気づいたか、彼女は慌あわてて背せを向けた。


「……ええ。分かった。すぐに行く。……馬ば鹿か、変なこと言わないでよ」


　玖里子は携帯電話を切ると、二人に向き直った。


「夕菜ちゃん、決着は今度。用事が入っちゃったのよ」


「なんですそれ」


　夕菜は気き勢せいをそがれた上、怒いかりの持って行き場がなくなり、複ふく雑ざつな表情をした。


「またにしてね」


「はあ。でも、どちらへ行かれるんですか」


「どちらって……いいじゃない、どこでも」


　玖里子の顔は、わずかに赤くなっていた。


「さっきの電話の人ですか？」


「う、うるさいわね」


　彼女は携帯電話をしまうと、小走りに去っていった。





　　　　○





　翌よく日じつの放ほう課か後ご。


　和樹と夕菜は、一階の下げ駄た箱ばこで神かみ城しろ凜りんに呼よび止められた。


　いつもの日本刀は持っていない。当然のことながら制せい服ふく姿すがただった。そもそも、このところの彼女は「巫み女この偽にせ者もの」みたいな服を着ないことが多い。


　凜は「玖里子さんを見なかったか」と訊きいた。


「今日は会ってないよ」


　と和樹は答えた。夕菜もうなずく。


　彼女は困こまったような表ひよう情じようをした。


「生徒会の人たちが呼よんでいるのだが……。まいったな」


「約束があったの？」


「そうらしい。私は生徒会と関係ないから、放っておいてもいいんだが……。知らない仲ではないから、そうもいくまい」


「それはまあ……」


「どうも最近の玖里子さんは、放課後も学校に残らないそうだ。すぐ帰るから困こまると、生徒会の人が言っていた。実じつ際さいの権けん力りよく者しやはあの人だからな」


　相づちを打ちながら思い出した。そういえば昨日も、彼女は電話を受けてからいなくなってしまった。


「昨日なら見たんだけど……」


「昨日は私も見た。駅にいた」


「駅？」


　和樹と夕菜は同時に訊いた。凜は首しゆ肯こうする。


「ああ。声をかけようと思ったが、人を待っているようだったので、やめておいた。しばらくしてから、男の人とどこかへ行ったぞ」


「男、ねえ」


　そこで言葉が途と切ぎれる。ああいう性せい格かくだから、ボーイフレンドなど一ひと山やまいくらで売れるほどいるだろう。それにしても、生徒会の仕事を放ほう置ちしてまでつきあう男がいるのだろうか。


「じゃあ駅に行けばいるかな」


「和樹さん、玖里子さんを探さがすんですか？」


　夕菜が不ふ満まんげな顔をしていた。


「うん」


「放っておいていいですよ」


「そうもいかないだろ」


　凜ではないが、それこそ知らない仲ではない。


　しかし夕菜は、明らかに機き嫌げんを悪くしていた。


「どうでもいいじゃないですか。和樹さんに手を出して、他の男の人とつきあうようなふしだらな人は」


　彼女にしては珍めずらしく、かたくなな口く調ちようだった。どうも昨日の怒りが残っているらしい。


「いや、だってさ、困っている人もいることだし。この学校じゃ僕らが一番親したしいみたいだから」


　彼女は聞く耳を持っていない。そっぽを向いていた。


「和樹さんは、玖里子さんには優やさしいんですね」


　聞こえよがしに言う。


　和樹はため息をついた。ここまで頑がん固こな彼女もちょっと記き憶おくにない。説得するのはあきらめた方が良さそうだ。


「じゃあ凜ちゃん。駅まで行こうか」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　夕菜が驚おどろいて振り向いた。


「二人で行くんですか!?」


「だって、夕菜は行かないんだろ」


「だからって二人でなんて……って、凜さん、なんで靴くつを履はき替かえているんですか!?」


「えっ、いや、これは」


　彼女は上うわ履ばきを入れた下げ駄た箱ばこから、慌あわてて離はなれた。


「私が頼たのまれたことでもあるし」


　と言っているが、どうも語調が上うわ滑すべりしていた。夕菜の目つきが悪くなる。


「……そういえば、難なん波ばさんのことがあってから、なんか和樹さんに抵てい抗こうないですよね。前は絶対に近寄らない、みたいなことも言ってたのに」


「いやいやいや。気のせいです。気のせい」


　ぶんぶん頭を振る凜。しかし夕菜は、すでに低てい気き圧あつど真ん中、みたいな顔をしている。


　しばらく黙だまっていた。やがて、


「……じゃあわたしも行きます」


　不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった感じである。


「その代わり、玖里子さんの相手がどんな男性だか、確たしかめさせてください。玖里子さんが不ふ誠せい実じつなことまでしてつきあう人の、顔が見てみたいです」


　彼女はそう宣せん言げんをした。





　いったん決めたとなると、夕菜の行動力もたいしたものだった。先頭に立って駅まで歩く。


　いつもの寮りようとは反対方向に駅はある。改かい札さつの外に玖里子はいた。葵あおい学がく園えんの制服ではなく、私服に着き替がえている。ベージュ色のロングスカート姿で、一見すると高校生には見えない。


　三人は電柱の陰かげから様子をうかがった。学校から直行したので、全員制服姿である。和樹の場合は、着替えようがないのだが。
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　玖里子は、ややうつむき加か減げんで立っていた。ときどき腕うで時計を眺ながめて、時間を確かめている。


「なんか玖里子さん、いつもと違ちがうね。嬉うれしそうだ」


「そうですね。魚に飛びかかる寸すん前ぜんのカワセミみたいな顔をしています」


「いや、それはちょっと……」


　言葉のとげとげしさに薄うすら寒いものを感じながら、改札を見つめた。仕事帰りらしい会社員が何人か通り過すぎていく。


　やがて玖里子が、顔を上げた。


「来たようです」


　凜がささやく。


　玖里子に長身の男性が近寄った。仕立てのいいスーツを着ている。社会人だろうか。焦こげ茶ちや色いろの髪かみだが、染そめているのだろう。横顔を見た感じでは、ハンサムと言っていい。


「あれが相手なんですか……」


　夕菜も声を潜ひそめた。


「みたいだけど……。なんかホストみたいだね」


「玖里子さんにぴったりじゃないですか」


　夕菜はさらっとひどいことを言った。


　玖里子と男性は、そのまま改札をくぐってホームに向かった。車で来られたらまずかったが、幸さいわいそうではないようだ。


　三人も急いで切きつ符ぷを買う。見み失うしなわないように、階段を上った。


　玖里子たちは中なか野の方面の電車に乗った。和樹たちも隣となりの車両に乗る。


　窓まど越ごしに二人をうかがう。楽しそうに話をしていた。


　電車は順調に進み、新宿に停てい車しやした。ぷしゅうと音がしてドアが開く。大おお勢ぜいの乗客が降おりた。


　その中に、玖里子とデート相手もいた。


「和樹さん、わたしたちも降りないと」


「え、でも新宿まで切きつ符ぷを買ってないんじゃ」


「早く」


　うながされて、凜と共にホームに降りる。


　二人の歩くスピードは、意外と速い。人ひと混ごみを気にせず、どんどん先に行った。


　追いかけようとして、立ち止まった。料りよう金きん不ぶ足そくなのだ。


「精せい算さんしている暇ひまはなさそうですね」


　凜が横目で精算機を見ながら言う。ずらりと列を作っていた。最さい後こう尾びに並ならばなければならないが、ぼやぼやしていると見失ってしまう。


「強きよう行こう突とつ破ぱします」


　夕菜は宣せん言げんした。やけに意志が強い。特とく殊しゆ部ぶ隊たいの隊長のような目つきをしていた。


「どうやって……」


「有人改札のところで、自信を持って切符を出せばいいんです。どうせ分かりはしません」


「いや、分かるんじゃないかな」


「大だい丈じよう夫ぶです。敢かん闘とう精せい神しんこそがよく敵てきを倒たおす、です」


　彼女はドイツ国こく防ぼう軍ぐんフォン・メレンティン大たい佐さの名めい句くを引いて断だん言げんする。が、


「君たち、なにをしてるんだ」


　目の前に、巨きよ漢かんの駅員が立っていた。


「さっき突とつ破ぱとか変なことを言ってたね。料りよう金きんはちゃんと払うんだ。分かったか？」


　駅員は腕組みをして立ち塞ふさがっていた。胸むな板いたが厚く、ブルーの制服がはち切れんばかりに盛もり上がっている。アメリカの警けい官かんみたいだ。


「さあ、精算機で払いたまえ」


　和樹の姿は見えないのか、夕菜の腕を摑つかもうとする。毛むくじゃらのごつい手を、彼女は反はん射しや的てきに払いのけた。


「お、抵てい抗こうする気か」


　気を悪くしたのか、駅員の赤あから顔が険けわしくなる。


「いいか。この駅じゃあ、オレの目を盗ぬすんでキセルはできないんだ。もしここがサンフランシスコフリスコでオレが警けい官かんなら、今ごろリボルバーの台だい尻じりで殴なぐりつけているぞ。二人連れの女は信用するな。そいつらはレズか淫いん売ばい。片かた方ほうは年をごまかし、もう片方は病気を持っている。さあ、留りゆう置ち所じよ……じゃない、駅員室まで来てもらおうか」


　とても駅員とは思えない台詞せりふを吐はく。チャールズ・ブコウスキーの小説に出てくる、汚お職しよくまみれの警官のようだ。


　三人は気が気ではない。玖里子の姿すがたはどんどん遠ざかっていく。このままでは見失うどころか、尋じん問もんまで受けそうだ。


「オレは女だからって容よう赦しやはしない。この街にナイチンゲールはいらねえんだ」


　巨漢が迫せまる。それを見て、夕菜は右手を挙あげて呪文を唱となえた。





　微び笑しようを浮かべながら話をしていた玖里子は、ふと後ろを振り返った。


「どうした？」


　男が訊いてくる。


「いえ……なんか爆ばく発はつ音おんがしたような」


「おいおい」


　男はおかしそうに笑った。


「物ぶつ騒そうだな。ここは日本だよ。サンフランシスコじゃあるまいし」


「そうね……でも、なんでサンフランシスコなの」


　彼は肩をすくめ、「なんとなく」と答えた。





　二人は駅に隣りん接せつしたデパートに入っていった。和樹たちも後に続く。構こう内ないからは真っ黒な煙けむりが立ち上り、「警察だ」「消しよう防ぼう車しやだ」と大騒ぎになっていた。


　デパート内はそれなりに混こん雑ざつしていた。中年の女性が主だが、若い女性客も多い。和樹たちには好こう都つ合ごうだった。


　玖里子と男性が、エスカレーターで上っていく。


「ウインドウ・ショッピングかな」


　やや離れた場所で、和樹がつぶやいた。


「男の人が、なにかプレゼントするんですよ。きっと」


　二人から目を離さず、夕菜が答える。


「そういえばこの上は、宝ほう石せき売り場でしたね」


　凜の言うとおり、二人は男性が先頭に立って、宝石店に入っていった。海外でも有名なブランドだ。


　和樹たちは観かん葉よう植しよく物ぶつの脇わきから観かん察さつする。二人を見て、店員がうやうやしく腰こしを曲まげた。


　男がガラスケースを指さしてなにかを言っている。玖里子も返事をしていた。


「……あれ、買う気なのかな」


「あんな高そうなの……」


「安いものなどないと思いますが」


　なおも観察を続けていると、店員がガラスケースから指ゆび輪わを取り出した。男が玖里子に勧すすめている。「はめてみれば」と言ってるらしい。


　玖里子は照てれたような顔で、首を振った。男はなおも、なにかを言う。


「……よく聞こえませんね」


　夕菜が顔をしかめた。店内は静かだが、二人も大声で喋しやべったりしていないため、なにを話しているのか聞き取れない。


「こんなところじゃね」


「もっと近づきましょう」


　止める間もなく、夕菜は四つん這ばいになって店内に入っていった。和樹と凜も後から続く。ムカデの行こう進しんのようになった。


　ガラスケースの陰かげに身を潜ひそめた。かなり近づいたが、それでも会話を聞くには遠い。


「もうちょっと……」


　なおも先に進もうとする夕菜。と、頭の上から声が降ふってきた。


「あの……お客様？」


　見ると、若わかい女じよ性せい店員が営えい業ぎようスマイルを引きつらせていた。


「お買い物でしょうか？」


「え、ええちょっと。知り合いが」


「は？　あちらのお客様のお連つれ様ですか？　でしたら……」


　彼女はそこから先を言うことができなかった。夕菜がいきなり立ち上がり、口を塞ふさぐと引きずり倒したのだ。


「むぐ……」


「凜さん、なにか武ぶ器きを持ってますか？」


「護ご身しん用ようの短たん刀とうなら……」


「貸してください」


　夕菜は凜から短刀を受け取ると鞘さやから抜ぬいた。口を塞いだ手は離さず、店員の首くび筋すじに押おし当てる。


「静かにしてください。騒さわがなければ、これからも生きていけます。分かりましたか？　分かったらまばたきしてください」


　女性店員は、コンマ一秒くらいの早さで眼めをしばたたかせた。


「そうです。もしここがサンフランシスコなら、今ごろリボルバーの、えーと、お尻しりで撃うたれてますよ。一人の女は信用しちゃいけないんですから。きっとレーズンか引いん退たいです」


　言ってから夕菜は、「違ちがったかしら」と首をかしげた。深く考えず、言葉を続ける。


「じゃあ質しつ問もんをします。はいはまばたき一回。いいえは二回です。あそこにいる二人連れ、男性の方を知っていますか？」


　一度だけ眼を閉とじた。


「お得とく意いさんなんですか？」


　ぱち。


「近所の人？」


　ぱちぱち。


「お金持ち？」


　ぱち。


「名前を知ってますか？」


　ぱち。


　夕菜はゆっくりと、口を塞いでいた手を離した。ただし、短刀は喉のどに押し当てたまま。


「なんて名前ですか」


「や……山やま口ぐち基もと也や様です」


　小声で、店員が答えた。


　なおも夕菜は尋じん問もんを続ける。震ふるえながら答えた店員によると、男は商しよう社しや系けいの財ざい閥ばつ、山口家の三男らしい。しばしば風椿家の娘むすめ（玖里子のことだ）と姿を現すらしい。富ふ豪ごう同士のカップルとして、店内でも噂うわさになっているという。


「なるほど……」


　夕菜は横目で奥おくを見た。指輪はもう、ガラスケースの中にしまわれていた。


「つりあいはとれてますね」


「は、はい。山口家と風椿家の婚こん姻いんになれば、それは豪ごう勢せいなものになるでしょうから、私どもも懸けん命めいに売り込んで」


「余よ計けいなことはいいです」


　短刀を持つ手に力を込めて、黙だまらせる。


　玖里子と基也は店員に手を振り、ガラスケースから離れた。そのまま店の外へ向かう。


　三人は息を潜めて通り過ぎるのを待った。外に出るのを確かく認にんすると、ふうっと息をついた。


「……わたしたちはこれで帰りますけど、ここであったことは忘れてください。毎朝ご飯を食べたかったら、今の言葉だけを覚えていればいいです。分かりましたね」


　店員は何度もうなずいた。だが彼女の足先は、警察通つう報ほう用ようの非ひ常じようボタンに届とどこうとしていた。





「……なにか騒がしくない？」


　エスカレーターで、玖里子が今出てきたばかりの宝石店を振り向いた。基也は「また？」という顔をする。


　店内からは、複ふく数すうの人間が走り回るどたばたした音と、悲ひ鳴めいのような声が聞こえてきた。


　基也も振り向く。が、もうエスカレーターに隠かくれてしまって見えない。


「騒がしかったかな。静かな店じゃないか」


「そうだけど、誰かが殴なぐられて気き絶ぜつしたとかしないとか……」


　彼はにこりとした。


「玖里子は面おも白しろいな」


「それほど面白いってものじゃ……」


　と言った彼女の視し界かいを、見覚えのある制服が三人分通り過ぎていく。上りのはずのエスカレーターを、転がるように下っていった。


「今の……」


「それよりも玖里子」


　彼女は基也との会話に引き戻された。


「……え、なに？」


「さっきの指輪、気に入ったんじゃないのかい。どうしていらないなんて言ったんだ」


「あたし、こう見えても高校生よ。あまり高いのはつけられないわ」


「欲ほしがってくれた方が嬉しかったな。一生、君に持っていて欲ほしい」


「……冗じよう談だんは言わないで。場合によるわ」


　またどたばた音がして、今度は二人が乗っている下りエレベーターを、警官隊が上っていった。「宝石店だ」「急げ」と叫さけんでいる。しばらくすると階上から、「逃げたぞ！」「あっちだ」と騒ぐ声が聞こえた。


　さすがに基也も啞あ然ぜんとした。


「一体……なにがあったんだ？」





　時じ刻こくは夜八時を過すぎていた。玖里子と基也は、さらに服やバッグのブランド店を回っていた。三人は警けい察さつの目をごまかすため、証しよう拠こを消すのに苦く労ろうしていた。


　今はフランス料理の店にいた。二人は店内で食事。三人は店の外に隠かくれていた。


　和樹たちは最初、道路の反対側で監かん視ししようとしていたのだが、派は手でな服を着た男たちがたむろしていたので、店の外の植え込みに潜もぐり込こむことになった。


　ところが、この植え込みのすぐ上に窓まどがあり、しかも玖里子たちのテーブルの真横だった。絶ぜつ好こうの位置である。小声だったが、会話を聞き取ることもできた。


　三人は、まるでマンガに出てくる忍にん者じやのように、壁かべに耳を当てていた。


　中からは、明るい笑い声が聞こえてきた。


「……楽しそうですね」


「そうだね」


　夕菜の言うとおり、玖里子と基也の会話は弾はずんでいた。ファッションのこと、ドラマのこと、海外のこと。年上の基也は会話がうまく、玖里子はしきりと相づちをうっていた。


「仲いいなあ。玖里子さん、あんなに笑うタイプだっけ」


「確かに。珍めずらしいな」


　和樹の言葉に、凜も同意をした。


　食事の間も、二人の話は途と切ぎれることがなかった。玖里子は楽しい学園生活を話し、基也がうらやましそうにする。彼はお返しに、将しよう来らいの夢ゆめを誇ほこらしげに語り、彼女は頼たのもしそうに拍はく手しゆをした。聞いていて、多分見ていても、ほほえましくなるような光こう景けいだった。


　まるで、長い間つきあっている、ちょっと大人のカップルのようだった。





　玖里子はデザートのシャーベットを口に運んだ。


　美お味いしかった。グレープフルーツとミルクのバランスが絶ぜつ妙みようで、よく冷えている。食事も申し分なく、店を予約した基也のセンスのたまものだった。


　彼はしきりとデザートを食べる玖里子を、満足そうに見ていた。


　食べ終わったところで、彼は言った。


「それで、昨日きのうのこと──考えてくれたかい」


「え──」


　玖里子は戸と惑まどった。昨さく晩ばん、別わかれ際ぎわに言われた台詞せりふを思い出す。スプーンを置いて、視し線せんをそらした。


「もう少し、考えさせて」


「どうして。返事が欲ほしい」


「さっきも言ったでしょ。あたし、まだ高校生なんだから」


「今すぐじゃない。卒そつ業ぎようしてからでいいんだ」


「でも返事は、今欲しいんでしょ」


「そう」


　彼女は言葉に詰つまる。かろうじて、返事をした。


「強ごう引いんね──こんな人、会ったことなかったわ」


「じゃあ僕ぼくが初めてだ。できれば、最後の……」


　ぴるるるる。基也の胸むな元もとから音が鳴った。


　彼は携帯電話を取り出した。スイッチを入れ、一言、二言、言葉を交かわす。


　立ち上がった。玖里子に「ちょっとごめん」と断ことわって、彼は店の外に出ていった。





　どきどきするような会話が終わって、三人は大きくため息をついた。どうしてか、心しん臓ぞうがしきりに高鳴っていた。


　壁かべに背中をあずけて、地面に座すわり込こんだ。


「もう……帰りましょうか」


　ぽつりと、夕菜が言う。


　和樹も同じ気持ちだった。もう素す性じようを確かめるとか監かん視しするとかいう気持ちは、三人とも持っていなかった。


　最初は興きよう味み本ほん位いだった。なんだかんだ言っても、和樹もそんな気持ちはあった。だが会話を聞くにつれ、だんだん入ってはいけない、玖里子だけの領りよう域いきを侵おかしている気分になってきたのだ。


　今日の会話だけで、これまでどういうことがあったのか、想そう像ぞうがついた。昨日のことも、なんとなくだが分かる。そしてこれからは、玖里子の世界である。


　和樹は姿を見られないように、窓から離れようとした。


　凜に制された。店から基也が出てきたのだ。動くのをやめる。


「……どこに行く気だ？」


　彼女が疑ぎ問もんを口にした。基也はまっすぐ、道路の反対側でたむろしている男たちのところに向かって行った。





「ったく。おい、電話すんのが早すぎんだよ」


　基也は男たちに言った。その口調は、先ほどまでと似にても似つかぬものであった。


「いいじゃねえか。んで、イケんのかあの女」


「ったりめーだろ。もうちっとだ。あと五分で落ちんぜ」


　男たちの中の一人から、タバコを受け取る。火をつけると、うまそうに吸すいこんだ。


「女はまかせろよ。車はどうした」


「おう、バッチリ」


　頭を金きん髪ぱつにした男が、ポケットからキーホルダーを取り出した。


「店の裏うらだ」


「よし。間にあったな。修しゆう理りが終わんねえからビビッたぜ。おかげで電車だよ電車」


「基也クンがあんな高い外がい車しや、ぶつけんのがワリィんだよ」


　金髪が笑った。男たちも一いつ緒しよになって、ゲラゲラと声を上げる。


「あのババアが避よけねえのがいけねえんだよ。前がすっげえへこんだぞ。超ちようムカついたぜ」


「いーじゃん。塗ぬり直なおしたしさあ。女乗せても分かんねえよ」


　またひとしきり笑う。基也は腹を抱かかえたあと、たいして短くなっていないタバコを踏ふみ消けした。


「そうだそうだ。女だよ。もうすぐ乗っけるからよ。例のとこ、先行ってろよ」


「うっわー、基也クン、好きだよなー」


　金髪が下げ卑びた顔をする。


「またキチクなことすんでしょ。写真？　ビデオ？」


「まーな。写真とっちまって脅おどせば、いくらでも金持ってくんぜ。ババアのことで、親父おやじはもう金くれねえからな。それにあいつは風椿の一人娘むすめなんだよ。親父の商売ガタキだから、なにしたって構かまわねえ」


「またまた。そんなこと言って、キチクが目的のくせにー」


　男たちと基也は爆ばく笑しようした。


　下げ品ひんな打ち合わせが終わり、基也は店に戻もどろうとした。そこで、気づいた。


「んだよ、テメエ」


「……玖里子さんを、どうする気だよ」


　和樹は低い声で言った。感かん情じようが押し殺されている。後ろには夕菜と凜が立っていた。
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「関係ねえだろうが！」


「……僕はさ、あんなに楽しそうな玖里子さん、初めて見たんだよ。あんなに安心して、嬉しそうで。それを……あんた、人の心をもてあそぶ気かよ」


「ん？　テメエ、葵の生徒か？」


　制服姿だから分かったようだ。それでも怪け訝げんな顔をしているのは、和樹の身体が半はん透とう明めいだからだろう。


「くっだらねえ。テメエ、カッコつけてるつもりか」


　基也は鼻で笑った。


「玖里子のダチかなんかしらねえが、つまんねえこと言ってんじゃねえ！」


「ああそうだよ。ただの友達だよ。だけど、それがどうしたっていうんだ」


　和樹は怒おこっていた。その感情が、彼の姿を浮うき上がらせ、声を伝えていた。


「あんたのように馬ば鹿かみたいに生きて、最低なことをして恥はずかしくない人よりは、ただの友達の方がよっぽどましだよ！」


「んだと、テメエ！」


　基也が拳こぶしを固めた。少しだけ肩を後ろに引き、反はん動どうで殴なぐりかかる。


　パンチが和樹の顔面に直ちよく撃げきして──そのまま通り抜けた。


　一いつ瞬しゆんぽかんとすると、基也は気を取り直し、何度も殴る。全すべて通つう過かした。


「うっ……テメ……この……」


　手て応ごたえが全まつたくないことに、イライラがつのったのだろう。言葉になっていない。性しよう懲こりもなく殴ろうとして、夕菜と凜に気づいた。


　顔に野や卑ひな感情が浮かぶ。後ろを向いた。


「おい、お前ら、コイツの後ろの女たちを拉ら致ちっちまえ！」


　欲よく望ぼうに歪ゆがんだ男たちが殺さつ到とうした。


　音もなく、凜が前に出た。落ちている小こ枝えだを拾ひろう。


「凜ちゃん、下さがって！」


「大だい丈じよう夫ぶだ。これで十分」


　彼女は小枝に気力を込め、地面を蹴けった。


　十秒かからなかった。


　基也の仲間は、全員腹はらを押おさえ、身をよじらせて、地面に倒たおれていた。ほとんどうめき声を上げていて、中には意い識しきのないものもいる。


「歯ごたえなし。刀いらずだな」


　凜は息も切らしていない。手にした小枝を放り投げた。


　あまりのことに、基也はすでに戦せん意いを失っていた。だらしなく、口を開けたままになっている。


「凜さん、次はわたしにやらせてください」


　夕菜が進み出た。彼女の頭上には、召しよう還かんした精せい霊れいたちが、大きな渦うずを作っていた。


　基也は逃にげだそうとして、転んだ。足元に、凜が持っていた小枝が、からみついていた。


「あなたのような人、許ゆるしませんから……」


　彼の顔面が、恐きよう怖ふで満みちた。





（遅おそいわね……）


　玖里子は少しいらいらしていた。待っていても、いっこうに基也は帰ってこない。


　店の人間に断ことわり、外に出た。


　人だかりができていた。誰だれかを囲かこんでいるようだ。隙すき間まからのぞき込む。


「ちょっと……どうしたの!?」


　基也が倒たおれていた。しかも服はぼろぼろ、髪の毛は焦こげていて、顔は痣あざだらけになっている。


「大丈夫？」


　近寄った。その声に、基也が目を開ける。


「……あ……す、すいませんっ！」


　彼は飛び上がって、そのまま土ど下げ座ざをした。


「すいませんすいませんっ！　もうなにもしません！　もう近づきませんから、どうか許ゆるしてください！　お願いします！」


「は……あ？」


　玖里子は目を丸くした。





　　　　○





　次の日。放課後の葵学園。


　式森和樹は走っていた。今日は夕菜と凜も走っていた。


　一直線の廊ろう下かを、非ひ常じよう階かい段だんに向かって走る。他の生徒が、なにがあったと目を丸くしていた。


　鉄てつ製せい扉とびらの前まで来る。が、またも空中に紙人形が現あらわれた。全部で三体、逃げ道を塞ふさぐように、長ちよう剣けんをきらめかせる。


　和樹はたたらを踏ふんだ。夕菜と凜はぶつかる寸すん前ぜんで踏ふみとどまった。回れ右をして逃げだそうとする。だが、そこに玖里子が待ちかまえていた。


　三人は同時に悲鳴を上げた。彼女は両りよう腕うでを組み、凄すさまじい目つきで仁に王おう立だちをしていた。いつものような凄せい艶えんさに満みちた表情ではなく、完全に怒いかりの顔だった。


「く……玖里子……さ……」


　和樹は金魚のように口をぱくぱくさせた。凜も迫はく力りよくに押され、後あとずさりしている。夕菜はすでに尻しり餅もちをつき、失しつ神しん寸すん前ぜんであった。


「よくもやってくれたわね……」


　地じ獄ごくの底そこから響ひびいてくるような声だった。


「な……なにが……」


　かろうじて和樹は答えた。


「とぼけないで。昨日きのうのデートよ」


「で、でえと……」


「台無しにしてくれたじゃない。目の前が真っ暗になったわよ。あんたたち、あたしになんか恨うらみでもあんの」


「だっ……だって！」


　和樹は半泣きになった叫さけんだ。


「あいつ、玖里子さんを騙だましていたじゃないか！　だから頭に来て……」


「そっちの方がよっぽど頭に来んのよ。あんた、あたしがなにも知らないと思っていたでしょう」


「……えっ？」


「あいつのことなんか全部知っていたわよ！　ウチのものにつけさせていたんだから。あたしに変なことをしてきたら寸前で捕つかまえて、逆ぎやくにそれを証しよう拠こにして、山口の家を丸まるごとどうにかしてやるって計けい画かくだったの！」


　玖里子は心しん底そこ悔くやしそうに怒ど鳴なった。


　三人は、ようやく彼女の怒りに合が点てんがいった。自分の策さく略りやくに水を差されたので、怒り心しん頭とうだったのである。


「どれだけあいつとつきあったか知ってる!?　あともう少しでうまくいくところだったのに！　それが全てパー！　おまけに駅や宝石店での、あんたたちの後あと始し末まつまでする羽は目めになったわよ！　なんのためにいけ好かないキザ野や郎ろうに媚こび売ってたと思ってんの！」


　玖里子は右手を高々と挙げた。紙人形が、同時に長剣を振りかぶる。


「うわーっ!!」


　三人は恐怖にかられ、抱きしめあった。


　紙の長剣が三人を頭上から両断──


　しなかった。


　紙人形は力を失ったように崩くずれていった。形を縮ちぢめ、ただの紙し片へんとなる。


　緊きん張ちよう感かんが噓うそのように解とけた。が、三人は未いまだ子犬のように震ふるえていた。


　玖里子が歩み寄ってきた。怯おびえている和樹に、小こ瓶びんが差し出される。


「あげるわ」


　渡わたされた小瓶をしげしげと眺ながめた。中にはピンク色の塵ちりが入っていた。


「これ……」


「あんたの身体」


「うん……でも、どうして」


「計画は失敗したけど……あの男とつきあうのは嫌いやだったし、せいせいしたからね。それに、ウチのものから、あんたの台詞せりふを聞いちゃってさ」


　玖里子は、はにかんだような笑えみを浮うかべた。


「格かつ好こ良よかったわよ」


「そう……かな」


　自分のしたことを覚えていないわけではないが、褒ほめられるつもりもなかった。なにしろ、相手は玖里子だ。


　なんとなく不安になった。


「これ……いいの？」


「いいわよ。見返りが欲しいわけじゃないわ。受け取りなさい。あたしがこんなことするの、珍めずらしいんだから」


　和樹は小瓶の蓋ふたを開けた。じっと見ていると、塵が漂ただよい、半透明の身体に吸きゆう収しゆうされていく。夕菜と凜も、その光景を見つめていた。


「本物だ……」


「そうよ」


「玖里子さん、本当に持っていたんですね」


「当たり前じゃない」


　和樹の言葉に、玖里子はさも意外という顔をした。


「あたしは噓うそをつかないわよ」




　第四話　戦う和樹










　魔ま術じゆつ師し養よう成せいの私し立りつ高校、葵あおい学がく園えん。


　その生徒会室で、一人の男が遠い目をしていた。


　見事な長身、彫ほりの深い顔立ち、ときどき見せる陰かげの入った表ひよう情じよう。知らない人が見たら、どこのタレントかと思うだろう。


　だが彼はれっきとした葵学園の生徒であり、生徒会の役員でもある。名を吉よし原はら正まさ信のぶという。


　吉原は、ふうっとため息をついた。


「ああ……むなしい」


　ゆっくりと首を振ふる。


「どうしてこの学園はこんなにも荒こう廃はいしているのか。このように無む秩ちつ序じよなのか」


　実じつ際さいの葵学園は荒廃とほど遠い。不ふ祥しよう事じも起こっていないのだが、彼にはそんなこと関係ないらしい。


「私のような人間もここの風ふう潮ちように染そまってしまうのか……」


　全てをあきらめたような無気力。倦けん怠たい感かん。身体の力を抜ぬいた。


「それも運うん命めいか……否いな！」


　彼はすっくと立ち上がった。


「いまこそ起たたねばならん！　この学園に旋せん風ぷうを！　乱みだれた秩ちつ序じよに制せい裁さいを！　そして……あの方に私は……」


　どこかうっとりとした表情をする。しかし、すぐに言葉を続けて振り払った。


「ついにあの計画を実行に移うつすときが来たのだ。これがおこなわれれば学園内はさらに混こん乱らんし、あの方は私を許ゆるさないだろう。不ふ興きようを買うのは、私にとっても非常に心こころ苦ぐるしいことだ」


　がっくりと、しかしどこか嬉うれしそうにうなだれ、顔を覆おおった。


　ずっと一人芝しば居いが続いていた。泣いたり騒いだり忙いそがしい。他人が見たら拘こう束そく衣いを持った救きゆう急きゆう隊たい員いんを呼びそうだが、幸さいわい誰だれもいなかった。


　彼は再ふたたび顔を上げた。


「だか……だがしかし、それでもやらねばならん！」


　びしっと力強く、前方を指す。しかしそこは青空ではなく壁へき面めんで、誰かが持ってきた『米のダイコク　開店十周年記念カレンダー』がかかっていた。


「私は……私は、やらねばならない。崇すう高こうな目的のためには、一いつ般ぱん生徒の血など、プール一いつ杯ぱい分までは流されても許されるのだ！　セーフ！」


　吉原はオペラ歌手のごとく、両手を広げた。


「そうとも、私には希望がある、未来がある。ジョージアのＣＭのごとく、明日があるのだ！　あの方のためにも！」


　壁のカレンダーに向かって、吉原は力説し、涙なみだを流した。


　そんな彼の姿をカレンダーの向こうから、山やま形がた県けんで農のう業ぎようを営いとなむ渋しぶ沢さわトメさんがお米の品種「はえぬき」を手に、にっこりと微笑ほほえむのであった。





　　　　○





　同じく葵学園の二年Ｂ組は、授じゆ業ぎようも終わり、もうすぐ帰き宅たくということで雑ざつ談だんであふれていた。学校内でもっとも騒さわがしい時間帯の一つである。


　そんな中、友人の会話に加わっていた宮みや間ま夕ゆう菜なは、ふと校こう内ない放ほう送そうに耳をそばだてた。


『……二年Ｂ組の宮間夕菜さん、至し急きゆう生徒会室まで来てください。繰くり返します。二年Ｂ組の宮間夕菜さん、至急生徒会室まで──』


　放送は、同じ内容を三度も繰り返して、ようやく止やんだ。声を小さくしていたクラス内に、元の喧けん噪そうが戻もどってくる。


「なんでしょう……」


　彼女は首をかしげた。


「なんだろうね」


　式しき森もり和かず樹きが言う。彼はかなり周囲の人間から認にん識しきされるようになっていたものの、いまだ人間ではなくお化ばけである。そのため幽ゆう霊れい部ぶ員いんならぬ幽霊生徒と呼ばれていた。


「生徒会室って言ってたけど、なにか頼たのまれてたの」


「いえ、なにも……玖く里り子こさんが呼んでいるのでしょうか」


　三年の風かぜ椿つばき玖里子は生徒会の役員ではないが、裏うらの権けん力りよく者しやである。呼び出すことは十分あり得た。それに、知り合いと言ったら彼女くらいしかいない。


「そうかもね」


「ちょっと行ってきます」


　夕菜は椅い子すを引いて立ち上がった。


「でも、もうホームルームだよ」


「すみません。先生にはあとで謝あやまります。すぐ戻もどってきますから」


　それだけ言うと、彼女は早足で教室から出ていった。





　ほぼ夕菜と入いれ違ちがいの格かつ好こうで、扉からＢ組の学がつ級きゆう委い員いんが入ってきた。眼鏡めがねをかけたまじめそうな生徒である。


　彼は教きよう壇だんに立つと、全員に聞こえるよう声を張はり上げた。


「ホームルームを始めます。皆さん、席に着いてください」


　座ざ席せきを移い動どうしていた生徒たちは、怪け訝げんに思いながらも元の席へ戻る。


　彼はクラスを見回すと、ゆっくりと喋しやべり出した。


「では、始めます。今日の議ぎ題だいですが──」


「ちょっと待った」


　男子生徒の一人、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが言った。


「先生、どうしたんだ？　普ふ通つう、隅すみっこにでもいるもんだろ」


「えー、担たん任にんの伊い庭ば先生は『スクウェアの新作発売日だから』ということで帰られました」


「……あの先生は」


　教室内に「またか」というあきらめに似にたざわめきが広がった。


「静かにしてください。今日の話は、今度の水曜日におこなうスポーツ大会についてです」


　今度は「へえ」という声と「どうでもいいよ」というつぶやきがあがる。


　スポーツ大会とは、校内全すべてのクラスが参加しておこなわれる行ぎよう事じである。生徒たちが選せん抜ばつされチームを組んで、頂ちよう点てんを目指して競きそい合あう。簡かん単たんに言えば球きゆう技ぎ大会のようなものであるが、葵学園ではスポーツ大会と呼ばれていた。


　学校というのはこういう行事になると、例れい年ねんのように上位入賞するクラスと、実力とやる気をヤフーオークションで売りさばいたようなクラスに分かれる。和樹の二年Ｂ組は後者であった。


　学級委員もそれを知っていて、できる限かぎり手早く済すませようとしていた。


「今年は豪ごう華か賞しよう品ひんも用意されていますので、頑がん張ばってくださいと生徒会長が言ってました。そんなわけで、参加者を決めなければなりません。希望者は手を──」


「おいおい」


　再ふたたび仲丸から待ったがかかる。


「今年はなにやるんだ？　それ聞かなきゃ参加しようがねーぞ」


　そうだそうだと声があがる。


「今年は……まだです」


「はあ？」


「生徒会の方ほう針しんによって、今年の競きよう技ぎは参加者が決まってから発表するそうです」


　クラス全員、「なんだそりゃ」と騒ぎ出した。


　当たり前だが、スポーツ大会の競技種しゆ目もくはあらかじめ発表される。それにそって準じゆん備びが進むのだ。ところが今年に限かぎって教えない、と言う。


「えー、去年提てい案あんされた『ピラニア水すい球きゆう』は、せっかく南なん米べいからピラニアを輸ゆ入にゆうしたにもかかわらず、競技者のボイコットによりおこなわれませんでした。また、おととしの『目め隠かくし溶よう岩がん綱つな渡わたり』にいたっては、実行委員会内に『アテネオリンピックはこれだ』との声すらあったものの、不ふ評ひようのため途と中ちゆうで中止の憂うき目めを見ました」


　当たり前だとヤジが飛ぶ。


「そのため、実行委員会では参加クラス確かく保ほのため、競技内ない容ようの非ひ公こう開かいを決定しました。報しらせない方が、スリルがあって好こう奇き心しんも出てくる、とのことです。ですから、まず参加希望者を──」


　学級委員の声は、クラス内からわき起こるブーイングでかき消された。


「おい、危あぶなくてやってらんねーぞ」


「あいつら頭が風ふう鈴りんでできてんじゃねーのか」


「実行委員会の横おう暴ぼうだ。学園内に人じん民みん革かく命めいを起こしてブルジョア帝てい国こく主しゆ義ぎを打だ倒とうせよ！」


「あたし早く帰りたーい」


　見事なまでのマイナス方向への結けつ束そくである。このクラスは、やりたくないことの意見だけは一いつ致ちすることが多いのだ。


　人の良さそうな学級委員は、事じ態たいの収しゆう拾しゆうに困こまって立ちつくした。


「だいたいよう、こんな馬ば鹿かなことを言い出したのは誰なんだ？　三年の風椿先せん輩ぱいか？」


　仲丸の質問に、学級委員が慌あわてて答える。


「えーと、風椿さんではありません。あの人はしばしば生徒会最さい高こう顧こ問もんや相そう談だん役やくと呼ばれますが、それは他者が称しようしているだけであり、彼女自身は一生徒なわけで、基き本ほん的てきに発言権けんはなく──」


「おいおい。衆しゆう院いん予よ算さん委い員いん会かいの答とう弁べんじゃねえんだから。で、誰が言ったんだよ」


「それは──」


「私だ」


　教室の扉ががらりと開いた。


　長身にフィットした男子用制服。妙みように芝しば居いがかった物もの腰ごし。キザったらしいが、テレビスター並なみのハンサム。吉原であった。


　教室内は一いつ瞬しゆんしんとした後、「うおっ、こいつか」とばかりにざわめきが起こった。校内の有名人なのである。


「静かにしたまえ。今回のスポーツ大会の実じつ施しについては、この私が決めさせてもらった」


「なんで」


「生徒会のスポーツ大会担たん当とうだからだ」


　決まってるだろう、とばかりに言い放はなつ。生徒たちからは「む、なるほど」との声も聞こえた。


　スポーツ大会は表面上「生徒たちが自じ主しゆ的てきにおこなう」行事である。そのため、いっさいの手て配はいを生徒会が仕し切きっていた。当然実行委員長は生徒会役員から選せん出しゆつされる。


「私が選ばれた以上、競技内ない容ようを決定するのも当然のことだ」


「そりゃそうだが」


「そこで私は秘ひ密みつ裏りに、誰にも相談することなく独どく断だんでおこなった。会議にかかると、知らないところで決定が曲まげられる恐れがある。過か去こにそういうことがあった」


　彼は悔くやしそうな顔をした。


　吉原は、過去に生徒会長選挙に出馬したことがある。普通、学校内の選挙なんてのは、候こう補ほ者しや選びすら難なん航こうして盛もり上がらないことおびただしいのだが、葵学園は違ちがった。魔ま法ほうエリート校のためにリーダーシップはきわめて重じゆう視しされ、内ない申しん書しよに直ちよつ結けつする。なので卒そつ業ぎよう後を見み据すえた立候補者が乱らん立りつし、混こん乱らんになることもしばしばであった。


　ところがいざ本戦となると、一人が悠ゆう々ゆうトップで当とう選せんを決めてしまう。なにをやっても誰だれかが他を大たい差さで引き離はなすのだ。それは玖里子のせいであった。


　彼女は成せい績せきもいいためか、こういうところでの点てん数すう稼かせぎに興きよう味みはなかった。しかしポリティカルゲームは大好きであり、いかに表に出ず権力を握にぎるかに熱ねつ中ちゆうしたのである。その結果、生徒会は傀かい儡らいとなり、会長は手先となった。選挙も玖里子の指名を得れば、その生徒は当選するのであった。


　吉原はそうと知りながらも立候補した。他の候補者が玖里子の関心を引こうと血ち眼まなこになっている間、あえてそのキザったらしい態たい度ど（だから有名になった）で独どく自じ路ろ線せんを貫つらぬき──敗はい北ぼくした。


　見た目がいいので女子生徒の票ひようをそれなりに集めたらしいが、やはり玖里子の作り上げた集票システムにはかなうわけがないのである。彼の芝しば居いがかった態たい度ども影えい響きようしたらしいが。


　彼はなんとか役やく員いんには滑すべり込こんだものの、それ以来、玖里子を深く恨うらんでいるという噂うわさであった。


「経けい緯いはともかく、これは決まったことだ。スポーツ大会の競技は先ほどの発表通り、競技者が決まってから通知する。変へん更こうはない」


　横おう暴ぼうだ、との声も飛んだが、吉原は無む視しした。


「まあ、参加者を今決めてしまえば、この場で発表してもよいぞ。他のクラスでもやっているだろう」


「どうやって決めんだよ。こっちでやっていいのか？」


　仲丸が訊きく。


「そうだ。くじ引きが適てき当とうだろう」


　吉原がちらりと学級委員を見た。彼は急いで紙の準じゆん備びをした。


　折おり畳たたまれた人数分の紙が箱に入れられ、かき混まぜられた。端はしの机の生徒から、順に引かれていく。


　はずれが続いた。全員やれやれ、といった表情で結果を受け入れる。なにしろ参加したくない生徒の方が多いのだ。


　それほど時間もかからず、箱は空からになった。


「えーと、ひとつだけマジックで丸が書いてあるはずです。当たった人がクラス代表ですから、手をあげてください」


　学級委員の声と共に、一本だけ手があがった。


　全員の視し線せんがそこに集中する。


「あの……僕」


　恐おそる恐る自分を指さしたのは、和樹であった。


　吉原はまるで予よ期きしていたかのように、にやりと笑った。


「では競技を発表しよう。十分一いつ本ぽん勝負の魔法対決だ。場所は校こう庭ていにスタジアムを仮か設せつしておこなう。参加者は全すべての魔法を駆く使しし、対戦者を倒たおすこと」


　なんとも言えない叫さけびのような声が広がった。意い外がいにまともな競技だったためである。


「ついでに賞品を発表しておこう。宮間夕菜とのデート券だ。さらに優ゆう勝しよう者しやにはその場でキスも予定されている」


　今度は正しよう真しん正しよう銘めい、憎にくしみが地じ響ひびきのようなどよめきとなってわき起こった。


　夕菜は明るい性せい格かくと、誰とも分け隔へだてなく接せつする態度で、Ｂ組内での人気は非ひ常じように高かった。また、二年生の中でももっとも可か愛わいいと言われ、学校中からラブレターやデートの誘さそいが跡あとを絶たたない。それらはことごとく断ことわられているが、この大会に勝てばそんなことはなくなる。絶好のチャンスであった。


　しかし、クラス代表はよりによって和樹である。魔法を使い切って幽ゆう霊れいになったため、人間に戻もどりつつあるも、まだ魔法は使えない。参加しても敗はい北ぼく必ひつ至しなのだが、それはいい。


　賞品が夕菜なのが問題だった。なにかの拍ひよう子しに勝ってしまったら、お化けの手に渡わたってしまうのである。もちろん彼女は、元から和樹一ひと筋すじなのだが、生徒の大半はそのことを知らない。


　Ｂ組にとって、最悪の選手起用なのである。


　そのことに気づかない和樹は、吉原に嚙かみついていた。


「夕菜……宮間さんが、そんなこと承しよう知ちしたのか!?」


「ついさきほど、彼女は喜んで引き受けてくれた」


「噓うそだ！」


「ほほう。なぜ君がそのようなことを知っているのかね。いかにも親したしげに聞こえたが」


「う……」


　言葉に詰つまる。自分に注そそがれるクラス内の疑ぎ惑わくと殺さつ気きに、ようやく気づいた。


　吉原は満足げに、


「競技をがんばってくれればいいのだ。そうすれば君にもデートの権けん利りは手に入るのだからな」


　それだけ言うと、教室から出ていった。





　二年生のトップアイドル、宮間夕菜とのお楽しみデート券付きスポーツ大会の知らせは、学園内部に恐おそるべき波は紋もんを広げていった。


　なにしろ彼女は学園きっての清せい純じゆん派はである。狙ねらっているのは男子どころか女子までいた。おかげでまだ開始前にも拘かかわらず驚きよう異い的てきな盛もり上がりとなり、あちこちで特とつ訓くんにいそしむ姿が見られた。


　一部で懸け念ねんされた参加権利の売ばい買ばいなどはおこなわれなかった。先に参加者を決めてしまい、それから競技の発表というスタイルが功こうを奏そうしたためである。実行委員会の手しゆ段だんは成功したのだ。


　波紋は当然のことながら、二年Ｂ組にも波は及きゆうしていた。


　和樹は連れん日じつのようにクラスで声をかけられるのである。しかし、


「がんばれ、式森！」


「夕菜ちゃんを絶ぜつ対たい救すくい出してきてね！」


　などと友情に満みちた励はげましを、二学年に冠たるネガティブクラス、Ｂ組の生徒が言うはずない。


「式森、お前が夕菜ちゃんを救うなんて絶対間違っている。一回戦でボコにされて負けてこい」


「見える、式森が真の幽霊となって成じよう仏ぶつし、クラスから綺き麗れいさっぱりいなくなる姿が」


「式森君、わたし最近アマゾンの呪じゆ術じゆつを習しゆう得とくしたんだけど、使っていい？」


　等など々など、言葉を尽つくした脅きよう迫はくが浴あびせられていた。みな、他人が成せい果かを上げることに関しては良りよう心しんよりも怨おん念ねんを優ゆう先せんする。なにしろこのクラスでは文化祭の標ひよう語ごを決める際さい、「人の不幸は蜜みつの味。人の幸福砒ひ素その味」が可か決けつされ、職しよく員いん会かい議ぎで問題になった過か去こがあるのだ。ましてや優勝賞品は男女問わず人じん望ぼうを集めている少女、夕菜である。


　由紀彦などは、


「式森、俺おれはお前のことが大好きだよ。だがな、俺たちは時として、友人の幸福がうとましくてしかたないことがあるんだ。今がそうだ」


　などと言う。和樹としては、「時としてはじゃなくて、しょっちゅうだろ」と言いたくなるところである。


　和樹は悩なやんだ末、避ひ難なんを兼かねて、生徒会室の玖里子まで相談に行った。


　彼女は窓まど際ぎわの椅い子すに座すわり、なにやら書しよ類るいを読んでいた。彼女はここで、いつもなんらかの作業をしている。


　理由を聞いた玖里子は、気が乗らなさそうに言った。


「確たしかにあたしのやり方とは違うし逆さからってはいるんだけど、しょーがないんじゃないの。彼に決める権けん利りはあるんだから。あんたが選ばれちゃったってのは、ま、運がないってことで」


　身も蓋ふたもない言い方である。


「でも賞品が夕菜なんて、あんまりじゃないですか」


「夕菜ちゃん、承しよう諾だくしたって言うし」


「彼女は納なつ得とくしてないと思います」


「一いつ緒しよのクラスじゃない、訊きけば？」


「あんまり僕ぼくと話をしたがらないんですよ。すぐに帰っちゃうし」


　これは確かに珍めずらしかった。いつもは夕菜の方が和樹を待まち伏ぶせて、一緒に帰き宅たくしようとするのに。


　そこがまた、和樹にとって不安な要よう素そでもあった。


「心配なんですよ。もしかしたらなにかひどい目に遭あわされて、言うことを聞かなきゃならなくなったんじゃないかって」


　和樹の脳のう裏りには様さま々ざまな想そう像ぞうが去きよ来らいしていた。薬を打たれて言いなりになっているのではないか、暗あん示じをかけられて自じ意い識しきがないのではないか、実は身体を入いれ替かえられて、今の彼女は偽にせ物ものではないか……。


　玖里子が苦く笑しようした。


「考え過すぎよ。吉原君にそんな度ど胸きようないわよ。それができりゃ会長になってるって」


「そうですか……」


　しかし和樹は、まだ納得していない様よう子すであった。そんな様子を見て、玖里子がやや複ふく雑ざつな表情をする。


「……でも変わったわねえ」


「は？」


「前は夕菜ちゃんが一方的にあんたを追い回すだけでさ、迷めい惑わくしてたくらいじゃない。なんか今は逆ぎやくよね」


「あ……い、いやいや」


　和樹は慌てて手を振る。


「ぼ、僕はそんなんじゃなくて、その、クラスメートというか友人というか、そういった立場から心配を」


「……ま、こんなんで狼ろう狽ばいするようじゃまだまだか」


　彼女は立ち上がると、窓を開けて空気を入れ換かえた。


「で、どうすんの。結局あんたも出なきゃならないわけでしょ」


「それはそうです」


　クラスの悪意たるや凄すさまじいものがあるが、出場しないわけにはいかない。勝つ自信はないのだが。


「ふーむ」


　玖里子はなにやら考えていた。


「確かに吉原君は、挙きよ動どう不ふ審しんではあるのよ。あたしも、心当たりがないこともないんだけど……」


「どうかするんですか」


「耳貸して」


　彼女は手て招まねきをすると、和樹に耳打ちをした。





　　　　○





　水曜日、スポーツ大会当日。


　会場となる仮か設せつスタジアムは、校庭一面を屋根で覆おおい、床ゆかを敷しき詰つめて座ざ席せきと照しよう明めいを設置したものである。そこが異い様ような熱ねつ気きに包まれていた。


　開始前から内部は満まん員いんであり、立りつ錐すいの余よ地ちもない。葵学園の校庭はむやみに広く、そこに武ぶ道どう館かん並なみの巨きよ大だいな会場を作り上げたのであるが、それでも小さかった。


　生徒たちは自分たちの代表を応おう援えんすべくトランペットや太たい鼓こまで持ち込み、声をからしている。座席は全生徒分あるのだが、朝早くから席取りまでが現れていた。噂うわさによるとノミ屋が跋ばつ扈こし、支し払はらい上じよう限げんなしで受けているという。


　試合が始まるとボルテージは頂ちよう点てんに達たつした。魔法回数の多い生徒たちとはいえ、命を削けずるのである。おのずと真しん剣けんにならざるを得ない。そこが緊きん張ちよう感かんのある試合を演えん出しゆつしていた。さらに、ここを自分のアピールの場としている生徒もいて、派は手でな爆ばく発はつの魔法も多た用ようされるのである。普ふ通つうなら危き険けんだがそこは魔法学園、透とう明めいな障しよう壁へきを張はる観かん客きやくがおり、競きよう技ぎは滞とどこおりなく進んだ。


　まだ序じよ盤ばんなので、数カ所で同時に試合が行われていた。和樹の出場は第三試合。相手は二年Ｆ組の田た中なかという生徒である。


　田中は身体からだが大きく、格かく闘とう技ぎでもやっていそうであった。だからと言って凶きよう暴ぼうそうな雰ふん囲い気きはなく、むしろ柔にゆう和わな感じがある。


「君が幽ゆう霊れいの式森か」


　彼は気きの毒どくそうに言った。


「僕は君になんの恨うらみもない。だがこれは、魂たましいを削けずって戦う真剣勝負なんだ。覚かく悟ごをしてくれ」


　優やさしさの中にある勝負心に、思わずぐっときたくらいである。


　彼は自分のクラスでも人望があるのか、さっきからＦ組の応おう援えん席から「がんばれ！」「命かけろ！」「勝て！」との声援が飛んでいた。


　一方の和樹にはＢ組から「お前の日本国こく籍せきは剝はく奪だつされたぞ！」「神は必ず式森を罰ばつします」などの非ひ難なんが浴びせられている。しかも手すりに『幽霊退たい散さん』『勝てば悪人　負ければ親友』といった横おう断だん幕まくが並び、逆さかさ吊づりの和樹人形が振り回されていた。こういう方面での努ど力りよくをまったく惜おしまないクラスメートたちであった。
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　かくして、第三試合は開始時じ刻こくを迎むかえた。


「はじめ！」


　審しん判ぱん役やくの生徒が号ごう令れいをかける。


　田中は腰を落として呪じゆ文もんを唱となえた。握にぎりしめた拳に、灼しやく熱ねつの炎ほのおがまとわりついていく。


「とうっ！」


　気合いと共に、拳こぶしの形をした炎が飛んだ。一直線に和樹へ向かう。


「うわわっ」


　床ゆかに伏ふせ、寸すん前ぜんでかわした。炎は轟ごう音おんと共に、壁かべにぶつかって火花を散ちらした。


　最初の一いち撃げきを避よけられた田中は、再ふたたび炎を作り出した。相変わらず彼には「がんばってー」と声援があがる。Ｂ組からも「どこ狙ねらってんだよ。ボディーボディー！」「式森を倒さないと、お前も容よう赦しやしねえぞ！」との変わった声が飛んだ。


　なおも田中は火炎を浴びせていた。だが、和樹の動きは幽霊だけあって早く、ダメージは受けていなかった。


「やるな、素す早ばやい動きだ」


「逃にげてるだけだよ！」


　なにしろ攻こう撃げきの手しゆ段だんがない。


　刻々と時間は経けい過かしていく。このままいけば引き分け再試合もあり得る。


　だが逃にげ回るだけでは、いずれ限げん界かいがくるもの。和樹はいつの間にか、ビニールテープで囲ったフィールドの隅すみに追いつめられてしまった。


　田中は右手に炎を出現させたまま近づいてきた。その後ろでは、Ｂ組の連中が万ばん歳ざいをしようと準じゆん備びをしていた。


「よく頑がん張ばった。敬けい意いを表するよ」


「あ、ありがとう」


「だがそれも、これで終わりだ。君のことは忘わすれない」


　いかにもいい人の言いそうな、憐あわれみに満ちた声。田中は拳を繰くり出した。


「ひえっ」


　思わず頭を抱かかえる和樹。炎のパンチは和樹に命めい中ちゆうして──通り抜けた。


「……あ？」


　和樹の身体を通つう過かする田中。同時に審判が笛ふえを吹ふく。


「場じよう外がい」


　田中の両足は、しっかりとフィールドから出ていた。


「式森選手の勝ち」


　審判は和樹側の手をあげた。





「ほら、勝ちました」


　夕菜はにこにこしながら振り向いた。


　校舎内の視し聴ちよう覚かく室しつ。ここに彼女はいた。いつもの制せい服ふく姿ではなく、高こう価かそうなドレスを着せられている。優勝賞品なので、すこしでも豪ごう華かに見せるつもりなのだろう。


　視聴覚室にいるのは、決勝戦が終わる前に奪だつ回かいされないためだ。逃とう走そう防ぼう止しに鍵かぎまでかかっている。


　彼女の前には大型のテレビが置かれていた。画面はちょうど、和樹の勝利に怒おこったＢ組の生徒が負けた田中に制せい裁さいを加くわえようと、フィールドになだれ込こんだところであった。


　吉原は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をしていた。


「まぐれかもしれないぞ」


「まぐれでもいいんです。和樹さんが参加してくれるのが嬉うれしくて」


「ふむ、お前のために参加しているのだと？」


「えへへ……。やっぱりそう思いますよね」


　夕菜は恥はずかしそうに、頰ほおを押おさえた。


　テレビではすでに次の試合が始まっている。歓かん声せいが聞こえていた。


「あ、そうそう。わたしとの約束、守ってくれますよね」


「無む論ろんだ」


　彼女はテレビに向き直った。





　しばしの休きゆう憩けいを挟はさみ、和樹は次の試合へとおもむいた。


　相手は一年生の、小こ柄がらな少女であった。


「あの……なんで凜りんちゃんが？」


「偶ぐう然ぜんだ」


　神かみ城しろ凜は、憮ぶ然ぜんとしながら答える。


「あみだで私に決まった。賞品の夕菜さんに興きよう味みはないし、お前とも戦いたくないのだが……クラスの名めい誉よがかかっている。仕し方かたあるまい」


　彼女は日本刀を鞘さやから抜ぬいて構かまえた。その凜り々りしい姿に、同級生の女子たちから黄色い声援が飛ぶ。


　和樹は相変わらずＢ組から、「血だ！　お前の血を見ないと俺たちは収おさまらねえ！」と罵ば声せいを浴びていた。


「式森……悪く思わないでくれ」


　審判の号令と同時に、彼女は足を踏ふみ出した。


　鋼こう鉄てつの刃やいばが横に払はらわれる。後ろに飛び退のいた和樹は、幽霊なのに風ふう圧あつを感じた。


　刀が虹にじ色いろに光っている。除じよ霊れいのための呪文がかけられているのだろう。田中との試合と違い、今度は当たったらおしまいだ。


　かわされることは予よ期きしていたのだろう。凜は慌あわてずに構かまえ直す。和樹はどうにか勝つ方法を考えようとするが、そうそう思いつくものでもない。


　彼女は何度も攻こう撃げきを仕し掛かけなかった。和樹の動きを牽けん制せいしつつ、じりじりと距きよ離りを詰つめてくる。田中との試合を見ていたのか、慎しん重ちようだ。


　十分縮ちぢまったと見るや、凜は日本刀を軽く振り上げた。


「……許ゆるせ。成仏はしないが、しばらく痺しびれるぞ」


　いったん静せい止しし、振り下ろした直後。


　和樹は手を伸のばし、日本刀の柄つかを叩たたいた。


　バランスが崩くずれて狙ねらいがそれ、刃やいばが空を切る。凜は小さく悲鳴を上げた。


　ざくっと音がして、刀の先が床に刺ささった。


「しまっ……」


　和樹は凜の身体をとん、と押した。


　彼女はそのまま、フィールドの外に転がった。


「そうか……式森は自分からは触さわれたんだったな」


「うん」


　凜の背が低く、それほど力を込めていなかったからできたのだ。彼女が本気だったらこうはいくまい。


　審判が笛を吹ふいた。





　明らかなダークホース、それどころか人間ではない和樹が勝ち抜きを続けていることは、一部にパニックを引き起こしていた。


　掛かけ率りつの設せつ定ていを誤あやまったノミ屋は慌てふためき、出場生徒は対たい策さくを練ねり直なおす。Ｂ組では「この大会の中止を要よう求きゆうする！」「宇宙に神はいないの!?」と騒さわぎ立てていた。


　こうした混こん乱らんはあったものの大会自体はおこなわれ、和樹は次へと駒こまを進めた。


　今度の相手は、なんと玖里子であった。


「つーわけで和樹、大人しくするように」


　彼女はにやにや笑っていた。和樹は驚おどろいて言い返す。


「どうして玖里子さんがいるんです！」


「あたし、ただの生徒だもん。参加する権利はあるわよ」


「でも、なんかずるい！」


「じたばたしない」


　開かい始しの合あい図ず。だが玖里子は、飛びかかってきたりはしなかった。ただ立っているだけ。


　だが、和樹も身動きがとれなかった。


　どうしたことか、全身は硬こう直ちよくしたまま指ゆびも動かせなかった。頭にはもやがかかったようになり、意識が薄うすらぐ。


　玖里子の手のひらでは、球が光を発しつつ、ゆっくりと回転していた。これを見た途と端たん、動けなくなったのだ。


「ふっふっふ。なにも力ずくだけが闘たたかいじゃないのよ」


　彼女は目の前まで来ると、肩かたをかるく押す。和樹は固まったまま、仰あお向むけに倒たおれた。


「思った通り、この前の塵ちりで、あたしも触れるようになったのね」


　以前とは違い、今は和樹と親しい人間なら接せつ触しよくできるのだ。


　試合はこれでおしまい……のはずだが、玖里子はそのまま、和樹にのしかかった。


「……え？　あのー」


「これからが本番よ」


　彼女は高校生とは思えない妖よう艶えんな笑えみを浮うかべると、和樹の服のボタンを外はずした。


「うふっ。動けない男の子を襲おそうのも悪くないわね」


「ちょっとちょっと！　ここどこだと思ってるんです！　仮設スタジアム！　試合中ですよ！」


「試合の一いつ環かんよ。公開プレイってやつ？」


「うわーっ!!」


　逃げようにも、身体からだはまったく言うことを聞かない。おまけに声も出なくなってきた。


　玖里子の顔が、ぐっと接せつ近きんした。





「あーっ、なにやってるんですか！」


　画面を見ていた夕菜は、思わず絶ぜつ叫きようした。


「信じらんない！　そんなことしますか！」


　しかしスタジアムまで声は届とどかない。それどころか画面からは、『そうそう。大おと人なしくしてればいいの』『なんかもう、どうでもいいや……』などというやりとりが聞こえてきた。


「玖里子さん、離はなれてください、離れるんです！　服なんか脱ぬがしちゃ駄だ目めです！　そういうことはわたしが……じゃなくて、いやらしいことをするのは許しません！　スケベ、変へん態たい、絶ぜつ対たいに許しませんよ！　あっ、あーっ、なんで和樹さんが手を伸ばすんです！　どこ触さわる気ですか！　こらーっ!!」


　彼女は椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がると、扉とびらに向かった。そこを吉原が押しとどめる。


「おい、お前はここにいるんだ」


「いられますか！　和樹さんを助けるんです！」


「いや、優勝賞品なんだから……」


「それどころじゃありません！」


　その刹せつ那な、轟ごう音おんがして扉が吹き飛んだ。


　爆ばく発はつの煙けむりの中から現あらわれたのはなんと、和樹、玖里子、凜の三人であった。


「な、なぜ……」


「和樹さん……」


　驚おどろく吉原と夕菜。和樹は一歩進み出た。


「夕菜を返してもらう」


「ぐっ……馬ば鹿かな」


　吉原はテレビを見る。画面では相あい変かわらず、和樹と玖里子の絡からみをブルーフィルムのごとく流していた。


「それ、偽にせ物ものよ」


　玖里子が言った。


「あらかじめ撮さつ影えいしていた映えい像ぞうを流しているだけ。テレビの中ちゆう継けい先さきはほとんどないから、楽だったわ」


「お、おのれ……！」


　吉原は懐ふところに手を突つっ込こんだ。取り出したのは、ピンク色の塵ちりの詰つまった小こ瓶びん。


「あっ、僕の身体！」


「かくなるうえは、この取とり引ひきはなしだ！」


　開あけ放はなたれた窓まどに向かって、投げようとする。が、


「甘あまい！」


　凜が日本刀の鞘さやで、吉原の手を叩たたく。ガラスの瓶は小さな放ほう物ぶつ線せんを描えがき、和樹の手の中に収おさまった。


「和樹さん……！」


「夕菜……」


　彼女は和樹の胸むねに飛び込んだ。


「……さて、どーしよーかしら」


　玖里子が吉原の前に立ちはだかる。言葉とは裏うら腹はらに、どうでもよさそうな口ぶりだ。


「お、お許しください、風椿様！」


　吉原が突とつ然ぜん平へい伏ふくして、頭を下げた。


「あまりに弛ゆるんだ風ふう紀きゆえ、つい盛もり上げようと差し出がましい真ま似ねをしてしまいました。どんな罰ばつでも甘んじて受けます。どうかお許しを」


「別に、そんな戦せん闘とうに負けた武ぶ将しようみたいなことしなくていいわよ。実際に盛り上がったんだから。どうこうしようって気はないわ」


「いえ、それでは私の気がすみません。ここは罰をくださいますようお願いします」


「うーん……」


「お願いします。私は風椿様に逆さからいました。どうか罰を！」


「……まあ、そこまでいうなら」


　玖里子は指で空中に輪を描えがくと、光の球を作り出した。電でん気きを帯おびているのか、パチパチと音がしている。


「ほれ」


　無む造ぞう作さに、吉原へ投げた。


　電気がスパークするような音を立て、土ど下げ座ざしている身体に青白い電光が走った。
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「ぐああああっ!!」


　叫び声があがる。だが、どこか喜き悦えつの混まじった悲ひ鳴めいだ。


「こんなとこで」


「いえ、もっとです。もっとお願いします！　女王様！」


　聞いた和樹たちが後ずさる。


「じょ、女王……」


　嘆たん息そくした玖里子が、再ふたたび雷球を投げる。そのたびに吉原は、嬉うれし涙を流しながらのたうち回った。


　和樹は信じられないものを見てる気がした。


「こ、これは一体……」


「吉原君って、あたしに逆さからってはこういう目にあいたがるの。この大会を企くわだてたのもきっとそうよ。ちょっとおかしな趣しゆ味みなのよねえ」


　なおも吉原は、喜んで罰を受け続けていた。


「いろんな人がいるんですね……」


　夕菜が、呆あきれたように言った。


「うん……。あ、そういえば、夕菜はなんで優勝賞品なんかに」


「吉原さんが、和樹さんの塵を持っていたんです。それで、スポーツ大会の盛り上げに役立ったら、くれるって……」


「そうか……」


　ほっとした。薬やく物ぶつをかがされたり、操あやつられていたわけではなかったのだ。たちの悪い想そう像ぞうをした自分を、少し恥はじた。


「和樹さん、試合はどうなっているんですか」


「棄き権けんした。試合に出ないって決めた途と端たん、クラスのみんなが『Ｂ組の鑑かがみ』って持ち上げてたよ。それから夕菜が閉とじこめられている場所を探さがしたんだ」


「じゃあ、あの映像は」


　凜が口を挟はさんだ。


「私の試合はやらせですが、玖里子さんとの試合は昨日撮さつ影えいしました。背はい景けいは合ごう成せいですが、やっていることは本当です」


「えっ……？」


　夕菜が和樹から、ぱっと離れる。


「さっき和樹さん、玖里子さんに手を伸ばしてましたけど……」


「いや、あれは、リアリティを出さなきゃならないからって」


「……つまり、自分からやったんですね？」


　夕菜のまなじりが、みるみる吊つり上がっていく。


「別に、そんな、他た意いはなくて」


「他意はないけど、胸を触ろうとした、と」


　底そこ冷びえのする声である。殺さつ気きまでにじみ出ていた。


「だってだって、そうしたほうがいいって玖里子さんが言うから……！」


　和樹は彼女に肩を摑つかまれた。凄すごい力で引っ張られる。


　吉原の隣となりに突き飛ばされた。


「和樹さん、許しませんからね！」


　夕菜は両手に雷らい球きゆうを出現させた。玖里子が作ったものより、何十倍も大きい。


　和樹は顔どころか全身を真まっ青さおにさせて絶ぜつ叫きようする。


「ちょっと待ってよ、待ってってば！　そんなの食らったら、僕、本当に死んじゃうよ！」


「この……浮うわ気き者もの！」


　彼女は無む視しして雷球を投げた。


　視聴覚室に凄すさまじい電光が走り、和樹は吉原と一いつ緒しよになって、全身を痺しびれさせるのであった。




　第五話　幽霊のあなた










「あの……」


　呼よばれて、式しき森もり和かず樹きは振ふり向いた。


　学校帰りの夕方。長い影かげが足あし元もとから伸のびていた。


　彼はまだ幽ゆう霊れいだが、生活には支し障しようのないレベルまで戻もどっていた。人間のように影までできる。それに大半の人間には姿すがたが見えた。


「はい？」


　後ろには女じよ性せいが立っていた。艶つややかな髪かみをしていて、落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。
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　彼女はぺこり、とお辞じ儀ぎをした。


「お急ぎのところすみません。お尋たずねしたいのですが、葵あおい学がく園えんはどちらでしょう」


「あっちですけど」


　和樹は自分が歩いてきた道を指ゆびさした。遠くから、チャイムの音がする。


「時間はかかりますか？」


「いいえ。ちょっと歩くだけです」


　女性は再ふたたび頭を下げた。


「ありがとうございます。助かりました」


「いえ、別に」


　ずいぶん丁てい寧ねいな女性だな、と思った。和樹が学生だからといって、必要以上に幼おさなく扱あつかったりしていない。おっとりとしているが、メリハリがある。


　和樹も礼をして、帰ろうとした。


「あの、それで……」


「まだなにか」


「お墓はかはどちらでしょう」


「はあ？」


　意い外がいな質問に和樹は戸と惑まどった。それを見て、女性が言いい換かえる。


「あ、すみません。墓ぼ地ち、ですけど」


「墓地ですか？」


　和樹は首をひねった。この街で暮くらしてから何年か経たつが、墓場に埋うめられそうなことはあっても、行ったことはない。


「えーと、あっちじゃないですかね」


　目の前のマンションの、向こう側を指し示しめす。


「前に卒そ塔とう婆ばを見たような気がします。お寺もあったような」


「そうですか」


　どういうわけか、彼女の顔がさっきよりも明るくなった。


「よかった。ここの街って区く画かく整せい理りされているじゃないですか。お墓がなかったらどうしようかって思ってました。わくわくしますわ」


「は……そう……です……か」


　なにがわくわくなのかよく分からないが、とにかく女性は大変楽しそうに喋しやべっていた。


　気を取り直し、恐おそる恐る和樹は訊きいた。


「その……失礼ですけど、お墓参りですか」


「いいえ」


　女性はかぶりを振った。


「わたくし、お墓って、好きなんです」


　今度こそ和樹は絶ぜつ句くし、女性の顔をまじまじと眺ながめた。


　しかし彼女は、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでいた。


「では、ごきげんよう」


　それだけ言って、去っていった。





　　　　○





　翌よく日じつ、葵学園の保ほ健けん室しつ。


　和樹は養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきと向かい合っていた。定てい期き検けん診しんである。


　普ふ通つうの生徒なら一年に一度やればすむことであるが、和樹は幽ゆう霊れいなので、どんな変化があるか分からない。そのため二週間に一度、義ぎ務むづけられていた。


　正せい確かくに言うと学校が義務づけているわけではない。紅尉が提てい案あんし、承しよう諾だくさせたのである。一応「式森君をこれ以上死しの淵ふちに追おいやらないため」であるが、その実ただの好こう奇き心しんであることは、周しゆう知ちの事実だった。


　紅尉はさっきから和樹をベッドに寝ねかせ、得え体たいの知れない機き械かいを操そう作さしていた。ときどきベルが合あい図ずし、電子音がふよふよ鳴る。パチンコの大当たりのようなファンファーレもした。


「具ぐ合あいはどうかね」


　機械から顔を上げ、紅尉が訊いた。


「はあ、そうですね、よく分かりません」


　和樹は正直に答えた。お化けと言っても、食事もできれば物も摑つかめる。死しんでいる、という一点を除のぞけば、気になることは少ない。


「身体に変へん調ちようは？」


「特には」


「頭が痛いたいとか腹はらが裂さけるとか腕うでが千ち切ぎれるとか足がアーセナルに移い籍せきするとかも？」


「僕ぼくは関西出身のＪリーガーですか。ありません」


「ふむ」


　紅尉は椅子に身体をもたれさせた。


「順じゆん調ちように回かい復ふくしているようだな。目立った異い常じようは見あたらない。つまらんことだ」


「つまらなくないです」


　和樹にとってはめでたいことである。


　それでも紅尉は機械の数すう値ちを眺ながめ、なにごとか考えていた。


「この分だと、早いうちに人間へ戻もどるかもしれん」


「そうですか」


「とすると、やれるうちにやっておいたほうがいいだろうな」


　紅尉は奥おくに行くと、パイプで作られたカートを押おしてきた。上じよう段だんにはトレイが置かれ、下げ段だんにはシートがかかっている。


「……なんですかそれ」


　銀ぎん色いろのトレイの中には、注ちゆう射しや器きが並ならんでいた。


「見ての通りだが」


　嫌いやな予よ感かんがした。


「また僕に注射して、解かい剖ぼうとか始はじめようとするんじゃないでしょうね」


「なにを言っている。幽霊に注射してどうするのだ」


　眉まゆをひそめて、紅尉が言う。


「幽霊に薬くすりを打って、なにかあるとは思えん。君は死んでいるのだろう」


「……そりゃ、まあ」


「だからこれを使う」


　カートの下にあるシートがめくられた。


　一ひと抱かかえもあるような機械だった。電でん圧あつ計けいのようなメーターがついていて、ジャックに赤いコードが差し込まれている。金きん属ぞくの棒ぼうに繫つながっていた。


　和樹は飛び上がった。


「ななななにをする気ですか！」


「これを君に使って実験……間ま違ちがえた、検けん査さをする」


「うわ、いま実験って言った！」


「気のせいだ」


　紅尉が棒を両手に持つ。


「これは私が以前から考えていた方法で、細こまかい理り屈くつは省はぶくが、つまり電気による実験……治ち療りようだ」


「異い常じようはないって言ってたじゃないですか！」


「ないが、これから身体からだが変調をきたすこともあり得る。そうなる前にいっそこっちから……いや、つまり予よ防ぼうをする」


「やめてくださいやめてください！　本当に死んだらどうするんですか！」


「安心したまえ。ちょっとびりっとくるだけだ。多少電でん圧あつが高いかもしれんが」


「どれくらいですか!?」


「ここら一いつ帯たい停電するな」


「ぎゃー!!」


　裏うら返がえった声で悲鳴を上げ、和樹はベッドから跳はね起おきた。壁かべに背せを張はりつかせる。


「冗じよう談だんじゃなーい！」


　紅尉はあくまで静かに、だが電でん極きよく代わりの棒を持って近づいてくる。


「その通り、冗談ではない。私は本気だ。なにしろ幽霊を殺しても罪つみにはならんからな」


「うわーっ、人殺し！　じゃない、幽霊殺しー！」


　和樹は矛む盾じゆんしたことを叫さけび、泣なき喚わめいた。


「……そんなに嫌いやかね」


「はい！　それはもう。力いっぱい」


　心の底から言い切る。


「ふむ。それは残念」


　意い外がいと簡かん単たんに、紅尉は棒を置いた。和樹は胸むねをなで下ろす。


「君は学がく術じゆつ的てきにも貴き重ちような幽霊だ。市し井せいの研究者から政せい府ふ機き関かんまで狙ねらってくるかもしれん。そうなる前に私が研究することは、大たい変へん意い義ぎのあることだと思うが」


「意義なんかありません。他あたってください」


　論ろん文ぶんの材ざい料りようにされてはたまらない。早々に立ち去ることにした。ドアに向かう。


「油ゆ断だんしていると幽霊好きの女に捕つかまるぞ。仲間にならないよう、注意したまえ」


「先生でなければいいです……って、なんの話ですか？」


「いずれ分かることだ」


　紅尉はそう言い、和樹を保健室から送り出した。





　　　　○





「和樹さん、今日は先に帰っていてください。伊い庭ば先生に呼よばれてますので」


　放課後、宮みや間ま夕ゆう菜なが和樹に告つげると、「んー」と生返事が返ってきた。


　二人は学校こそバラバラに出るものの、途と中ちゆうで落ち合って帰き宅たくをする。教室から一いつ緒しよに帰ったりすれば、（もっぱら和樹が）クラスの連れん中ちゆうからどんな目にあわされるか分からないからだ。


　彼女は立ち上がり、教室を出る前にもう一度声をかける。


「それから、明日は遅ち刻こくしちゃだめですよ。教きよう育いく実じつ習しゆう生せいの紹しよう介かいがあるそうですから」


「んー」


　相変わらずの返事だった。もっとも和樹だけではなく、暑あつさのせいかクラス中覇は気きがない。


「大だい丈じよう夫ぶかしら」


　つぶやいて、職しよく員いん室しつへ向かう。


　簡単な用よう件けんだった。手早くすませると、彼女も帰宅の準じゆん備びをした。


　下げ駄た箱ばこに行くと、掃そう除じで帰宅の遅おくれた一年生が溜たまっている。その中に、知った顔があった。


「凜りんさん」


　振り向いた神かみ城しろ凜は、驚おどろいたような顔をしていた。


「これから帰るんですか」


「ええ……。夕菜さんは、式森と帰ったのでは」


「いえ。わたしは用事があったので、一緒じゃないです」


「すると、あれは誰だったのですか」


「え？」


　夕菜は首を傾かしげた。凜は「まずいこと訊きいたか」という顔をしている。


「さっき校門で、式森が女性と帰るところを見ましたから、てっきり夕菜さんかと」


「玖里子さんじゃないんですか」


「今日は生徒会のはずです」


　それを聞き、夕菜の心に黒いものがわき上がってくる。意い識しきしないうちに声が低くなった。


「……まだ校門にいますか」


「それほど遠くに行ってないはずですが……」


　聞くやいなや、夕菜は上うわ履ばきのままダッシュした。





　和樹が女性に会ったのは、昨日と違ちがい校門を出てすぐのところだった。この前と同じように、女性はかすかな笑みを浮かべていた。


「あら、このあいだは」


　と彼女は言った。


「偶ぐう然ぜんですね。学校帰りですか？」


「ええ……」


　校門のところなのだから当たり前だ。


　それにしても、偶然にしては唐とう突とつだった。足音も立てずに現れたのだ。まさか待ち伏ぶせていたとも思えないが。


「よろしければ、一緒に帰りません？」


「はあ」


　断ことわる理由もないので、並ならんで歩いた。


　ちらりと横を見る。伏ふし目がちで、楚そ々そとした風ふ情ぜいがある。たおやか、と表現するものもいるだろう。


　若わか草くさ色のワンピースが、おっとりとした雰ふん囲い気きによく似に合あっていた。歩き方もあくまで静かであり、ゆったりとしている。


　和風の大人びた雰囲気に、和樹は思わず見とれてしまった。


「あの……」


「は、はいっ」


　慌あわてて返事をする。


「どうなさいました」


「いえっ、なんでもないです」


「顔が赤いようですが……。お具ぐ合あいが悪いのですか、式森さん」


「ええ……えっ!?」


　和樹は驚きで、思わず後ずさった。


「なっ、なんで僕の名前を!?」


「知り合いに教えてもらいました」


　そう言って、なぜかあらぬ方向、しかも空中に向かって会え釈しやくをした。


「……そこに誰かいるんですか？」


「いいえ。誰もいませんけど」


　彼女は不ふ思し議ぎそうに訊きき返す。


「なにかお見えになりました？」


「……いえ、別に……」


　二人はそのまま、しばらく歩いた。


　やがて、昨日きのう出会った場所にやってくる。人通りはなく、やけに静かだった。


　女性が口を開いた。


「式森さん。式森君、とお呼びしてもよろしいですか」


「はあ、どうぞ」


「じゃあ、和樹君」


　いきなり名前で呼びだした。


「な、なんです……か」


「そこを曲まがって、あっちへ行ってみません？」


　彼女の指先をたどった。昨日、和樹が教えたところだ。


「あの……もしかして、墓ぼ地ち……」


「はい」


　女性はにっこり笑ってうなずいた。


「和樹君は、どんな墓はか石いしが好きですか？」


「な、なんて質しつ問もん……。僕ぼくはその……興きよう味みは全ぜん然ぜん……」


「残念ですね。では、これから見に行きましょう」


「いや……遠えん慮りよします」


　サイコな台詞せりふに怖おぞ気けをふるいながら答えた。ただでさえ幽霊なのだ。墓地で墓石を眺ながめた日には、どんなトラブルがあるか分からない。


　しかし彼女は和樹の手を、ぎゅっと握にぎってきた。


「墓地って素す敵てきですわよ。夏場はお供そなえ物ものに蝿はえがわいて、あちこち飛び回るんです。ときどき日につ射しや病びようで倒たおれた老人や迷まい子ごの子こ供どももいて、それはもう夢ゆめのような楽しい騒さわぎに……」


　ぐっと顔を近づけてきた。遠くから見たら、大人の女性に誘ゆう惑わくされる少年みたいなシチュエーションだったが、会話が異い常じように満みちている。


　和樹は急いで振ふり払はらった。


「かかか帰りますっ」


　なにか言われる前に走った。これ以上関わり合いたくない。


　振り返らずに疾しつ走そうする。呼び止める声が聞こえたような気もするが、振り向いたらそこにいるような感じがした。


　和樹は激はげしく後こう悔かいしていた。なんてこった。こんなことになるなら、昨日は無む視しすればよかった。思わず見とれてしまったが、墓場の勧かん誘ゆうまでされるなんて。怪かい物ぶつランドのセールスレディなのか。


　それよりも、夕菜に見つかったら大変だ。一見ラブストーリーだったから、また怒おこるか泣くかに決まっている。こんな狂くるった経けい験けん、信じてくれそうにない。今日のことは黙っていなきゃ。


　彼は固かたく決心した。だがこういうとき、世の中は不幸がスケジュールを決めることになっている。


　夕菜はしっかりと、二人の様よう子すを見ていた。





　　　　○





　葵あおい学がく園えんの女子寮りよう、朝あさ霜しも寮。


　夕菜は、風かぜ椿つばき玖く里り子この部屋で泣なきじゃくっていた。


「ひどいです……ひどすぎます……。信じられません……和樹さんが、和樹さんが、浮うわ気きをするなんて……」


「はいはい。泣きやんで泣きやんで」


　玖里子はティッシュペーパーを箱はこごと渡わたした。夕菜は両手いっぱいティッシュを引き出すと、パックのように顔に押おし当てた。


　二人の周しゆう囲いは、濡ぬれたタオルとティッシュで足の踏ふみ場ばもなかった。


　和樹と女性をつけた後、夕菜は傷しよう心しんを抱かかえて寮に帰った。気が動どう転てんしたまま玖里子の部へ屋やをピッキングでこじ開け、生徒会の疲つかれで寝ねていたところを叩たたき起こし、一いち部ぶ始し終じゆうを話したのである。


「和樹さんがあんな人だったなんて……もう信じられません」


　声を詰つまらせる。近ちか頃ごろない泣き方だった。


　これが、和樹と一いつ緒しよに帰ったのが玖里子か凜であれば、いつものように腹はらを立てて終わりである。それが全然知らない女性、しかもかなりの美人だったのでショックを受けているのだ。


　玖里子は慰なぐさめようと、肩かたに手を置いた。


「気のせいじゃないの？」


「気のせいじゃありません！　あそこまでわたしの気持ちが分からない人だったなんて……。一緒に帰らなかったのも、きっとあの女と浮うわ気きするためです。それからわざわざ見せつけたんです」


「へー。和樹って、意外とひどいヤツだったのね」


　夕菜はきっとして、顔を上げた。


「和樹さんの悪口は言わないでください！」


「……どっちなのよ」


　心しん底そこ呆あきれた口く調ちようで、玖里子が言う。


「泣いたり怒ったり。いい加か減げん、落ち着いたら？」


「だって浮気するんですもん！」


　また泣く。


　夕菜はティッシュの残りを取り出し、勢いきおい余って箱をバラバラにした。玖里子は恐おそろしげにそれを見つめ、


「浮気ねえ……。和樹にそんな甲か斐い性しようがあるとも思えないけど」


「でも浮気です！　とっても親しそうでした」


「走って行っちゃったんでしょ。逃にげだした、とかじゃないの」


「あれはスキップです。すごく楽しそうに……」


　ここで絶ぜつ句くする。また記き憶おくが甦よみがえってきた。


「ああ、もう泣かないで。それより浮気の心当たりとか、和樹で気になったこととか、ないの？」


「もしかしたら……わたしが勝手にお部屋をお掃そう除じしたのがいけなかったのかも」


「なんで」


「作りかけのプラモデルを捨すててしまったんです……。この前マスターグレードＺゼータガンダムの色を塗ぬっていたから、てっきり七十六分の一バレンタイン戦車なんていらないと思って、ランカスター爆ばく撃げき機きと一緒にゴミ箱へ……。それがまさか……まさか、第二次大戦の英えい軍ぐんマニアだったなんて」


「なんかえらく詳くわしいわね。でも関係ないような……」


　だが夕菜は訊いていなかった。再ふたたび目に涙なみだを溜ためる。


「っく、ぐすっ……和樹さんはキャラクターモデラーだと思ってたのに……。確たしかにアニメショップのキャラグッズにも興きよう味みなかったみたいだったけど……。あんなカメムシみたいな戦車のどこがいいのか……。でも、こんなことならわたしがボンビートン博はく物ぶつ館かんの写真を渡していれば……」


　落ち込んでどんどんマニアックなことを口にしていく彼女を、玖里子はなだめ続けた。


「はいはいはい。泣くのやめましょうね。タオルもティッシュもなくなっちゃったわ。それでどーすんの。別れるつもりはないんでしょ」


「別れるなんて！……でも、わたしの方が三み行くだり半はんを突つきつけられてしまうかも……」


「暗くらい想そう像ぞうはしない。それで、その女は何者なのよ」


　夕菜は涙で濡ぬれた顔を上げた。


「そう言えば……」


「あんた、知らないの」


「だって、そんな暇ひまありませんでしたから……」


「しょうがないわね」


　やれやれ、といった感じで玖里子が言う。


「せめて相手の女が誰で、どこに住んでるかぐらい確かめなさいよ。まず、そこから手をつけないとね」


「はい……」


「と言っても、手がかりないしねえ……」


　玖里子は腕うで組ぐみをして、天てん井じようを見た。やがて、


「同じことするか」


「えっ」


「和樹の跡あとつけるの。今日それで見つけたんでしょ。明日もつけて、別れたあと女を追えばいいじゃない」


「そう……ですね」


「突つき止とめた後は、煮にるなり焼やくなり奴ど隷れいにするなり」


「奴隷にはしませんけど……生なま爪づめを剝はいで傷きず口ぐちにからしを擦すり込こんで、瞼まぶたを無む理り矢や理り開けさせてずっとライトで照てらすくらいなら」


「……ま、まあ、好きにすれば」


「分かりました」


　夕菜は力強くうなずいた。


「必ず和樹さんは取り返します。知らない女の好きにはさせないんですから」





　　　　○





　そんなことも知らない和樹は、翌よく日じつの放課後になると、いそいそと鞄かばんを抱かかえ、校門から出た。


　いそいそというのは第三者からの光景で、本人の気持ちはどきどきとか、こそこそが正しい。例の女性が待ち伏せていないか注ちゆう意いし、警けい戒かいしているのである。


　校門にいないのを確かく認にんし、いつもとは違ちがった道に向かう。あえて時間をかけて帰るつもりだ。ときおり後ろを振り返って、尾び行こうされていないか確認した。


　後こう方ほうには、同じく学校帰りの生徒たちしかいなかった。


　和樹は頭を振ふった。いかんいかん。どうもかなりあの女性に悩なやまされているみたいだ。尾行されている、それも複数の人間につけられているなんて、さすがに気のせいだろう。疲つかれているのかな。


　もちろん疲れなどではない。彼はしっかりと跡をつけられていた。





　夕菜はブロック塀べいの陰から、和樹の行動を見つめていた。後ろには玖里子と、強ごう引いんに引っ張ぱってきた凜がいる。


　彼女はまだショックが抜けきらないのか、ときおり目にハンカチを当てながら監かん視しを続けていた。今も半泣き状じよう態たいである。


　和樹の後ろ姿を見ながら、涙なみだ声ごえで夕菜は言った。


「女と会う気です。すごく楽しそう」


「そうかしら。妙みようにおどおどしているように見えるけど」


　玖里子の言葉に、凜も首しゆ肯こうする。


「なにか恐おそれているみたいですね」


「違ちがいます……あれは浮気を気づかれないようにする、巧こう妙みようなカムフラージュなんです」


　夕菜は泣きながら断だん言げんすると、尾び行こうを続けた。


　和樹はゆっくり歩いていた。しかもいつもとは違う帰き宅たくコースである。


「やっぱり女のところです……こんな道、通ったことないのに」


「このままいくとお寺だと思ったけど、そこで会うのかしら」


「境けい内だいは広いですからね」


　和樹は背の低い植え込みをまたいで、道路を横おう断だんした。夕菜たちも当然跡を追う。


　あまり人通りのない道にきた。信しん蔵ぞう抹まつ沙さー寺じと掘ほられた石せき柱ちゆうが見える。和樹はここで止まった。


「ここで……浮気相手と……」


　夕菜が声を詰つまらせる。


「変な待ち合わせ……。墓はか参まいりじゃあるまいし」


　玖里子が疑ぎ問もんを口にする。


「あ、誰かいますよ」


　凜の言葉で、二人はそっちを向いた。





　和樹は立ち止まった。自分の選せん択たくがまるで逆ぎやくだったのを、ようやく自じ覚かくしたところであった。


　目の前には寺と、墓地が広がっている。慣なれない道を使ったため、こんなところに出てしまったのだ。


　あたりは妙みように静かで、人の気け配はいがない。寒さむ気けすら感じられる。しかも風に乗って、しくしくと女の泣き声（夕菜の声）が聞こえてきた。


「和樹君」


「ぎゃああああっ!!」


　驚いて振り向くと、そこには例の女性がにこやかに笑っていた。


「いいいいつの間に」


「嬉うれしいですわ。わざわざ会いに来てくださったのですね」


「いや、あの、僕はたまたま……というか間ま違ちがって」


「とうとうお墓に興味をもたれたんですね。墓石はなにがお好きなのですか？　みかげ？」


「興味ないですって！　それに僕は墓はいらないんですよ。正せい確かくには人間じゃないんですから」


「幽ゆう霊れいでも大だい丈じよう夫ぶです」


「いっ……僕が幽霊だって、知っているんですか!?」


「はい」


　彼女はあくまで、にこやかな表ひよう情じようを崩くずさない。


「教えてもらいました」


「その……教えてくれた人は、目に見えるんですか」


　低い笑い声を漏もらす。


「うわーっ、怖こえー！」


　背せ筋すじを冷つめたくする和樹。彼女がすっと、その手を取った。


「まあこんなに怯おびえて……かわいそうに」


「あなたのせいでしょう！」


「いいえ、これはいわば運命。貴方あなたは恐きよう怖ふにとらわれながらも、ここに来いという声に従したがったのです」


「電でん波ぱは受じゆ信しんしない方だよ」


「来い、来いという心の声がしませんでしたか。それとも通じ合うものがないと？」


「そうだよ！」


　和樹は怒ど鳴なった。





「なっ……なんですかあれ」


　夕菜は握にぎり拳こぶしでブロック塀べいを叩たたいた。みし、と音がした。


「手なんか握って！」


「静かにしてよ。気づかれちゃうでしょ」


　玖里子は泣なきながら腹はらを立てる夕菜の口を押さえると、塀から覗のぞき込こむ。和樹が若い女じよ性せいと、話をしていた。


「あまり聞こえないわね」


　玖里子は耳をそばだてた。凜もなるべく近づこうと身を乗り出す。


「なんか……ん？　運命？　恋こい？」


「そんなこと言ってますね」


　凜がうなずく。


「恋……恋という心の声……通じ合うもの……。なんかすごいわね」


「式森が『そうだ』と叫さけんでます」


「ふーん、意い外がいと大だい胆たん」


　感かん心しんしたような玖里子と凜。夕菜は口を塞ふさがれたまま、唸うなり声を上げていた。





「大体、僕になにをさせる気ですか！」


「もちろん、幽霊ならではのことです」


「うわ、なんかすげーやだ」


　彼女は和樹の嘆なげきを、意いに介かいしていない風であった。


「和樹君は、人間に近い幽霊なのでしょう」


「よく知ってますね」


「ええ。わたくしは、貴方のような方を求めていました」


　とろんとした瞳ひとみで、話し始める。


「死しは恋よりも甘かん美びなものです。わたくしにとって死や霊れいは全すべてです。そのような方とご一いつ緒しよするのが夢ゆめでした。ですがそれもままならず、絶ぜつ望ぼう感かんに打ちひしがれていたところ……和樹君の噂うわさを聞き、出会ったのです」


　彼女はうっとりとした口調で、和樹に迫せまった。


「でも貴方は今のままでは、いわば生きた死体のようなもの。お迎むかえにまいりました。わたくしと一緒に来れば、本当の死体となれます」


「え……死体っ……て」


「実験……いえ、愛情によって、腕うでが千ち切ぎれて内ない臓ぞうが飛び出し、脳のうがはみ出すくらいの損そん壊かいにいたします。こんな半はん端ぱな幽霊なんか意味がありませんわ。さっ、わたくしがすぐにでも天国のような毎日に……」


「そんな毎日やだ！」


　このままでは、この電波女性の餌え食じきになってしまう。急いで逃げだそうとした。


　が、前回逃げられたせいか、彼女は腕に力を込めていた。


「うふふ。本当に可か愛わいらしい」


　彼女は手をがっちり摑つかんで離はなさない。


「いつまでも浮うき世よを愛するのはおやめになって。その身体を捧ささげて、貴方は真の死体に……死体に……」


「やだー！」


　ついに和樹は喚わめきだした。





「佳か境きように入ってきたかしら」


　玖里子はいっそう集中して会話を聞き取ろうとする。


「貴方のような人を求めて……恋よりも甘美……全て……ご一緒……。これ、プロポーズしてるのかしら」


「むがー！」


　夕菜が手を振り払った。玖里子はどうどう、と落ち着かせて、


「わたくしと一緒に来れば……愛あい情じよう……。暴あばれないでよ夕菜ちゃん。ほんとにこんなこと言ってるのか、不安になってきたわ。ええと……いつまでも……愛する……身体を捧げ……あなた……したい？」


　さすがに最後は自信なさげになる玖里子。しかし夕菜は、口から泡あわを吹ふかんばかりに怒いかり狂くるっていた。


「こっ、こんなところでそんないやらしい話を!!」


　拳を握りしめ、走ろうとする。後ろから玖里子が身体を摑んだ。


「ちょっと、ここで出ちゃ駄だ目めでしょ。正体突き止められないじゃない」


「もうどうでもいいです！」


「出ちゃ駄目だって。凜、手伝って！」


「はいっ」


　二人がかりで押さえつけた。それを夕菜は一いち撃げきで振り払う。


「許ゆるさないんだから！」


　憤ふん怒ぬに身を任せ、彼女は駆かけ出した。





「和樹さんっ!!」


「うわっ!!　夕菜!!」


　和樹の眼がん前ぜんには、涙をいっぱいに溜ため、全身を怒いかりに震ふるわせた夕菜が立っていた。


「なんでここに……！」


「なんでじゃないです……ひどすぎます……」


　彼女は涙をぬぐう。


「わたしには……わたしにはなにもしないのに、その女には優やさしいんですか！　しかもこんなところで、したいとか、そんなの……！」


「え？　え？　え？　ちょっと、それ、誤ご解かい……」


「浮うわ気き者ものー!!」


　ごおっと音がして、上空に雷らい雲うんが出現した。稲いな光びかりと雷鳴がする。


　夕菜が右手を掲かかげた。雷光が集中し、光の球を形作っていく。あっという間にアドバルーンほどの大きさとなり、さらに巨きよ大だい化かを続けている。


　和樹はもとより、玖里子と凜も戦せん慄りつした。


「うわーっ！　やめて、許ゆるして！」


「ちょっとやめなさいよ！　ここらへんを焼やけ野の原はらにする気!?」


「夕菜さん、お願いします、どうかお気を静しずめて……！」


　懸けん命めいになってなだめようとする三人。こんな強力な魔ま法ほうを使われたら死ぬだけではすまない。周囲は焦しよう土どと化して草一本残らなくなってしまう。


　しかし夕菜には、なにも聞こえていなかった。


「絶対許さないっ!!」


　巨大な光球を投げようと振りかぶる。全員頭を押おさえて伏ふせた。


「うわわわわわーっ!!」


「覚かく悟ごー!!」


　観かん念ねんして目をつぶった。


　──が、なにも起こらない。


　恐る恐る、顔を上げる。


　夕菜がきょとんとした顔で立っていた。いつの間にか、光球も雷雲も消えている。


「……？」


　和樹はゆっくり立ち上がった。


「あの……夕菜？」


「いなくなってしまいました……」


　振り返ると、さっきまでいたはずの女性の姿がない。どこにも見あたらなかった。


　彼らの背はい後ごには、墓地がひっそりとたたずんでいるだけであった。





　　　　○





「思うにあれは、女の幽霊だったんじゃない」


　事じ件けんの翌よく日じつ、玖里子は言った。


「成じよう仏ぶつできないお化ばけが、人恋しさに和樹を墓場まで連つれて行ったと、こんな感じじゃないかしら」


「なんで僕が……」


「そりゃあんたも幽霊だからね。仲間が欲ほしかったんでしょう」


　玖里子が先せん頭とうを歩きながら答える。彼女と和樹、それに夕菜と凜は、朝から紅あか尉いに呼よび出されていた。


「じゃあ僕はひょっとして、捕つかまったら本物の幽霊になったのかも……」


「多た分ぶん」


　寒さむ気けがして、和樹は身をすくませた。


「うわあ……とんでもない」


　人間に戻りつつあったのが、また人じん外がいになるところだったのである。運が良かったのかも知れない。


「危あぶなかったですね」


　夕菜が言った。彼女は浮うわ気きを疑うたがったことを和樹に詫わび、すっかり元気になっていた。


「でも、幽霊ならエリザベートさんたちもいるのに、どうして和樹さんなんでしょう」


　旧きゆう校こう舎しやでどんちゃん騒さわぎをおこなっているお化けのことを思い出したか、玖里子はちょっと考えた。


「さあ……。どっかから引っ越してきたばかりなのかしら」


　保健室に着く。和樹がノックして、ドアを開けた。


　中には紅尉と、もう一人いた。


「来たか」


　紅尉は、顎あごを床ゆかに落とさんばかりにしている和樹たちに言った。


「紹しよう介かいしよう、私の妹いもうとだ」


　隣となりの女性を指し示しめす。


「…………！」


　和樹たちは無む言ごんと言うより絶ぜつ句くして、女性を見つめていた。


　彼女は昨日墓地で出会った人と、同一人物であった。
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「妹さん……幽霊じゃなくて？」


　やっとのことで、和樹が言う。


「なにを言ってる。人間だ。かつてはスペインでフランコ将しよう軍ぐんお抱かかえの占せん星せい術じゆつ師だった」


「はあ……その、失しつ礼れいですが、お幾いくつなのでしょうか……」


「私の一族に、年ねん齢れいを数える習しゆう慣かんはないのでね」


　紅尉は妹の方を向き、


「式森君は、もう何回か会ってるはずだな」


「はい。お友達です」


　彼女は微笑ほほえんだ。


「いや、友達でもなんでもないと思うんですけど……」


　つぶやく和樹。しかし紅尉も女性も、その言葉を無む視ししていた。


「妹は変わっていてね。生きている人間にはそれほど興味がないんだが、死体や幽霊を偏へん愛あいしているのだ。式森君のことを話していたら、気に入ってしまってね」


　こほん、と紅尉は咳せき払ばらいをする。


「幽霊の君をぜひもてあそび……いや、観かん察さつしたいそうだ。しかもいかがわしい実験や行こう為いつきで」


「まあお兄にい様さまったら」


　鈴すずの鳴なるような笑い声がした。


「冗じよう談だんはやめてください。お兄様こそ、以前は患かん者じやさんに得え体たいの知れないお薬くすりを注ちゆう射しやしたり、足を三本に増ふやしたりしていたではありませんか」


「私のは治ち療りようだ。お前はそのころスペインで死体を大たい量りようにゾンビ化させて、マドリードをパニックに陥おとしいれていただろうが。現げん地ちの新聞が二か月も特とく集しゆうを組んでいたぞ」


「そんなに褒ほめなくても……」


　彼女は顔を赤らめてうつむいた。紅尉は頼たのもしげに、横よこ顔がおを見つめている。


　和樹たちは夢なら覚さめますようにと、必ひつ死しで念ねんじていた。


「それで用は……」


「妹は教育実習でこの学校に来たのだ。式森君のクラスなので、挨あい拶さつをしたがっていてね」


「教きよう生せい……これからも一緒なんですか!?」


　和樹は悲鳴を上げた。


「そうとも」


「紅尉紫し乃のです。よろしくお願いいたします」


　紫乃は丁てい寧ねいに頭を下げると、墓地の時と同じように、にたりと笑った。




　番外編　ハイスクール・カーニバル










　夏休みも終わって秋になると、校こう舎しやの色もどことなく落ち着いて見える。一学期の期き末まつテストのあたりからやかましかったセミも姿すがたを消し、代わりにコオロギが静かに鳴き始める。まだ残ざん暑しよはあるものの、樹き々ぎもそろそろ色づく頃ころ合あいであった。


　式しき森もり和かず樹きは、廊ろう下かから中なか庭にわを眺ながめていた。


　葵あおい学がく園えんに入学してから、もう半年がたっていた。新しい環かん境きようには慣なれるのに時間がかかるものだが、気がつくと風に冷たさが混まじっている。衣ころも替がえも近づいていた。


　中庭では男女が芝しば生ふに座すわり、楽しそうに話をしていた。夏休みにつきあい始めたカップルだろう。よく見ると、何組もいた。男女関係には厳きびしい学校だが、それでも一いつ緒しよにいたいのだろう。今まで彼女なぞ縁えんがなく、おそらくこれからもない和樹には分からない世界だ。


　ぼんやりしていると、とんかんとんかんと、大だい工く仕事の物もの音おとが聞こえていた。


　和樹は物音のする方向に、首を巡めぐらせた。


　生徒が何人か、忙いそがしげに働いていた。手に金かな槌づちやらペンキやらを持っている。庭に大きなベニヤ板を敷しき、なにかを書き込んでいるところだった。


　彼は目を凝こらして、ベニヤ板の文字を読んだ。


『葵祭』


　ああ、と思った。ようやく大工仕事の原げん因いんが分かったのである。葵学園秋の名物、文化祭なのだ。


　葵学園の文化祭はかなり規き模ぼが大きい。ステージ企き画かくは広大な敷しき地ちを利用するため大がかりであり、屋内企画もかなり趣しゆ向こうを凝らしている。学校側も援えん助じよを惜おしみなくするため、例年派は手でにおこなわれていた。近きん隣りんからの客も多い。


　和樹は窓まどから離れ、教室に帰ろうとした。最後のホームルームがある。


（そういえば、うちのクラスは、なにやるか決めてたっけな……）


　そんなことを考えていたら、肩かたを叩たたかれた。


「ねえってば」


　後ろにいたのはショートカットの女の子であった。明るい顔立ちで快かい活かつそうだが、がさつな気はしない。全身で健けん康こうを主しゆ張ちようしているタイプであった。


「式森君、式森君でしょ」


「うん……そうだけど」


　和樹は戸と惑まどいながら返事をした。極きよく端たんに人見知りをする方ではないが、彼女の顔に見み覚おぼえがないのである。


「ああよかった」


　少女はにこりと笑った。


「人ひと違ちがいかと思った。早足で歩いて行っちゃうんだもん」


「あ、ごめん……」


　とりあえず詫わびた。


「話があるんだけど、いいかしら」


「いいけど……君、誰？」


「あたし？　あたしは山やま瀬せ千ち早はや。一年Ｆ組」


「山瀬さん……。僕に用なの？」


「そうよ。文化祭の話」


「え？」


「来月の文化祭よ。ＦとＢの合同で企き画かくやらないかって、誘さそいに来たの」


　文化祭は体たい育いく祭さい、修しゆう学がく旅りよ行こうと並ならんで、生徒がもっとも盛もり上がる行ぎよう事じである。熱ねつ心しんなクラスは夏休み前から企画を立てて準じゆん備びをしていた。Ｂ組はまだ白紙だったが、Ｆもまだらしい。


「本当は、とっくに準じゆん備びしてなきゃいけないんだけど、うちってまだ決まってないの。簡かん単たんな企画でもいいんだけど、それじゃつまんないし。確かＢ組もまだ、決まってないんじゃなかった？」


「そうだけど」


「でしょ。だから、どうせなら合同でやった方がいいと思ったわけ」


「うーん、でもなあ……」


　和樹が悩なやんでいるのを見て、千早は少し不安げな顔をした。


「駄だ目めなの？」


「僕はいいと思うけど……」


「そう。ならよかった」


　彼女はほっと息をついた。


「うちはもうまとまってるんだ。式森君、Ｂ組で話してくれる？」


「んー……」


「じゃあ、あたしがＢ組に行って、話をしようか」


「あ、いや、来ないほうがいい」


「なんで？」


「僕が話せばいいことだし、うちってなんていうか、色々あるクラスなんで。たいしたことじゃないんだけどね」


　しどろもどろになったが、千早は特に疑ぎ問もんを抱いだかないようであった。


「そう。じゃ、お願いね。なにかあったら、あたしに訊ききにきて」


　彼女は自分の教室へ帰っていった。


　快かい活かつそうな後ろ姿を見ながら、和樹は困こまった顔をした。文化祭は嫌きらいではない。むしろ楽しみにしている。企画が遅おくれているのは問題だが、おそらくなんとかなる。合同でおこなうのも、いいのではないかと思う。


　だが問題は、和樹の所しよ属ぞくする一年Ｂ組であった。ここがろくでもないのである。





　一年Ｂ組と言えば、きらめくような魔ま法ほうの才さい能のうとどうしようもない協きよう調ちよう性せいのため、職しよく員いんの間では名の知れた存そん在ざいとなっていた。


　葵学園の理り念ねんは「世界に通つう用ようする魔法エリートの育いく成せい」である。そのため日本の学校としては珍めずらしく、競きよう争そうを奨しよう励れいする方法を採とっていた。成せい績せきは個こ人じん単たん位いで管かん理りされ、上位者には特とく典てんと名めい誉よが与あたえられる。


　これは個人レベルだけではなく、組レベルにも適てき用ようされていた。学がく業ぎよう成績はクラスごとに合ごう計けい値ちが出され、発表される。体育祭のような行事は組対たい抗こうであり、全体の得点として加か算さんされることになる。


　もちろん目に見えない要よう素そ、例たとえば団だん結けつ心しんであるとか道どう徳とく心しんも考こう慮りよされるのだが、一年Ｂ組はここでいつも損そんをして、全体の評ひよう価かを大きく下さげていた。もちろんそれは運が悪いのではなく、彼ら自身のせいである。


　そもそも、「クラス間競争」をＢ組は拡かく大だい解かい釈しやくしすぎていた。「相手を蹴け落おとすためならどんな手しゆ段だんも取っていい。非ひ合ごう法ほうであればあるほど効こう果か的てき」と思っており、本当に実行するのである。


　他クラスに密みつ偵ていを送り込んだり、仲間割われを誘さそう謀ぼう略りやくは当たり前。しかも大半は、計画を密告して報ほう酬しゆうを得ようとするものが出てくるため、成功していない。ただ周囲を呆あきれさせていた。


　そのくせ魔力はトップクラスの生徒が揃そろっている。なので入学直後は大きな期き待たいが寄せられたものの、今の評価は石せき油ゆ採さい掘くつ用ようボーリング坑こうより低い位置にあった。


　そんなＢ組に、合同企画を持ちかけたらどうなるか。容よう易いに想そう像ぞうがつき、和樹は暗い気持ちになった。


　沈しずんだまま教室に戻もどる。すぐにホームルームが始まる。


　少ししてから、担たん任にんの中なか村むらが入ってきた。


　中村はまず、文化祭の企画の遅れについて注意をした。彼は青白い顔をしながら、文化祭がいかに学園生活の中で大事で、楽しみなものであるかを説せつ明めいした。


「葵学園は、こういう全体の行事をしっかりやるのが伝でん統とうなんだ。もう他のクラスでは準備が始まってるぞ。なのに、なにもできていないじゃないか……」


　難なん詰きつする風であったが、声に張りがない。Ｂ組のひねくれ具ぐ合あいが激はげしいため、すっかり消しよう耗もうしきったのである。一学期は潑はつ剌らつとした青年教きよう師しであったが、担任を受け持って半年足らずでこうなった。噂うわさによると、内ない臓ぞうだけで十以上の疾しつ患かんを抱かかえているらしい。


「なにかアイディアはないのか……」


「…………」


　無む言ごんである。皆、やりたくない、という顔をしていた。


「まあ……入学して半年。お前たちの性せい格かくはよく承しよう知ちしているつもりだ。面めん倒どうなことが好きなものは、このクラスにはいないからな……だが」


　中村はやつれた顔であったが、にやりとした。


「この学校は文化祭の熱ねつ心しんさによって、内ない申しん書しよに影えい響きようするんだ。お前たちみたいに参加しないのは、加点されないからな……。また他のクラスと差がつくわけだ」


　教室内がざわついた。隅すみの方から、「管かん理り教きよう育いく反はん対たい！」みたいな声も上がる。


「ふっふっ……。騒さわげ、わめけ。お前たちのおかげで先生は身体を壊こわしたんだ。毎月の医い療りよう費ひを聞いたら驚おどろくぞ。いつもいつも、他人を出し抜くことばかり考えおって、少しは青春真っ盛りの高校生らしくしてみるんだ……げほっげほっ」


　笑おうとして、むせている。教きよう卓たくに突つっ伏ぷしていた。


「企画だけでもきちんと立てるんだぞ。計画があれば、あとはどうにでもなる。少しはまともなことをすれば、先生も保健室で胃い薬ぐすりばかりもらわなくてすむかもしれん。今の机つくえの上は、薬やつ局きよくみたいになってるんだ……」


　中村はますます咳せき込こみながら、話を締しめくくった。


「お前らのことだ、あまり遅くなるとカラ企画にして経けい費ひだけでっち上げたり、よその売り上げをちょろまかそうとするからな……。いいか、ちゃんと考えるんだぞ……」


　何度もくぎを差し、中村は通つう院いんのために退室した。


　教師のいなくなった教室に、中ちゆう途と半はん端ぱな静けさが訪おとずれた。やがて「とりあえずなんか決めようぜ」との声が上がる。


　司し会かいをするため、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこと松まつ田だ和かず美みが教きよう壇だんにのぼった。


　この二人は一年Ｂ組の「暫ざん定てい学がつ級きゆう委い員いん臨りん時じ代だい理り」という長い肩書きを持っている。正せい規きの学級委員が不ふ在ざいなためだ。もちろん、いつまでも臨時代理を置いて置くわけにはいかないのだが、決めようとすると必ず選せん挙きよ戦せんに突とつ入にゆうし、しかも買ばい収しゆう、脅きよう迫はくが横おう行こうするので、そのままになっていた。


「しょうがねえ、企画を決めるとするか」


　黒こく板ばんを背にして仲丸が言った。和美はチョークを持って筆ひつ記きの準備をしている。


「聞いたとおり、なにかやらなきゃいかんわけだ。案はないか」


「面めん倒どうだな、中村先生が倒れるまで待つってのはどうだ」


　後ろの方から声が飛ぶ。


「それもいいが、文化祭の加点が変わるわけでもない。で、どうせ参加するんなら、俺おれたちの利り益えきになる企画がいい。なにがあるかな」


「そりゃ金だろう」


　誰かが露ろ骨こつなことを言った。


「大手を振って現げん金きんを扱あつかえるんだぜ。他にねえな」


「常じよう識しき的てきな意見だ」


　仲丸がうなずいた。他のクラスや教師陣じんが聞いたら、眼めをむいて驚おどろくか怒り出しそうなものだが、ここでは一いつ般ぱん的てきである。


「楽して儲もうかるのがいい。ある程てい度ど、手間がかかるのは当たり前だが」


「学生金きん融ゆうはどうかしら」


　女子生徒の一人が提てい案あんした。


「担たん保ぽなしで金を貸かすの。もちろん取り立ては、クラス全員が地じ獄ごくまで追つい跡せきする」


「いや、法ほう定てい金きん利りを調べるのが面めん倒どうだ。それに学校でやると、俺たちが逃げられない」


「これはどうだ。リラクゼーションルーム。客をいい気分にさせておいて、眠ねむっているうちに金かね目めのものをいただく」


「眠らせるのが案あん外がい手て間まだな。個人差によって、薬の効きく効かないがある」


「ミスコンはどうだろう。客は絶ぜつ対たいに入るから、入にゆう場じよう料りよう収しゆう入にゆうだけでもかなりの額がくになるぞ」


「あれは駄だ目めだ。去年入学した風かぜ椿つばきって先せん輩ぱいが、自分で企画して自分で優ゆう勝しようしちまったらしい。今年から生徒会の管かん轄かつになった」


「ただの更こう衣い室しつ。金を取る着き替がえルーム」


「着替える場所なんか校こう舎しやにいくらでもある」


　意見は百ひやく出しゆつするも、なかなか決まらなかった。文化祭は交こう流りゆうと友ゆう愛あいが目的なので、利り潤じゆん追つい求きゆうは許されないことなのだが、「金は人類最大の発明」を心から信じているＢ組生徒に、そんな建たて前まえは通用しない。


「こうなったら非ひ常じよう識しきなのでいこうぜ。葵学園をびびらせよう」


「じゃあ放ほう火かごっこ。校こう舎しやに火を放はなって、一番最初に全ぜん焼しようさせた奴やつが勝ち」


「盛もり上がりそうだが、次の日からどうすんだ」


「合ごう法ほう非ひ合法問わず、高こう額がくで伝でん授じゆするドラッグ栽さい培ばい講こう座ざは？」


「他人に教えるのがもったいない」


「地じ雷らい原げんというのはどうだ。教室の床ゆかに対人地雷を仕し掛かけておく。入ってきた客は引っかかって死ぬ」


「それ、企画じゃねーぞ」


　陽ひはかなり傾かたむいてきたが、なかなかまとまらなかった。さすがに疲つかれたような表情を見せる生徒もいる。


　和美が議ぎ論ろんをまとめようと、チョークで黒板を叩たたいた。


「方向性を決めましょう。他クラスを出し抜いて、かつ儲かる企画じゃないと意味がないわ。自分たち以外全員にダメージを与あたえられれば効果的ね」


　生徒たちは「難しいな……」と腕を組んだ。


　地道に喫きつ茶さ店てんや売店をおこなう手しゆ段だんもあるのだが、初めから除じよ外がいされていた。誰も地味に働きたくないのである。


「えーと、あのさ」


　和樹が小さく手を上げた。


「ん、なんだ、式森」


「さっきＦ組の山瀬さんにあったんだけど」


「Ｆ組が俺たちになんの用だ」


　仲丸は眼を細め、胡う散さん臭くさげな表ひよう情じようをした。


「僕もよく分からないんだけど……。とにかく、彼女がＢとＦの合ごう同どうで企画をやらないかって」


「合同で？　本気なのか？」


「うん。そう言ってた」


「合同ねえ……」


　仲丸が呆あきれたように首を振る。他の生徒も、露ろ骨こつに不ふ審しんな顔をしていた。


　Ｆ組は仲良くて団結力もあり、Ｂ組とは正反対の優ゆう等とうクラスである。教師への受けもよい。一学年の最優秀クラスは確実と言われていた。


　Ｂ組としてはそれが面白くない。「自分より優秀な奴はやな奴に決まっている」という論ろん理りなのである。そのため以前からＦ組に、「最大敵てき性せいクラス」とのレッテルを貼はっていた。


　もちろんＦ組はそのことに全く気づいておらず、しかもＢ組が内ない部ぶ抗こう争そうに血ち道みちを上げているため、「ちょっと変わっているけど面白いクラス」と思っていた。


「だから話を聞いてみてもいいんじゃないかと……」


　和樹の言葉を、仲丸はぴしゃりと否ひ定ていした。


「おいおい。式森、そいつは罠わなだ」


　仲丸は呆れたように首を振った。


「え、罠？」


「ああ。考えてみろ。合同で企画をやって、もし成功したら成績は両方のクラスに加点されるんだぞ。どっかの逸いつ話わじゃあるまいし、そんな相手に塩しおを送るような真ま似ね、すると思うか？」


「塩って、そんな……」


「こいつはＦが仕組んだ罠だ」


　彼は断だん言げんした。他の生徒たちも、それぞれ同どう調ちようする。


「あそこは前から怪あやしかった。なにしろクラスが団結している。信じられん」


「学年全部が友達だと主しゆ張ちようしてるんだぜ。すげえプロパガンダだ」


「純じゆん粋すいな善ぜん意いのふりをして企画を持ちかけるなんて、どんなに腹はら黒ぐろい連中なのかしら」


　揃そろって熱ねつを込め、Ｆ組の全すべてを非ひ難なんしていた。「自分が裏うらをかくことを考えている」から、他人もそうに違いないと思っているのである。歪ゆがんだ現実主義だ。


　和樹は小さい声で反はん論ろんした。


「でもさあ、山瀬さんは本当に、僕たちと文化祭をやりたがっていると思うんだけど……」


「式森、お前は分かってないよ」


　仲丸が諭さとすように言う。


「よく考えろ。今まで会ったことのないＦ組の生徒が話しかけてきたんだぞ。なにか密みつ命めいを帯おびているに違いないじゃないか」


「そ、そうなのかな」


「確かに右手は握あく手しゆをしてたのかもしれない。だけど左手には、ナイフか拳けん銃じゆうを持っていたはずだ」


　その意見に、皆みんなが首しゆ肯こうした。


「そうそう。なにを考えていたのか分かったもんじゃない」


「式森君に近づいたのも、わたしたちを油ゆ断だんさせる手かもね」


　口々に勝かつ手てなことを言う。


「でも、これは逆ぎやくにチャンスじゃないかしら」


　和美が言った。


「相手が陰いん謀ぼうを企くわだてるなら、逆さか手てに取ることができるわ。罠には罠で返す。宣せん戦せん布ふ告こくをしてきたのは向こうでしょ。どんな報ほう復ふくも合ごう法ほうだわ」


「宣戦布告って、戦争じゃないんだからさ……」


　和樹の控ひかえめな言葉は、当然無む視しされた。全員が和美の台詞せりふを聞いて「確かに」とうなずいている。


「好こう機き到とう来らいだ」


「仲丸君、逃のがさない手はないわ」


「よし、このチャンスを最大限に生かそう。俺たちの企画は今決めなくてもいい。相手の提てい案あんを受け入れて、それに仕し掛かけをすればすむ。これで奴らを潰つぶせるぞ」


　仲丸が嬉うれしそうに笑う。成績優秀で学園内でも評ひよう価かの高いＦ組に謀ぼう略りやくを使うのが、心しん底そこ楽しいのである。


「そういうわけだ。式森、頼たのみがある。Ｆ組と交こう渉しようをしてきてくれ」


　和樹は驚いて、自分自身を指さした。


「ぼ、僕がやるの？」


「お前が一番適てき任にんだ。山瀬に話しかけられているから、相手も油ゆ断だんする。余よ計けいなことは言うなよ。Ｂ組のことはあんまり詳くわしくありません、みたいな顔をするんだ」


「恥はずかしくて言えないよ……」


「なんでもいい。山瀬からあらゆる情報を引き出すんだ。できればたらし込め」


「やだなあ……」


　顔をしかめてつぶやいた。たらし込むことなどできないし、そもそもＦ組を敵てき視しすることが変である。


「苦にが手てだというなら、俺が行ってもいいが……」


「仲丸君は駄だ目め」


　和美が遮さえぎった。


「なんで」


「あんたは逆にＢ組のネタを売り飛ばす可か能のう性せいがあるわ。それかＦ組のネタをでっち上げて、わたしたちに売るか。式森君の方が全ぜん然ぜんいいわよ」


　図ず星ぼしだったらしく。仲丸はぶつぶつ言うだけで反論しなかった。和美は無む視しして和樹に言った。


「じゃあ式森君、頼んだわね」


「分かったよ……」


　和樹は不ふ承しよう不ぶ承しよう、引き受けた。





　Ｆ組の文化祭実行委員は相そう馬まという男であった。学級委員は千早だが、このクラスは兼けん任にんではないらしい。


　相馬はべっこう眼鏡めがねをかけていて背が高く、笑え顔がおで和樹を迎むかえてくれた。


「合同企画を引き受けてくれたんだって？　ありがとう。うちは大だい歓かん迎げいだよ」


「ど、どうも……」


　邪じや心しんのない態たい度どに、引きつりながら握あく手しゆをする。


「二つのクラスが協きよう力りよくして文化祭をおこなうなんて、滅めつ多たにないことだよ。お互たがいがんばって、最高の物を作ろうじゃないか」


「そ、そうだね……」


　和樹は自分のクラスメートの邪じや悪あくな高笑いを思い浮うかべ、さわやかな表ひよう情じようをする相馬に、心の中で何度も謝あやまった。


　和樹と相馬、それに千早は裏うら庭にわに座すわって打ち合わせをしていた。


「じゃあ肝かん心じんの企画なんだけど」


　と相馬は言った。


「こっちから頼たのんだのだから、Ｂ組のやりやすいものでいいけど」


「いや、うちも決まっていないから、そっちの提てい案あんに乗ろうかと」


「そうか。じゃあ演えん劇げきなんかどうだろう」


「えっ、劇なの？　もう無理だと思うな」


「さっき調べたんだが、ステージが二時間くらい空あいている。どこかが降おりたらしいんだ。昼間だし、ちょうどいい時間帯だろう」


「でも劇か。今からじゃ難むずかしいんじゃないかなあ」


　和樹は首をひねった。


　文化祭での企画は成績に反はん映えいされるが、なかでも創そう作さく系けいは評ひよう価かが高い。ミスコンやバンドに眉まゆをひそめる教職員は多いので、逆に演劇が高評価を得えていた。「劇なんてやってられねーよ」という声もあるので、なおのこと目立つのである。


　そのため、「年間最優秀クラス」の表ひよう彰しようを狙ねらっているところは、しばしば劇に挑いどむ。特に主役やヒロインは個人の評価も上がる。もちろん事じ前ぜんの準備を念ねん入いりにおこなわなければ、評価どころか拍はく手しゆもまばらになるので、今からおこなうのは賭かけと言えた。


「ステージって、屋おく外がいじゃなかったっけ」


「むしろ客が集められる。あそこは本格的だろ。照しよう明めいつきだし舞ぶ台たい裏うら代がわりの小部屋もあるから、かなりいけるんじゃないかな」


「でも舞台のセットとか、小道具とか、準備に時間がかかるよ」


「だから合同なんだ。手で製せい作さくするものが多いから、人じん海かい戦せん術じゆつならできるだろう。役やく者しやはその間に練習すればいい」


「そっか……」


　和樹は納なつ得とくした。思いつきで提案したわけでもないらしい。一クラスだけでは手に余あまるようなことでも、人手があればどうにでもなる。


　問題はＢ組の反はん応のうである。


「僕は賛さん成せいだけど、うちのクラスは分かんないなあ……」


「あら、Ｂ組は販はん売ばいとか飲いん食しよくの方が好このみなの？」


　千早が訊きく。


「多分。食べ物とかって薬くすりを入れやすいんだよね。事じ故こを起こして、Ｆ組のせいにしたがりそうだし」


「え？」


「ごめん、独ひとり言ごと」


「駄だ目めかなあ。あたしは演劇がいいと思うんだけど。なにか大きなものを作ってるって気がするじゃない」


「うーん……」


「人手がいるから、暇ひまになる人がいないじゃない。参加してる気もするでしょ。みんなで成功させようってなるんじゃないかな」


　彼女は熱ねつ心しんに主しゆ張ちようした。こだわりがあるようだ。


「それはそうだよね……。実じつ際さい大がかりだろうし。一いち応おうクラスで訊きいてみるよ」


「そうして。連れん絡らくは、あたしか相馬君にしてくれればいいから」


「分かった」


　和樹はうなずいた。千早はにこっとし、相馬もほっとしたような表情になった。


「劇を引き受けてくれることを願っているよ。一緒にいい物を作ろう」


「期待して待ってるね」


　二人はそう和樹に言った。





　和樹が持ち帰ったＦ組の提案だが、意外なことにＢ組でもすんなり受け入れられた。


　もちろん、「奴らの真しん意いはどこにあるか」で多た少しようの論ろん議ぎがわき起こったものの、全体として受じゆ諾だくの方向にまとまったのである。


「演劇は、なにかと好こう都つ合ごうだ」


　と仲丸は言った。


「舞台には罠を仕掛けられるし、役者同士の接せつ触しよくが多いから、不ふ意いにダメージを与あたえることもできる。それに服には、様さま々ざまな武ぶ器きが隠かくせる」


　その意見に和美や他の生徒も同意した。


「練れん習しゆう時に相手を拉ら致ちすることも可か能のうね。時間さえあれば、こちらの工こう作さく員いんに仕し立たてることができるかも」


「天はＢ組に味方したな」


「Ｆは策さくに溺おぼれたってことだ」


　不ふ敵てきに笑うＢ組生徒たち。和樹は頭を抱かかえた。


　級きゆう友ゆうたちはいつにない盛もり上がりを見せていた。もちろん和樹には、Ｆ組によこしまな気持ちがないと分かっているが、クラスメートは全く信じようとしない。すでに敵てきとして認にん知ちされてしまったのである。


「あえて戦いを挑いどまず、試合前の食事に薬を仕込む手もある。リングの上で苦くるしむ様さまを、ただ見ていればいいんだ」


「って、格かく闘とうするわけじゃないんだから……」


　仲丸に抗こう議ぎするが、聞いてくれない。


「しかし、屋外というのは意外と厄やつ介かいかもな」


「いざ戦闘になったとき、逃とう亡ぼうを容よう易いにするためでしょう。彼らも馬ば鹿かじゃない」


　和美が答える。


「でも、観かん客きやくの中にこっちの生徒を紛まぎれ込ませておけば、捕とらえることが可能よ。逃がしてたまるもんですか」


「おお、さすが松田」


「あと、大がかりになるけど、開かい演えん前まえに何人か適当に捕まえて公こう開かい拷ごう問もんをおこなう手もあるわよ。誰も逃げようなんて気は起こさなくなるわ。人間を縛しばるのは理り性せいじゃなくて恐きよう怖ふよ」


「アミンみたいだな」


「独どく裁さい者しやに学まなぶべき点は多いわ」


　アミンとは、アフリカにあるウガンダという国で恐怖政治をおこなった大だい統とう領りようである。和樹はステージ周囲にずらりと並ぶ秘ひ密みつ警けい察さつ員いんと拷ごう問もん台だいを想そう像ぞうし、暗あん澹たんたる気分になった。


「式森、よくやってくれた」


　仲丸が、ぽんと肩かたを叩たたく。


「これで俺たちは葵学園で優ゆう位いに立てる。Ｆ組最後の日は近いぞ。お前の功こう績せきは大きい」


「なんか嬉うれしくない……」


「それで、演劇の内ない容ようはどんなのだ」


「まだ決まってないよ。今度の打ち合わせで決める予定だけど」


「なら、俺たちも参加しよう。敵てきの出で方かたが確認できる」


「ええっ、出るの!?」


　Ｆ組の生徒たちは、Ｂ組のどす黒くねじくり曲まがった精せい神しんを、まだ知らない。いざ対たい面めんとなったらどんなことになるのか、想像するのも嫌いやだ。


「ああ。やはり顔は確認しておきたいからな」


「でも……」


「なんだ」


「いや、別に……」


　それを承しよう諾だくと受け取ったのか、仲丸は大きくうなずいた。


「今度の打ち合わせは、いわば前ぜん哨しよう戦せんだ。タフな交こう渉しようになるぞ、式森も覚かく悟ごしておいてくれ」


「別の意味で覚悟を決めるよ……」


　和樹はかろうじて、それだけを口にした。





　二つのクラスは、すぐに打ち合わせをすることになった。


　場所はＢ組の教室である。Ｆ組は「喫きつ茶さ店てんかファミレスでのんびりやろう」と言ってきたのだが、Ｂの生徒たちから「買ばい収しゆうされた店員が一いつ服ぷく盛るかもしれない」との意見が出て、校内になった。


　Ｆ組の出しゆつ席せき者しやは相馬と千早、他に数名。Ｂ組からは和樹と仲丸と和美、他に記き録ろく係がかりだの衛えい生せい班はんだの交渉専門のアドバイザーだので実に二十名ほど。さらに集しゆう音おんマイクが仕掛けられて、離はなれたところで多数の生徒が耳をそばだてていた。


　まずＦを代表するような形で、相馬が発言した。


「えー、まず、企画を受けてくれたＢ組のみなさんにお礼を言います。僕たち一年の初めての文化祭。必ず成せい功こうさせよう」


　彼は出席者をぐるっと見回した。


「初めてで、しかも合同企画。決めることは色々あると思う。どんな演えん目もくにするのか。大おお道どう具ぐや小道具の手て配はい。役者の決定。練れん習しゆう場ば所しよの確かく保ほ。観かん客きやくの誘ゆう導どう方法。用意と後あと片かたづけ。それから……」


「会かい計けい係がかり」


「え？」


「会計係だ」


　仲丸が言った。


「会計を決めよう。二クラス分の予よ算さんを扱あつかうんだろ。ちゃんとしたほうがいい」


「最初に決めたほうがいいかな」


「当然。金は重じゆう要ようだ。俺おれたちの最大の関かん心しん事じだ」


「そ、そうか。じゃあ資し材ざいを買ったら領りよう収しゆう書しよをもらうことは当とう然ぜんとして、会計を一人にしようか。財さい布ふが二つだと面めん倒どうだし」


　相馬の提てい案あんに、Ｂ組側は聞き取れないほどの声でささやく。


（なんかまともなことを言ってるぞ）


（油断させるための詭き弁べんだ。よくある手だよ）


「一人にするのはいい案だ」


　仲丸も認みとめる。


「じゃあ選せん挙きよの準備に入るとするか」


「……選挙？」


「ああ。会計係を決めるには選挙しかない。現金を扱う役なんだから、皆やりたがるはずだ。候こう補ほ者しやはかなり出るだろうが仕方ない。所しよ信しん表ひよう明めいは一人三さん分ぷんを遵じゆん守しゆ。選挙監かん視し団だんは名めい簿ぼから無む作さく為い抽ちゆう出しゆつだ。いざとなったら予よ備び選挙もあり得るな」


　彼は指を折りながら、必ひつ要よう事じ項こうを上げていった。相馬の眼が、なにか信じられないものを見つけたような色になる。


「……あのさ、Ｂ組はいつもそうやって、会計を決めてるのかい？」


「決まってるだろ。会計はおいしいぜ。うちは必ず選挙をおこなうが、結けつ果かが出るたびに不正が発はつ覚かくして三日はもめてるぞ」


　仲丸は、なに当たり前のことを訊いているんだという顔をしていた。Ｆ組の面々は啞あ然ぜんとしている。


「選挙方法に疑ぎ義ぎでもあるのか。電でん子し投票は認みとめてないぜ」


「……いや、そんな面めん倒どうなことをしなくても、そっちで決めてくれればいいよ」


　相馬は肩をすくめて言う。その言葉に、再ふたたびＢ組がざわついた。


（馬鹿な、一番おいしい会計を譲ゆずるとは）


（どうかしているのか）


（ここで譲じよう歩ほして、あとでなにか要よう求きゆうするのかもしれん）


（なかなかの交こう渉しよう術じゆつだな）


　仲丸が、落ち着けと言う風に手で制せいした。


「面倒なのが嫌なら、俺が会計をやるという手もある」


「それでもいいけど」


「決まりだな。公こう平へいに、かつ必要だけしか金を渡わたさない。監視もチェックも必要ないぞ。絶ぜつ対たいに不正はしないから安心してくれ。まあ話し合い次し第だいでは、多少は分わけ前も……いっ！」


　脂あぶら汗あせを浮かべ、声を詰つまらせる仲丸。和樹が下を見ると、和美が足を踏ふんづけていた。


「い、いや……会計については、なんだ、なるべく透とう明めいにということで……」


「そ。透明が重じゆう要ようよ」


　和美がにこやかに付つけ加くわえる。


「会計は一人にするけど、複ふく数すうの監視をつけるわね。領収書と残り金きん額がくを毎日チェックして、帳ちよう簿ぼは別の人間が金庫に保ほ管かんする。鍵かぎは複数用意し、揃そろわないと絶ぜつ対たい開かないようにするから安心して」


「うん……まあ、ご自由に」


「じゃあそうさせてもらうわね」


　和美がにこやかに返事をする。


「こっちに任まかせてもらえればいいわよ。仲丸君は外はずして管理するから」


　彼女は仲丸を威い嚇かくするように睨にらむと、話を終わらせた。


　多少の戸と惑まどいを見せながら、相馬は話題を元に戻す。


「じゃあ、ええっと、雑ざつ用ようの係かかりも早めに決めておいたほうがいいかな。大道具や小道具なんか人手がいるから、ほとんど全員だと思うけど」


「あら、いちいち決定することはないんじゃないかしら」


　千早が相馬に言った。


「全員なんだから全員でしょ。時間がないし、手が空あいた人が手て伝つだうのよ」


「あ、そうだね。これは後あと回まわしにして、さて……」


「待て。やはり決めたい」


　仲丸がその台詞せりふを遮さえぎった。全員に聞こえるように言う。


「武ぶ器き……いや、道具や資し材ざいを扱あつかう担たん当とうは、指名しておかないとひどい目に遭あう。身元が清せい潔けつな人間を選えらび……まあ、誰しもすねに傷きずはあるが、そこは程てい度ど問もん題だいだ。とにかく、管理に責せき任にんを持つことが重要だ」


「横流しをする奴やつが出てくるからね」


　和美がＦ組に聞こえないほどの小さい声で言う。


「でも、そこまでするほどのこと？　簡かん単たんになくなったりするものかしら」


　千早が疑問を口にする。


「する。高こう価かなものから消えていく」


「まさか。管理なんて、大きいものの保ほ管かんだけ気をつけていればいいわよ。少しくらい動かしたって構かまわないし」


　彼女は笑いながら否ひ定ていした。それを聞き、Ｂ組の面々はまたひそひそ話を始める。


（監視を立てなかったら、みんななくなるぞ。トラックを横づけすれば一発だ）


（自分たちで横流しするつもりかしら）


（ありうるな。拒きよ否ひしているところが怪あやしい）


（もしかしたら小道具なんかに細さい工くをする気かも）


（俺たちが気づいたときには、怪け我が人にんだらけってことか）


（侮あなどれない連中だ……）


「えーと、あまり時間もないし、この件けんは後回しってことでいいかな」


　相馬の言葉に、仲丸以下Ｂ組側は渋しぶ々しぶうなずいた。


「ああ。さっき会計で譲ってもらったからな。ここは妥だ協きようする」


「なんか引っかかる言い方だけど……じゃあ肝かん心じんの話に移うつろう」


　彼は手元の書しよ類るいを、ぱらぱらとめくった。


「演目を決めなきゃならないんだ。なにを題だい材ざいにするかで準備が変わる。あまり子こ供どもっぽいのはあれなんで、ここはシェークスピアとかどうだろう」


「高校で、そんな固かたいものをやるのか」


「昔むかし話ばなしとかよりはいいだろ。もちろんアレンジはするし、すぐ終わるように短くまとめるよ。シェークスピア風であればいいんだからさ」


　相馬がにこやかに述のべる。千早も「いいかもね」と言っていた。


　聞いた仲丸が、和樹の耳みみ元もとにささやく。


（どう思う？）


（どう思うって……ただやりたいだけなんじゃない）


（そうか？　相馬って奴、さっきからそつがなさすぎて胡う散さん臭くさい。相当な腹はら黒ぐろじゃないのか）


（疑うたがいすぎだよ！）


（二人とも待った。シェークスピアでしょ）


　和美が口を挟はさんだ。


（どの話も、戦せん闘とうや暗あん殺さつのシーンがとても多いのよ。例えば、毒どく殺さつのシーンで本物を使って……）


（なんて奴らだ。事じ故こに見せかける気だな）


（結けつ構こうやるわね。油断大敵よ）


（ああ。さすがはＦ組と言っておこうか）


（絶対違うと思う……）


「どうかした？」


　相馬が怪け訝げんな顔をした。


「いや、なんでもない」


　仲丸がしれっとした表情で向き直る。


「でもシェークスピアはどうかな。やりがいはあるかもしれないが、やはりスケールが大きすぎる。かと言って短くしたら、なにがなんだか分からないだろ」


「ならオリジナルの脚きやく本ほんはどうかしら」


　千早が発はつ言げんした。


「ベースはファンタジーとかにして、独どく自じのストーリーを作るの。これならステージの利用時間に合わせることができるし、こういうの得とく意いな人って、クラスに一人くらいはいない？」


「それの方が早いね」


　相馬が賛さん成せいする。


「式森君はどう？」


　千早にいきなり振ふられ、和樹は少し驚おどろいた。


「えっ……そうだね、いいと思う」


（馬鹿。式森、早すぎるぞ）


　慌あわてたように、仲丸が耳打ちをした。和美も制せい服ふくの袖そでを引っ張ぱっている。


（こういうのはじらすんだ。こっちに余よ裕ゆうがないみたいじゃないか）


（そうよ。相手方の譲歩を引き出して、有ゆう利りに導みちびくのよ）


（いいじゃないか！　変だよその考え）


（交こう渉しようは真しん剣けん勝しよう負ぶなんだぞ）


（甘あまい態たい度どは死を招まねくわよ）


（中ちゆう東とう問題じゃないんだからさ……）


「どうもありがとう式森君。Ｂ組のみなさん、たたき台はうちのクラスでまとめてもいいかしら」


「……そこまで言うなら。だけど、脚きやく本ほんの執しつ筆ぴつはわたしも参加させてもらうわよ」


「え？　ええ。どうぞ」


　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような和美の言葉に、千早はきょとんとして答えた。


（脚本にどんな罠があるか分からないからな。いざとなったら、Ｂ組有利に書き換かえる）


（もうやだ、こんなクラス……）


　その後は細かい話が続き、あとはそれぞれのクラスで検けん討とうすることになった。Ｆ組の生徒たちは、礼を言って教室から出ていった。


　去さり際ぎわ、千早が和樹に話しかけた。


「楽しい企画になるといいね」


「なって欲ほしいなあ……」


「Ｂ組って真ま面じ目めそうな人が多いから、それが盛もり上がる方向に出ればいいのよ」


「盛り上がりじゃなくて、変な方向に真面目だね。涙なみだが出そうだよ……」


「でもみんな真しん剣けんにやってくれそうね。なんかぴりぴりしてた」


「それはそうなんだよね……」


　和樹は彼女の顔を見ないようにしてつぶやいた。


　Ｆ組の実じつ行こう委い員いんたちは、「有ゆう意い義ぎな文ぶん化か祭さいにできるぞ」とやる気をみなぎらせて帰っていった。一方Ｂ組は「なかなかのやり手だ。気を引ひき締しめないとやられる」と警けい戒かい心しんを強めるのであった。





　文化祭まではあまり日がない。和樹は忙いそがしく走り回ることになった。


　成なり行ゆき上、Ｂ組の実行委員になったのである。相馬や千早が手て伝つだってくれるので、ある程てい度どは楽だが、資材の手配や学校側との調ちよう整せいなど、やることはいくらでもあった。


「いつの間にこんな役目に？」とも思うが、Ｂ組の他の生徒たちも小道具の製せい作さくやらなにやら作業をしているので、文もん句くを言うわけにもいかない。根こん本ぽん的てきにへそ曲がりの集しゆう団だんだが「陰いん謀ぼうにせよなんにせよ、全力を尽つくさないと成せい功こう率りつが上がらない」という主義なので、全員なにかしているのである。一人に全すべてを押しつけたりしないところは、このクラス唯ゆい一いつ良いところでもあった。


　放ほう課か後ごになると、和樹の机つくえの上には、書類や連れん絡らく事じ項こうを書いた紙が置かれるようになっていた。中には「Ｆ組打倒、Ｂ組による独どく裁さい支し配はい万ばん歳ざい」などとゲバ字で書かれたビラもあったが、あえて無視した。


　一番上の書類束たばを手に取り、ざっと目を通す。


　変な顔になった。近くにいた女子生徒に声をかける。


「……松田さん、これなんなの？」


「脚本よ。Ｆ組が書いたものに、わたしが手を加えたの」


　千早に聞いたので知っていたが、劇の内容は異い世せ界かいファンタジーである。未み知ちの国に飛ばされた日本の高校生が知り合った仲間たちと手を取り合い、国を混こん乱らんさせる魔ま王おうと戦うストーリーであった。オーソドックスだが、友ゆう情じようや勝しよう利りといった要よう素そは、全て組み込まれていた。


「まず向こうの国で、ヒロインの女の子に出会うんだろ」


「そうよ。脚本でも会ってるでしょ」


「女の子の設せつ定ていが『アル中』ってなってるんだけど」


「新しいと思わない？」


「いきなり一いつ升しよう瓶びんで主人公を殴なぐってる」


「当たらないから大だい丈じよう夫ぶよ」


「酒が切れてて手て元もとが狂くるったってのはどうかなあ」


　和樹は書類を繰くくり、別のページを指さし示しめした。


「あとここなんだけど。敵を倒たおしながら塔とうを登のぼっていくシーン」


「クライマックス近くね。中ボスとの攻こう防ぼうが見み物ものよ」


「敵の必ひつ殺さつ技わざが『掲けい示じ板ばん荒あらし』なの？」


「トラウマを背せ負おったまま大きくなった、かわいそうなモンスターなのよ。実生活とネットの差を解かい消しようさせることが倒す条じよう件けんなわけ。社会問題も絡からめてみたわ」


「主人公たちがキレてパソコンの電でん源げん抜いて、直ちよく接せつ投げつけてる……」


「本人叩けば勝ちってこと」


　和樹は不ふ安あんになり、最初のページからじっくりと内ない容ようを確かく認にんした。そうしたら出るわ出るわ、主しゆ要よう産さん業ぎようが競けい輪りんと大たい麻ま栽さい培ばいの国家、母親を失うしなって泣きじゃくる子供に蹴けりを入れる美人エルフ、仲間意い識しきではなく脳のう内ないの小こ人びとから送られる電波で行動する賢けん者じやなど、ろくなものがない。


「ねえ松田さん。一いち応おうシリアスなストーリーなんだからさ」


「わたしは真面目よ。Ｆ組がひれ伏ふすような脚本に改かい良りようしたわ」


　和美は自じ慢まんげに言った。


「……これ、山瀬さんは知ってるの？」


「まだ知らない。式森君が見せるんでしょ」


「うん……。元の脚本のままでもいいって、言っておくけど」


「なんでよ」


　不ふ満まんそうな和美を残し、和樹は外へ出た。裏うら庭にわで大道具と小道具の製作をしているので、進しん行こうを確認しなければならない。


　裏庭に舞台背はい景けいがそびえ立っていた。その周りでＢ組生徒が、忙いそがしく作業をしている。


　背景には城しろの絵が描えがいてあった。誰が描いたのか知らないが、なかなか上じよう手ずである。ただ青空の部分が、妙みようにでこぼこしていた。


「よう式森」


　仲丸が声をかけてきた。


「確認か？」


「うん。調子はどう？」


「やっぱり遅おくれ気ぎ味みだな。いや、人手もつぎ込んでいるし、精せい一いつ杯ぱいやっているんだが、スタートが遅かったからな」


「うーん、なんとかがんばって欲ほしいけど……」


「なんとかしてみる」


「頼たのむね。ところでさ、あの小こ窓まどはなんなの？」


　背景の空の部分に蝶ちよう番つがいが付いていた。雲くもが窓の代わりをしている。


「狙そ撃げき用ようだ。あそこから吹ふき矢ややボウガンで射いるようになっている」


「……なんで？」


「Ｆの連れん中ちゆうを倒すためじゃないか。矢には薬を塗ぬる。舞ぶ台たいに登場する役者が、端はしからバタバタ倒れていくんだ。楽しいぞ」


「……観客が変に思うよ」


「座ざ席せきの下からガスを流す。眠ねむらせれば目もく撃げきされることもないだろう」


「演劇の意味がないじゃないか！」


「待てよ、屋外じゃガスが飛び散ちるな。魔ま法ほうを使ったほうがいいかもしれない」


「そうじゃなくって……」


　指し摘てきする気も失うせて、セットをぼんやり眺ながめた。小窓以外にそれほど変な個か所しよはなかったが、下の方に、細長い切きれ込こみがあった。


「……この隙すき間まみたいなのは、なに？」


「それか。舞台の床ゆかをちょっと改良して傾けい斜しやをつけるんだが、その傾かたむいた側がわが隙間にくるようになっている」


「ふーん。なんに使うの」


「血ちの処しよ理りだ。Ｆと流りゆう血けつ沙ざ汰たになるかもしれないだろ。血けつ液えきが隙間に流れて、舞台裏のバケツに溜たまるようになっている。こうすれば、床が血でびしょびしょになることもない」


　こんなことをしているから遅れるのである。


「そりゃ劇のセットじゃないよ！」


「劇の終しゆう了りよう後には、拷ごう問もんにも使えるようになっている。リサイクルだな」


　なんの疑ぎ問もんも持っていないようであった。全員やけに熱心だと思ったら、こんなことをしていたのだ。和樹はもはやため息すら出なくなった。


「式森君」


　遠くで声がした。振り向くと、千早が鞄かばんを持って手を振っていた。駆かけ寄よってくる。


「ご苦労さま。大変だね」


「そうだね。色々と大変だよ、本当に」


　つい力がこもる。千早がややたじろいだ。


「……そう。背景、完かん成せいしたの？」


「しなくていいところができた」


「へえ。あたしにも見せて」


　和樹は急いで彼女の前に立ちふさがった。


「あ、いや、見ないほうが」


「どうして？」


「いやその……まだそれほどできてないからさ。汚きたないだけだしね」


　背中に汗あせをかきながら説明をした。狙撃用の窓や血を流す溝みぞを見られたら、なにを言われるか分からない。少なくとも彼女はＢ組を、共同企画を受けてくれたいい人たちと思っているのだ。


　千早は不ふ思し議ぎそうに眼めをしばたたかせた。


「ふーん。ま、いいや。あたし今日の仕事は終わったの。一いつ緒しよに帰らない？」


「うん、いいよ。ここから離れるならなんでもする」


　彼女はまた不思議そうな顔をした。


　和樹は仲丸たちに後を任せ、学校を出た。


　千早と並んで歩く。女じよ子し寮りようまでは道が一緒だった。


　いつもの並なみ木き道みちを通る。葵あおい学園生の通つう学がく路ろになっているところだが、かなり遅い時間だったので、ほとんど人通りはなかった。黄色くなった銀杏いちようの葉が、ひらひらと舞まっていた。


　二人は歩きながら、進しん行こう状じよう況きようを報告しあっていた。


　状況を照てらし合わせると、やはり文化祭まで間に合うかどうか、ギリギリのところであった。特に和樹が見ている道具関係の遅れが激はげしい。


　もちろんこれはＢ組側が余よ計けいな罠わなを仕し込こもうとしているからで、今からでも普ふ通つうに戻もどせば期き日じつまでに完かん成せいするはずであった。


　千早は劇の内容や役者の練れん習しゆうをチェックしていた。こちらも和樹ほどではないが、多少の遅れがある。


「Ｂ組の人たちがね、なんかうまく演えん技ぎしてくれないのよ」


　劇にはＢ組もＦ組も、同人数出場することになっていた。当とう初しよは「演技のうまい人がやる」ことになっていたのだが、Ｂ組側が「力関係が変わる。演技力に関かかわりなく同数」と主張したのである。


「照てれてるということはないと思うんだけど、なんか妙みように警けい戒かいしたり、小道具を厳きびしくチェックしたり」


「ははは……」


　和樹は乾かわいた笑い声を上げた。Ｆ組の細さい工くを恐おそれているのである。クラス内に「練習と本番は要よう警戒」と通つう達たつが出ていた。


「あたし、嫌きらわれているのかしら」


「そんなことないよ。気のせい気のせい」


「ならいいけど。もしかしたら、合同企画をやりたくなかったのかなって、思った」


「いや、それはほら、うちのクラスって引っ込み思じ案あんばかりだから」


　適てき当とうなことを言う。実際は厚あつかましく物もの事ごとに遠えん慮りよをしない奴やつが多い。


「Ｆ組に比くらべればもう、内ない向こう的てきだよ。ほんと」


「そう？　ふーん……」


　びっくりしたような呆あきれたような、曖あい昧まいな返事を彼女はした。


　二人はしばらく、ゆっくり落おち葉ばを踏ふみしめた。


「Ｂ組がそうなら、うちなんかもっと人ひと見み知しりが激しくて、暗いわね」


　唐とう突とつに千早が言った。


　意外な言葉に、和樹は驚おどろいた。優ゆう等とう生せい集しゆう団だんのＦ組の生徒から、そんな言葉が出てくるとは考えても見なかった。


「Ｆって仲なかいいじゃない」


「そうなんだけど、まとまり方が小さいのよ。他のクラスとつきあいないしね。部ぶ活かつやってる娘こも少ないし」


　彼女はややうつむき加か減げんに話した。


「なんていうのかな……学生生活をすごーく地じ味みにやってる感じで。一いち応おうエリートって名前の付いている高校だから、そんなのでいいのかもしれないけど、そういうものじゃないと思うのよ。三年間しかないんだから、もっと盛り上がらないと」


　外からは優秀なクラスにしか映うつらないのだが、中の生徒には違ちがった面も見えているらしい。千早もそれなりに思うことがあるのだろう。


「でもまだ、僕たち一年生だよ」


「一年生の時にだらけたら、ずっとそのままよ。だからちょっと刺し激げきがいるのかなって考えて、クラスでＢと一緒にやろうって提案したの。ためらってるのが多かったけどね。最後は賛さん成せいしてくれた。だってさ、思い出とか欲ほしいじゃない」


「まあ……ね」


「Ｂには迷めい惑わくだったかな？」


「うーん……まあ、うちも一応団だん結けつしたし」


　入学当初からＢ組には連れん帯たい感かんがまるでなく、他人を出し抜くことに喜びを感じているのだが、今は違う。Ｆ組という共きよう通つうの敵を前にして、それなりにまとまってしまったのである。共同企画のおかげではあった。


「でしょ。お互たがいによかったと思わない？」


「そうだね……。でも、なんで僕に声をかけたの」


「あたしも人見知りするもん。知らない人はやだ」


「だって僕のこと……」


「式森君は、前から知ってたの」


「そうなの？」


「うん。あたし血けつ圧あつ低くて、入学式で倒れちゃったんだよ。そのとき保ほ健けん室しつまで連つれていってくれたの、式森君だった」


「そうだっけ……」


　あまり覚おぼえていなかった。むしろ、長い入学式で足が痛いたくなった記き憶おくがある。多た分ぶん先生が連れていこうとしたのを手伝ったのだろう。


「式森君、そういうの疎うとそうだから、覚えてないと思った」


「うん……ごめん」


「いいよ。気にしてない」


　言葉とは裏うら腹はらに、彼女は少し寂さびしそうな表情をした。
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「でもさ、だからって僕に合同企画を頼たのむのはどうかなあ。断ことわったらどうするの」


「断らなかったよ」


「そうだけど……」


「式森君は優やさしいから、絶対引き受けてくれると思った」


「……あ、初めから僕を狙ねらい撃うちにしたな」


「ばれた？」


　千早はちろりと舌したを出す。


「ひでえ」


「きゃーん、怒らないで」


「怒ってないよ。結けつ果かは良かったんだし」


「そう言ってくれると助かるわ。クラスが団結するなんて、滅めつ多たにないんだし」


　彼女は鞄かばんを持ったまま先に歩いた。女子寮への横よこ道みちまでくる。


　別わかれ際ぎわ、くるりと振り向いた。


「じゃあまた明日。いい文化祭にしようね」


「……そうだね」


　和樹はそう答えた。これを機会に、Ｂ組も穏おだやかになってくれればいいと思う。あんなにぎすぎすしない、仲の良いクラスに。


　千早に少しでも協力するか。彼はささやかながら、そう思った。





　とは言うものの。


　相も変わらずＢ組の面々は、「打だ倒とうＦ組。仲良くしているのは今のうちだぞコノヤロウ」の心こころ意い気きに満みちていた。


　それらは事じ前ぜん工こう作さくという形で現れ、舞台背景への細さい工くのみならず、靴くつに画が鋲びようを入れるという懐なつかしい方法から、Ｆ組内への塩えん素そガス散さん布ぷ計けい画かくまで、限かぎりなく立りつ案あんされていった。そのため和樹は、背景の小こ窓まどにくぎを打ち、画鋲を取り上げ、ガス搬はん入にゆうを阻そ止しするなどの対たい策さくに追われ続けた。


　作業は前日になっても終わらなかった。大道具類だけではなく、役者の練習もうまくいってない。


　和樹は練習場になっているＦ組に行ってみた。


　中では通しの練習がおこなわれている最中であった。ＢとＦの生徒たちが役に扮ふんし、身み振ぶりを交えながら台詞せりふを喋しやべっている。


「ちょっと待った、そこ！」


　千早が演えん技ぎを止めさせた。彼女は台本を書かき上あげた関係上、演えん出しゆつも担当していた。


「ここは主人公に感かん銘めいして、この国一番の賢けん者じやが一いつ緒しよに戦うシーンでしょ。なんでそんなに疑うたぐり深ぶかくなっちゃうわけ？」


　服はつ部とりという名のＢ組生徒が、憮ぶ然ぜんとして答えた。


「だっておかしいだろ。いきなり敵てきのボスと戦うために立ち上がるなんて。自分なら権けん力りよく者におもねって、民みん衆しゆうを弾だん圧あつして暮くらす。その方が楽らくだ」


「それじゃ話にならないでしょ。合流しなきゃ」


「報ほう酬しゆうなしってのもなあ。まず法ほう外がいな賃ちん金ぎんを要よう求きゆうして、交こう渉しよう次し第だいで徐じよ々じよに下げていく手法をとるだろう」


「いきなりそんな駆かけ引ひきをやったら観客が引いちゃうわよ。友ゆう情じようで結むすばれるの」


「そこが怪あやしい。友情と偽いつわって、背はい後ごからぶすりとやるんじゃないのか。自分は主人公が魔ま王おうに内ない通つうしているとみてるんだが」


「そんなのどこにも書いてない！」


　憤ふん然ぜんとして台本を指し示しめし、ちゃんとやるように告つげる。服部は文もん句くを言いながら、やり直しを始めた。


「ではもう一度いきます……て、なにそのカッコ!?」


　千早がまた止めた。つかつかと、Ｂ組女子生徒の元に歩み寄る。


「確かエルフでしょ。なんでそんな服なのよ」


　その女子、福ふく西にし慧けい子こはひょいと首をすくめた。


「役にあってるでしょ」


「どこが!?」


　慧子の着ているのは、真まっ赤かな衣い装しようであった。頭には頭ず巾きんをかぶっており、上うわ着ぎは胴どう着ぎのような前あわせだ。足にはゲートルみたいに布ぬのを巻まいている。


　昔の香ほん港こん映画に出てくる、女忍にん者じやそっくりなのだ。


「この世界に、そんな手しゆ裏り剣けん投げたり煙けむり玉だま使うようなキャラはいない！」


「イケると思うけど」


「センス古いわよ」


「だってこのタイトル」


　彼女は台本の表紙を指した。


「この通りの扮ふん装そうしたんだけど？」


「こっ……これは気にしないで！」


　そこには劇の題名が書いてあるのだが、それが『葵あおい校こう生せいユウジの冒ぼう険けん～踊おどる悪あく魔まの毒どく々どくニンジャ危き機き一いつ髪ぱつ～』なのだ。主題は千早が付けたが、副ふく題だいは和美が加くわえた。そして「インパクトが必要なのよ、インパクト」と言って、削けずるのを許ゆるさなかった。


「これはあだ名っていうか……一いつ種しゆの悪あく夢むよ。忘わすれるためにあるの」


「悪夢って、結けつ構こう覚えているもんよ」


「今は忘れなきゃ駄だ目め！」


　なおも注意を繰くり返かえす千早。和樹はそっと教室を離はなれた。


　こっちも順じゆん調ちようではないようだ。急に企画を決めたことがあだになっているのだ。もっとも、Ｂ組の非ひ常じよう識しきな活動も大いに寄き与よしているのだが。


　ため息をついた。幸さいわい、主人公とヒロインはＦ組の生徒である。彼らに引っ張ぱってもらえばなんとかなるだろう。


　和樹は首を振ふって、心配事を追い出そうとした。





　前日は結けつ局きよく、徹てつ夜や同どう然ぜんとなった。


　そして当日の朝を迎むかえる。


　学園長と生徒会長の挨あい拶さつがあって、葵学園の文化祭はスタートした。開かい会かい式しきのためステージに集まっていた内ない外がいの客は、簡かん単たんなパンフレット片かた手てに思い思いの場所へと散ちっていった。


　ステージでは、企画のための用意が大急ぎでおこなわれた。Ｂ組とＦ組の演えん劇げきために、小道具などが持ち込まれる。正面には椅い子すが並ならべられていた。


　和樹と千早はタイムスケジュールを確認しては、表にチェックを入れていた。細こまかな忘れ物はあるものの、だいたい揃そろっている。


　チェックの最後になって、Ｂ組生徒たちが大きなセットを運んできた。明あけ方がたまで作さ業ぎようをして、ようやく完かん成せいしたのである。


　和樹はほっとして、仲丸に言った。


「よかった。間に合ったね」


「寸すん前ぜんだったな」


「どうなるかと思ったよ」


「改かい良りようしてたんだ。誰かが小窓を塞ふさいで溝みぞを埋うめたからな。Ｆ組の工こう作さく員いんだと思うが……」


「……で、結局普ふ通つうのセットなんだよね」


「ああ。見かけ上はな」


「……見かけ上って」


　嫌いやな予感がした。生徒たちは背景だけではなく、四角いスチール缶かんのようなものを運はこんでいた。


「あることをして、カムフラージュを施ほどこした。すまんが式森にも教えることはできない。俺たち大道具係だけの秘ひ密みつなんだ」


「なんだか今、灯とう油ゆ缶みたいなのが運ばれていったけど」


「気にするな。ほら、山瀬が呼よんでるぞ。いってこい」


　和樹は仲丸に押し出された。





　千早との打ち合わせは短時間で終わった。舞ぶ台たい裏うらに入り、最後の確認をする。


　それもすぐ終わる。和樹は袖そでから客席をのぞいている千早に訊いた。


「お客さんはどう？」


「七分の入りってとこ」


「ちょっと少ないかな……」


「屋おく外がいで目立つから、始まればくると思う」


　千早は待たい機きしている役者の方を向いた。


「そろそろ開始よ。よろしく」


「へーい」


　着き飾かざった生徒たちがぞろぞろと、ステージの袖に移い動どうする。台本を持った何人かは、マイクの前に立つ。役者は口パクと演えん技ぎだけで、声は別人が担たん当とうするのだ。台詞せりふがなかなか覚えられない生徒のため、千早が急きゆう遽きよ変へん更こうしたのである。


　アナウンスと拍はく手しゆがあり、劇が開かい始しされた。


　ヒロインが登とう場じようする。凝こった衣い装しようと可か愛わいらしさのため、観かん客きやくから歓かん声せいが上がった。


　声の役の生徒が、マイクに台詞を喋しやべる。それに合わせ、舞台ではヒロインが演えん技ぎをしつつ口を動かした。


　問題なく劇は進む。もうすぐ主人公の出番であった。千早が「主役を」とささやいた。


　和樹は小さくうなずき、呼ぼうと振り向いて──仰ぎよう天てんした。


　自分のクラスメートが、着替えて立っていたのである。


「な、仲丸、その格かつ好こうは!?」


「見りゃわかるだろ。主人公だ」


「って、なんで！　本当の主役は!?」


「さっき無む理り矢や理り酒さけを飲ませた。道具置き場の隅すみで寝ねてるぞ」


「どうしてそんなことを……」


「もちろんＦ組に打だ撃げきを与あたえるためだ。誰か知らんが、舞台の仕し掛かけをことごとく封ふうじられたからな。実力で叩たたく」


「本番中なんだよ!?」


「だから効こう果か的てきだ。ヒロインもＦ組の女子生徒。ここで俺が出演して、わざと台本にはないような演技をしてやる。そうすれば相手も失敗をして、Ｆの評ひよう価かはぐんと落ちるってわけだ」


「……そんなこと言って、本当はここで目立って、成せい績せきの個人評価アップを狙ねらっているんだろ」


「ふっ、やはり分かるか」


　仲丸はにやりとした。


「黙だまってろよ。これがバレたらクラスの奴やつらがうるさい。あとでなにかおごってやるから」


　舞台ではナレーションが異世界の現げん状じようを述のべ、ヒロインが魔王の悪あく逆ぎやくぶりを嘆なげいていた。すると天てんがにわかにかき曇くもり、雷かみなりが鳴った。主人公の降こう臨りんである。


「出番だな。よし」


　仲丸は袖から登場しようとした。が、


「ぐっ!?」


　突とつ然ぜん崩くずれ落ちた。自分の身体からだを抱だきかかえるようにして、座すわり込こむ。


「抜ぬけ駆がけは許ゆるさないわよ」


　背はい後ごに和美が立っていた。仲丸の首くび筋すじに押しつけた右手が、青白く光っていた。魔ま法ほうで足止めをしたのである。


「妙みように打倒Ｆ組Ｆ組言ってたと思ったら、やっぱりこんなことだったのね。わたしたちの注意をＦに向けておいて、自分がいい目を見ようなんて」


　仲丸は痙けい攣れんする全身を必ひつ死しで押さえようとしながら、首を後ろに向けた。


「な……なに言いやがる。てめえこそ……なんだ、その服は……」


　和美はそれがなによという風に、口をきゅっと曲まげる。服装は仲丸とほとんど同じであった。劇の主人公の格かつ好こうなのである。


「主役がいなきゃ困こまるでしょ。わたしが代役で出るわ」


「てめ……女だろう」


「あら、宝たから塚づか観みたことない？」


「ここは……高校の文化祭だ……ぞ」


「女の子が主役を演じれば、学校への覚おぼえもめでたくなるってもんよ」


「てめえも……それが……ねらいか……」


「ふふふっ。負け犬は黙だまってなさい」


　颯さつ爽そうと舞台に上がろうとする。だが、その足を仲丸に摑つかまれた。ばちっと音が鳴る。


「きゃっ!?」


　バランスを失い、足をもつれさせる。へなへなとしゃがんだ。腰こしから下の力が抜けたようで、尻しり餅もちをついたままになっていた。


「くはは……同じ目にあえってんだ……ざまあみろ」


「この陰いん険けん男！」


「人のこと言えるか」


　二人は小声で罵ののしりあった。


　和樹は二人とも動けなくなったのを見てほっとしたが、すぐに青ざめた。誰も舞台に出ていけないのである。仲丸と松田は放ほおっておいてもいいが、肝かん心じんの主役はどうするんだ？


　奥おくから千早が走ってくる。彼女の顔も蒼そう白はくになっていた。


「式森君、主人公はどうしちゃったの!?」


「その……酔っぱらって寝ねてるらしい」


「なにそれ!?」


「えー、色々あって。代役はこの通りだし」


　客席がざわつきはじめた。主役が登場してないのに気づいたのである。


「あー、もう間に合わない。ヒロイン喋しやべっちゃって！」


　丸めた台本を振ふって、声の役に合あい図ずをする。


「主人公いないままだよ!?」


「話を続けないと……」


　と彼女は言ったものの、かなり不安な面おも持もちであった。


　かくしてステージ上では、主役抜ぬきで『葵校生ユウジの冒険～踊る悪魔の毒々ニンジャ危機一髪～』がスタートした。


　やけに長かった雷が鳴りやむ。顔を覆おおっていたヒロインが前方を見て、驚きよう愕がくした。


「えっ……どうして。あなた、何者なの？　今まで誰もいなかったのに！」


　もちろん今もいない。


「どこから現れたの、答えて！」


　腰こしの剣に手をやって詰きつ問もんする。離れたところに木のセットがぽつんとあるだけだ。空間相手に問もん答どうをしていた。


　何度か独ひとり言が続いた後、「分かった。一いつ緒しよに来て」と彼女は空気の腕うでを取った。


　その後もヒロインは、虚こ空くうに向かって泣ないたり叫さけんだりを繰くり返す。袖そでからうかがっていた和樹と千早は頭を抱かかえた。


「前ぜん代だい未み聞もんだよ、こんな劇」


「前ぜん衛えい舞台なんてもんじゃないわ。ヒロインに必要なのは異世界からの主人公じゃなくて、精せい神しん科かの医い者しやね」


「今、いきなり笑い出した」


「主人公が冗じよう談だん言うところなのよ」


「希き望ぼうがわくシーンなのに、彼女泣なきそうだ」


「気きの毒どくで観みてられないわ……」


　声は別で真ま面じ目めなだけに、よけい滑こつ稽けいだった。


　一方の観客と言えば、シリアスなストーリーのはずなのに、必ひつ死しで笑いをかみ殺ころしている。よほどおかしいのか、背せ中なかを上下させている人もいた。


　その後も透明人間相手の演技は続き、なんとか第だい一いち幕まくを終わった。


　引き上げてきたヒロイン役の女の子は、真まっ赤かな顔をしていた。


「わたし、もうこんな役やだ！」


　無む理りもなかった。格かつ好こ良よさと可か愛わいらしさを兼かね備そなえた役なのだが、あれではただの異い常じよう者だ。千早は懸けん命めいに「次の幕で主人公に誰だれか使うから」となだめたが、彼女の意い志しは固く、絶対に出ないと言い張った。


「もう……他にやるって人、いない？」


　スタッフに問いかけるが、全員ささっと後あとずさる。あんな無む茶ちやな劇を観みせられたばかりなのだ。志し願がん者しやがいるはずなかった。


「仕し方かたない……あたしが出るわ」


　顔を引ひき締しめ、千早が言う。


「えっ……山瀬さん、ヒロインやるの!?」


「脚本を書いたからね。なにするかは覚えている」


「でもさ」


「式森君、主しゆ役やくやって」


「ええっ!!」


　和樹は本当に何センチか飛び上がった。だが彼女は真ま顔がおだ。


「あたしと同じくらい台本読み込んでいるのは、あなたしかいないの」


「いっ……でも！」


「着き替がえ、お願い」


　スタッフに指示した。和樹は抵てい抗こうする間もなく、着替え用の小こ部べ屋やに連つれていかれた。





　再び幕まくが上がると、観かん客きやく席せきがざわめいた。いきなり主人公が現れていることに、かなり当とう惑わくしていた。


　模も造ぞうの剣を持った和樹は、小声で嘆なげいた。


（うわあ……みんな目を丸くしてる）


（覚かく悟ごを決めなさい）


　ヒロインに扮ふんした千早が言った。


　二人は協力しながら魔ま物ものを倒たおし、仲間を集めて魔王の元へと向かった。和樹の演えん技ぎはぎこちなかったが、声は別なので、なんとか様さまになっていた。


　場面は何度か変わり、城の内部になった。魔王の居きよ城じよう、という設せつ定ていである。


　乗り込む一行。その眼がん前ぜんに魔王の部下が出現した。親しん衛えい隊たい長ちようと手て下しただ。


「出たわね。力ずくでも通してもらうわよ！」


　千早が啖たん呵かを切る。


（なにが力ずくだ）


（こっちの要よう求きゆうこそ通してもらうわ）


　背後から、恨うらみに満みちたつぶやきがする。びっくりした和樹は、不ふ自し然ぜんにならないように後ろを見た。


（仲丸……松田さん！）


　仲間の賢けん者じやとエルフに扮ふんしていたのは、倒たおれていたはずの仲丸と和美であった。


（なっ、なんで。動けないんじゃないの）


（強ごう引いんに役を奪うばったわ。まだ痺しびれているけどね）


（Ｆ組にこれ以上、おいしい目を見せられるか）


　二人の目つきは、獲え物ものを発見した狼おおかみというか、目の前で限げん定ていカードの最後の一つを買われた小学生のようであった。


　シーンは親衛隊と主人公たちのバトルになっていた。千早が剣を振ふるって戦っている。


　仲丸はその背後に忍しのび寄よった。


（後ろから不ふ意い打うちをしてやる。観客の前でしくじってもらおう）


（せこい！　まだそんなこと考えてるの！）


（式森、退どいてろ）


　じりじりと接せつ近きんする。だぶだぶのマントを着た仲丸は、手にした大きな杖つえを振りかぶった。打ち下ろそうとして──


　びたっ！


　そのままの格かつ好こうで派は手でに転ころぶ。観客がどっとわいた。


（退けって言ったろ、式森！）


（勝手に転ころんだんだよ）


　和樹が足を出して、引ひっ掛かけたのである。


（やっぱり駄だ目めね。仲丸君は）


　今度は和美が進み出る。大きめの弓ゆみを手にし、矢をつがえた。


（鏃やじりには睡すい眠みん薬やくが塗ぬってあるわ。イチコロよ）


　千早の背中に向け、弦げんを引き絞しぼる。


（おっと）


　和樹はよろめいたふりをして、和美にも寄りかかった。彼女は手元を誤あやまり、自分の足元すれすれに矢を打ち込んだ。


（きゃあっ！　式森君！）


（事じ故こ、事故）


　とぼけて、敵と戦う。


　戦闘は終わり、親衛隊長は倒された。最後の敵である魔王を求めて、一行は城の内部を進んで行く。


　セットの一部が変わり、舞台は最さい上じよう階かいとなった。


「ついにここまで来た。みんな、これが最後の戦いだ。気を引き締めて……」


　スピーカーから響ひびく声に合わせ、口をぱくぱくさせる和樹。千早も彼のかたわらで、武器を構かまえていた。


　しかし背後では、懲こりない二人がひそひそ話をしていた。


（このままじゃらちがあかねえ。手を組め松田）


（ふん。なにくれる？）


（鬼おにかお前は。今度の昼休み、ジュースおごってやる）


（安い。あんたをパシらせる権けん利り六回）


（ふざけるな。二回だ）


（四回）


（三）


（オーケイ。受けるわ）


（よし。その窓の裏うらを探さぐれ。発はつ火か装そう置ちが隠かくしてある。ガソリンをぶちまけるぞ）


　盗ぬすみ聞ぎきをしていた和樹の背中に、汗あせが噴ふき出た。セットに放ほう火かする気なのである。最後の手段に出たのだ。


（やりすぎ！　駄だ目め！）


　急いで止めようとする。


（ここが燃もえちまえば、いくらＦ組でも責せき任にん問題が出てくるだろ！）


（堕おちてもらおうじゃない）


（僕らも問題になるよ！）


（俺たちの不ふ幸こうよりあいつらの幸こう福ふくがむかつく！）


「出たな、魔王め！」


　千早が叫さけぶ。セットを破やぶるようにして、触しよく手しゆだらけの怪かい物ぶつが現れた。中に人間は入っておらず、空気圧とワイヤーで操そう作さをする。Ｂ組の小道具係が苦く労ろうして作り上げた代しろ物ものである。


（仲丸君、観客の目が向こうに向いてる。チャンスよ）


（よし！）


（駄目だってば！）


　もはや演えん技ぎどころではない。和樹は二人に飛びかかった。


（うわっ、なにしやがる！）


（邪魔しないで！）


　魔王そっちのけでとっくみあいが始まる。いきなり内うち輪わもめを始めた主人公たちを観みて、観客が騒ぎ出した。


（式森、裏うら切ぎる気か！）


（どういうつもり!?）


（無む茶ちやは駄目だよ！）


　安やす物ものの燭しよく台だいが倒れ、ベニヤの壁が揺ゆれる。窓まど枠わくがずれ、ボール紙の柱はしらに穴が空あいた。


　和樹は暴あばれる二人を押さえつけようとした。和美はなんとかなった。だが仲丸は体たい格かくがいい。腕うでを振りほどくと、発はつ火か装そう置ちに飛びついた。


（くらえ！）


（やめろ！）


　取り上げようとする。しかし、一瞬早く仲丸の指がかかった。


　小さな音がした。少しだけ間があって、偽ぎ装そうされたノズルからガソリンが噴ふき出す。


「まずい！」


　剣けんの柄つかでセットに穴あなを開ける。向こう側に灯とう油ゆ缶かんと噴ふん射しや用のボンベがある。ボンベのパイプを引っこ抜いた。ガソリンの噴射は止まるが、同時に電でん気き発火装そう置ちが作さ動どうした。


　ぼぼん！


　舞台の一角で、派は手でにガソリンが燃え上がった。熱ねつ気きが一いつ瞬しゆんにして押おし寄よせる。


　途と中ちゆうで止めたため、セット全すべてに引いん火かしたわけではない。それでも火は赤い線となって伸び、魔ま王おうに燃もえ移った。


「うわっ!!」


　和樹は思わず叫さけんだ。炎ほのおの中で、真まっ赤かな影かげが揺ゆらめいている。ヒロインと戦っていた触しよく手しゆの魔王が燃えながらうごめいているのだ。今までの何倍も大きく見える。火か炎えんを全身にまとわせた、恐るべき怪物と化したのである。


　千早は茫ぼう然ぜんと立ちつくしていた。観客は驚いているものの、逃げ出さない。演出の一部だと思っているのだ。


　魔王の触手が動いた。


「山瀬さん！」


　和樹が千早を引き倒す。その上を炎が通り過すぎた。


「な……なんなの」


「逃げるんだ！」


　立ち上がらせようとする。そこに火災でボロボロになったセットが崩くずれかかった。とっさに千早に覆おおいかぶさる。
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　木で出来てるとはいえ、かなり衝しよう撃げきがあった。背中の痛いたみをこらえ、手をついて起きあがろうとした。


「痛……」


　うめき声がした。千早がくるぶしを押さえている。足をひねったようだ。


「立てる!?」


「分かんない……」


「逃げないと……」


　炎は垂たれ幕まくにも移うつっている。空気圧がどうかなったのか、魔王が暴あばれて火をまき散ちらしているのだ。


　彼女は和樹の顔を見つめた。


「……先に逃げて」


「なっ、なに言ってるんだ！」


　驚おどろいて、肩を揺ゆさぶった。


「君を置おいていけるか！」


「いいの、これはこの国の問題だったのよ！」


「って、演えん技ぎの続きをしてる場合じゃないだろ！」


「あたしはあなたに生きていて欲ほしいの！」


　千早の瞳ひとみが潤うるんでいた。和樹は危き機き的てき状じよう況きようにも拘かかわらず、ついどきっとしてしまう。慌あわてて頭を振り、余よ計けいな考えを追い出した。


「駄目だ。見み捨すてられるものか」


「お願い、あたしを困こまらせないで」


「君も炎に巻まかれるぞ」


「あなたさえ生きていれば……」


「約やく束そくしただろう。一緒にいい文化祭……国を作るって。僕だって……僕だって、君に生きていて欲ほしいんだ！」


　一いつ気きに台詞せりふを喋しやべった。この状況の中、自分でもなにを言ってるのか、もう分からなかった。


　彼女の頰ほおが、ぽっと赤くなった。


「……ありがとう。式……ユウジ君」


　千早は半はん身しんを起こした。背中を和樹が支ささえる。


　彼女は呪じゆ文もんを唱となえた。


　その手から、冷れい気きと水すい流りゆうが放はなたれていった。





　千早の魔法によって、火か災さいは消し止められた。全すべてではなかったが、スタッフが総そう出でで食い止めた。


　合同企画の演劇は、この日だけで終しゆう了りようとなった。セットの大半が灰かい燼じんに帰きしたからである。特に魔王は燃えさかった上に水をかけられたので、まるで使いものにならなかった。


　Ｆ組生徒はトラブルの連れん続ぞくで疲つかれ切り、初しよ日にち終了と同時に倒れ込んだ。Ｂ組生徒は火事の原げん因いんを仲丸と和美に押しつけようと、内うち輪わもめをおこしていた。


「ああ……くたびれた」


　和樹は身体を弛し緩かんさせて、誰もいなくなったステージの椅い子すに座すわった。今まで後あと始し末まつに追おわれていたのである。


「お疲れさま」


　千早もさすがに疲ひ労ろうした表情で、隣となりに座る。


「ふう……酷ひどい目にあった」


　いかにもしんどそうに、和樹が漏もらす。


「そうだね……でも、結けつ構こうよかったよ」


「本当？」


「うん。アンケート取ったけど、お客さん驚おどろいていた」


　事実であった。火を使うのはやりすぎだが、白はく熱ねつのラストシーンは印いん象しよう的てきだったとの声が多かったのである。


「先生たちにも印象づけたんじゃないかな」


「また中村先生、病気が増ふえそうだなあ……」


　担たん任にんの元気のない顔を思い浮かべた。Ｆ組はともかく、Ｂ組の加か点てんはあまり期待しない方がいいかもしれない。


　しばらく二人は、ぼんやりと夕ゆう陽ひを眺ながめていた。


　ぽつりと、千早が言った。


「トラブルばかりだったけど……もうこんなことできないよね。セットも燃えちゃったし」


　自分自身に話しているような口く調ちようだった。


「Ｂとの合同って、楽しかったのにな……」


「また来年、やればいいじゃない」


「んー、そうだね。できればよかったんだけどね」


　彼女は立ち上がった。


「じゃあ、今日はもう帰るね」


「あ、一いつ緒しよに帰ろうか」


「駄目。一人で帰るから」


「なんで」


「また一緒に帰るとね、離れたくなくなっちゃうから」


「……？」


　和樹にはなんのことか分からなかった。千早がにこりと微笑ほほえむ。


「分からない？」


「……うん」


「なら教えてあげる。あたしはあなたのことがねえ──」


　そこまで口にして、言葉を切る。彼女は片かた目めをつむった。


「じゃあね。式森君」


　それだけを残すと、少女は背を向けて去っていった。


　彼女が転てん校こうしたと知ったのは、それから三日後のことであった。






　あとがき







　築つき地じです。三冊目のまぶらほも短編集となりました。和樹君の幽ゆう霊れい話をお届けします。今回は連載分にあわせて、ちょいと長めの書き下ろしもついています。





　さて一か月ほど前の話ですが、『まぶらほ』ドラマＣＤの収しゆう録ろくに立ち会ってきました。


「まぶらほにドラマＣＤがあるなんて聞いたこともねぇ。適てき当とうこいてんじゃねえぞこのインチキ野郎」との罵ば声せいが飛んできそうですが、本当です。シナリオの確認をろくにしてないとか、収録日を忘わすれるとか、最も寄より駅で道に迷まようとかありましたが、制作は私抜きでもつつがなく進んでおりました。


　立ち会うと言っても素人しろうとなので口出しするわけにもいかず、時々「この機械高た価かそうですね。塩水かけていいですか」等などの発言をして白い目で見られるくらいでした。誰だれも笑ってくれず寂さびしかったとかそんなのはどうでもいいとして、つくづく感じたのは文章と声の違いです。


　例えば女の子が泣くシーン。父親にしかられるのと彼氏に振ふられるのでは、泣き声や泣き方が変わってきます。小説はここを地の文や、それまでの流れで説明することが多いのですが、ドラマＣＤは声こえ質しつだけで変化をつけていきます。文字を読ませるわけでもなく、またアニメーションと違って視し覚かくによる補助もありませんから、発声のタイミングや微び妙みようなトーンで決まってしまうのです。


　これには声優さんの演技力もさることながら、プロデューサーや演出家の力が大きな影響を与えます。スピーカーから流れてくる音声だけで可か否ひを判はん断だんするのです。同席して確信したのですが、場ば数かずを踏ふむしか上達の手段のない仕事です。


『まぶらほ』の制作を担当していただいたＹ氏はベテランで、このあたりの勘かん所どころが非常に冴さえた方でした。声優さんはどの方も一定以上のレベルの持ち主で、素人には「上じよう手ず」以外の感想が出てきません。ところがＹ氏はリハーサルから細かくチェックをし、納なつ得とくのいかないところは演出家と打ち合わせをして変更します。端はたから見ていると変えても変えなくてもいいような気がするのですが、本番を迎むかえてみるとあら不ふ思し議ぎ、さきほどよりもずっと良くなっているのです。


　これらは氏の仕事の一部に過ぎませんし、たった一日だけのおつきあいでしたが、十分堪たん能のうさせてもらいました。プロの技わざとは、ああいうことをいうのでしょう。


　もちろん他の裏方さんの仕事も見事で、流れるような手て際ぎわの良さでした。作品がきちんと形作られている過か程ていを体験するのは久しぶりです。その端に加わらせていただいたことが、結構嬉うれしかったりします。もっとも私自身は、女性編集者にウーロン茶を注そそがせてがぶ飲みしていただけなのですが。作家って役に立ちませんね。





　ドラマＣＤはドラゴンマガジン誌上でのみリリースされており、すでに受付は始まっています。担当に家族を人質に取られているので詳しい内容は書けませんが、原作を生かしたオリジナルの内容です。ご予約はお早めに。





　では最後に、謝恩会で死ぬほど笑わせてもらった清し水みず良よし英ひで先生と下ネタ絶好調の賀が東とう招しよう二じ先生、『まぶらほ』人気の九割を負っているイラストレーターの駒こま都つえ～じ氏に御お礼れいと感謝を捧ささげます。


　次こそ長編『ワゼリング・ハイツ（仮）』です。多分六月。以下『ストレンジ・フェノメノン』『ゆうれいの巻・なか』と続く予定です。タイトルは変更されるかもしれません。







二〇〇二年二月十日　築地　俊彦





初出　月刊ドラゴンマガジン　２００１年５月号～８月号




　　　　　２００１年10月号




　　「ハイスクール・カーニバル」




　　　　　書き下ろし





まぶらほ


～ゆうれいの巻・うえ～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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